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これは、血の物語だ。

血に呪われた者たちの物語でもあるし、

血を呪う者たちの物語でもある。








ラブレッド手記　１













　世界は、ほろんでしまいました。

　私は、十才の女の子で、私は、これを地下室で書いています。

　地上は、かい人がせんきょしている、とはかせが言っていました。私は、地上でのことを何も思い出すことができません。

　かい人は、どこかの星からやってきて、人間をいっぱいころしてしまったそうです。

　人間をばらばらに切って、食べてしまったそうです。

　生きのこった人間は、私と同じように、地下室で生きているそうです。

　私は、たたかわなくてはなりません。

　どうしてかと言うと、二代目、ラブソルジャーだからです。

「君は、二代目ラブソルジャーの、二代目ラブレッドなんだよ」とはかせは言っていました。

　かい人をたくさんころして、地上をとりもどして、人間がまた住めるようにしなければいけません。

　はかせはそれを、「使命」だと言いました。その漢字だけは、しっかりとはかせから教えてもらいました。

　そのために、私はきびしい「くんれん」をしなければいけないそうです。

「くんれん」という漢字は、まだはかせから習っていません。

　こんど教えてもらおうと思います。

　私は、女の子なので、人形であそんだり、かわいい服をきたりしたいけど、かい人は、きらいだし、はらが立つので、がんばって「くんれん」をしたいです。

　それでは、はかせが来るまで、「くんれん」をしておこうと思います。
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　雪が僕ぼくの血で赤く染まっていく。

　まるで、イチゴのかき氷だ、と、つまらない喩たとえを心で呟つぶやく。体温が雪に奪うばわれて、感覚が消失していく。視界が徐じよ々じよに狭せまくなっている。眠ねむくもある。

　……僕は、ここで死ぬのだろうか。

「朝あさ生おさん、あなたはもう終わりです」

　体の内側から囁ささやかれているような独特の声質で、まるで自分の運命の末路を告げる死神のように彼女は言う。目線を少しだけ上げ、その死神のような彼女に目をやる。

　一本一本が独立した意思を持っているかのように自由に長く伸のびた黒くろ髪かみ、そしてその隙すき間まから見える恐おそろしく白い肌はだ。ぎりぎり人間、ほぼ妖よう怪かいの彼女、水みず木きしげ子さん。

　しげ子さんは、脱だつ力りよくして立ち、こちらをじっと見ている。雪景色の中一人ポツンと佇たたずんでいるので、より人ではないものに見える。制服を着ているが、この寒空の下では明らかに着込みたりないため、より現実感を失っている。ただ妖怪が制服を着ているだけに見える。

　風が吹ふき、髪がなびき、隠かくれていた顔が露あらわになる。

　大きな瞳ひとみに小さな唇くちびる、つるりとした肌、全すべてが完かん璧ぺきで、作り物のように美しい、まるで人形のような顔。

　……しげ子さん。僕は、彼女の────。

　しげ子さんの左手には、あれが今もなお結ばれている。

　そうだ、僕たちは結ばれているのだ。

　しげ子さんの左手の小指には、蝶ちよう々ちよう結むすびで赤い糸が結びつけられている。その糸は、ゆらりと伸び僕の左手の小指へと繫つながっている。




　──猫ねこの死体を持ったしげ子さん──




　突とつ然ぜん、その一枚の絵が、テレビで流れるニュース速報のように、僕の思考に割って入ってくる。そして、堰せきを切ったように記き憶おくが溢あふれだす。

　──なんだこれは？




　……そうだ、僕は赤い糸が見えるようになった。

　そして、僕は自みずからの左手の小指に結びつけられていた糸を追った。

　そこには、しげ子さんがいた。同じ飾かざ梨なし高校の同級生、水木しげ子さん。

　だが、糸は、永遠の愛を示していたわけではなかった。

　糸が暗示していた運命とは──




　糸で結ばれた者は、どちらかがどちらかを必ず殺す。




　……あぁ、そうかこれは、あれだ──走そう馬ま灯とうだ。

　そうか、糸が暗示していたのは、今日、この瞬しゆん間かんだったのか。

　僕ぼくは、今日、しげ子さんに殺されました────




「朝あさ生おさん、そんなところで寝ねていたら死んでしまいますよ」

「えっ？」

　急速に視界が開け、失いかけていた意識が戻もどる。目の前には、しげ子さんの顔がある。
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「……死んでしまいます、ということは、死んでないの？」

　僕は仰あお向むけになり、自分の左手の平を見る。まだ赤い糸が結ばれている。と、いうことはまだ死んでいない。死んでいれば赤い糸は消えるはずだ。いやそもそも、死んでいたら、自分の手を見ることすら出来ない。

「何言ってんすか、大おお袈げ裟さっすね。たかが雪合戦じゃないっすか」

　そう言ったのは、天あま城ぎ苗なえだ。雪の玉を誰だれもいないところに向けて、綺き麗れいなフォームで投げている。受験を控ひかえた中学三年生だが、小さな体に地黒の肌はだ、髪かみはショートカットのため、年ねん齢れいより幼く見える。今日は、大きめのダッフルコート、ピンク色の耳あてにピンク色の手て袋ぶくろをつけているためか、見た目、小学生低学年くらいだ。完全に大人の階段を踏ふみ外し、転げ落ちている。

　天あま城ぎ苗なえ──赤い糸にまつわる事件で出会った女の子。

　彼女は、有名な進学校に通っているのに、ごくごく平へい凡ぼんなこの飾かざ梨なし高校を受験するらしく、下見と称しようしてここ最近、頻ひん繁ぱんに学校を訪れては、僕ぼくやしげ子さんにじゃれてくる。

「だから僕は嫌いやだったんだ。こんなことになるような気がしてたよ」

　そうだ、こんなことをやりたいと言ったのは、天城苗だ。




「楠くす見みさん、水みず木きさん、雪っすよ、雪、雪っ！」

　放課後、部室へ向かおうと、しげ子さんと一いつ緒しよに廊ろう下かを歩いていると、まるで犬のようにはしゃぐ天城苗に呼び止められた。

「また来たの？　受験勉強はいいの？　一月だよ、一月。もうすぐじゃないか、今そこにある危機じゃないか」

「大だい丈じよう夫ぶっすよ。わたしの学力なら余よ裕ゆうっす。死んでても受かります」

「死んでたら受けられないし、それならもっと勉強して、ワンランク上を目指しなよ」

「何言ってんすか、ここより楽しいところなんて、そうそうないっすよ」

「それは大きな勘かん違ちがいだよ。『飾梨』じゃなくて『風無』って呼ばれるくらい、一年を通して風が吹ふかなくて過ごしにくい場所なんだよ」

「でもここにしか、いないじゃないっすか！　楠見さんと水木さんは」

　そう言って、天城苗は、少し照れくさそうにうつむいた。そしてその気き恥はずかしさをかき消そうと、また犬のように吠ほえ始めた。

「それよりも、雪ですよ、雪、雪っ！」

　確かに外は、今冬、初めての雪が降り、五センチほど積もっていた。東京では、この光景が見られるのは、ワンシーズンで、二、三度ある程度だ。

「雪合戦しましょうよ！」

「絶対嫌だ」

　これから、部室で、虹にじ子こちゃんに貰もらったミカンを食べる予定だったし、しげ子さんが、「合かつ戦せんですか」と呟つぶやいたからだ。

　合がつ戦せんから、てんてんを取り、合かつ戦せんと呼ぶしげ子さんからは、恐きよう怖ふしか感じない。

　何をされるか分かったもんじゃない。だが──

「分かりました、やりましょう。いざ」と、しげ子さんはグラウンドへと歩き始めた。

　こうなれば、僕に抗あらがうすべはない。ここで拒きよ否ひすれば、より大きな災難が待ち構えているだけなのだ。まさに雪だるま式に、不幸が膨ふくらんでいくのだ。ならば、小さいうちにそれをぶつけられたほうがいい。




　と、いうわけで、グラウンドで三人で雪合戦をしてみたのだが、嫌いやな予感が見事なまでに的中し、しげ子さんが投げた雪の玉が見事に的中し、僕ぼくは頭を切って、雪の上に倒たおれたのだ。

　しげ子さんが投げた雪の玉は、玉というよりは弾たまに近く、氷柱つららのような形をしていた。

　だから僕は、頭を切った。いや、頭を切っただけで済んでよかったかもしれない。あれは、人を殺し得た。

「僕は決めたよ、もう二度としげ子さんとは雪合戦はしない。あと歌合戦もしない。とにかく、合戦はしない。命がいくつあっても足りないからね」

「歌合戦で人は死にませんよ、朝あさ生おさん」

　いや、しげ子さんなら呪のろいの歌とか歌うに決まっている。

「──さて、止まりましたよ」

　気づけば、しげ子さんの右手がおでこの上に乗っていた。傍かたわらに座り、僕を見下ろしている。

　しげ子さんは、なぜかいつも僕と全まつたく同じ体温をしていて、触ふれられていることに気づきづらい。しかし、一いつ旦たん気づくと、体が一体化するような妙みような感覚があり、今も、手が頭の中にズブズブ入っていくような錯さつ覚かくに囚とらわれている。

　頭に触れてみる。しげ子さんが言ったとおり、血が止まっている。

　しげ子さんを見返す。しげ子さんと目が合う。

　倒れた僕を真上から見下ろしているため、髪かみが垂たれ下がりはっきりと素顔が見える。何度も見ているはずなのに、その美しすぎる顔は僕の心をかき乱す。長い髪がしげ子さんと僕を覆おおい、繭まゆでくるまれているような、緊きん密みつで親密な妙な空間が出来上がっている。

　すぐそばにあるしげ子さんの微かすかに濡ぬれた小さな唇くちびるに目を奪うばわれる。

　無意識に自分の唇がピクンと動く。

「何してんすか？　本当に風か邪ぜひいちゃいますよ」

　天あま城ぎ苗なえの言葉に、しげ子さんが傾かたむけていた上半身をゆっくりと起こす。

　急に夜が明けたみたいに、視界が明るくなり、僕も慌あわてて上半身を起こす。

　なんだか急に恥はずかしさがこみ上げてくる。雪が解けるんじゃないかと思うぐらい体が熱くなる。それをしげ子さんや天城苗に悟さとられないように、僕は言う。

「さ、寒いし、部室、行こっか」





２






　呪いの黒電話が鳴っていた。

　我が生物研究部の部室である、生物実験室の準備室に戻もどると、まるでサイレンのようなけたたましい音で、窓まどガラスを、いや部屋全体を震ふるわせ、呪いの黒電話が鳴っていた。

　鳴るとは思わなかったので、扉とびらを開けた体勢のまま、思わず電話を見入ってしまう。

「あれ、鳴ってんじゃないっすか、呪のろいの黒電話」と、僕ぼくの脇わきの下から顔を出して天あま城ぎ苗なえが言う。「鳴ってますね、呪いの黒電話」と、もう一つの脇の下からしげ子さんが言う。

　そうだ、鳴っている。「まさか、だね」




「これはお宝ですよ、朝あさ生おさん」

　今から三日前の始業式の日、しげ子さんは会うなりそう言って、優しく包むように抱えた黒電話を僕に見せてきた。まるで、産まれたての黒い子こ猫ねこを抱いているかのようだった。

「ただの黒電話のようだけど」

　それは本当に、ごくシンプルな、元祖電話だった。

「朝生さん、ほらもっとよく見てくださいな。これは呪いの黒電話ですよ、かの」

　かのと言われても、呪いの黒電話なんて聞いたこともないし、出来れば見たくもなかった。

「トビラ堂にあったんです」

　トビラ堂とは、しげ子さん行きつけのいわくつきの品を扱あつかう悪あく趣しゆ味みな店の名だ。店主はノブオさんといい、何があったのか無数のガラス片が顔中に刺ささっていてキラキラしていて、左の目に電球の入った義眼をしていていつも目を光らせていて、人体実験まがいのことまでやってのける恐おそろしい人だ。

「悪あく魔ま様から電話がかかってくるそうですよ」

　悪魔に『様』をつけるのは、しげ子さんか、怪あやしいカルト教団ぐらいだろう。

「この電話の持ち主は、皆みな不ふ慮りよの事故で死んだそうです。前の持ち主だった方は、電話を取った直後、大好きだった将しよう棋ぎの駒こまを狂くるったように食べ始め、喉のどに詰つまらせ、死んだそうです」

　僕には、その電話より、わざわざその電話を買ってくるしげ子さんのほうが恐ろしかった。

　自みずからの人生に王手をかけてしまったのでしょうか、と笑うしげ子さんのほうが恐ろしかった。

「これを部室に置きましょう」なんと恐ろしい提案でしょう。

「でも、このままでは鳴らないんじゃないの？」

　今考えれば、口が滑すべったとしか思えない。何も考えず頭に浮うかんだ疑問をそのまま口にしてしまったのだ。きょとんとした顔のしげ子さんを見て、ようやくまずいことを言ったと気づいたが、もう遅おそかった。僕は仕方なく説明する。

「……いや、あの、電話を鳴らすには、電話番号がいるでしょ。僕もよく分からないけど、どこかに行って、電話番号……確か加入権？　とかそんなやつを買わなきゃいけないんじゃなかったかな」

「なるほど」

　翌日、しげ子さんは、「手に入れてきましたよ朝生さん」と、僕に七ケタの番号を示してきた。

「これは？」

「《自殺を考える会》からいただいてきました」

「《自殺を考える会》って？」言ってみて、その語感に怖こわくなる。

　大きな円えん卓たくで、正気や生気を失った者たちが集まり、自殺の方法をあれやこれやと論議している姿を思い浮うかべて、更さらに怖くなる。

「自殺を思い留とどまらせることを目的としたＮＰＯ法人です。ほら、よく自殺の名所とかに看板が立っているでしょう。『自殺をする前に、こちらへ』などと書かれた看板が」

　ほら、と言われても自殺の名所なんかに行かないからよく分からないが、確かにそんな看板が立っていそうな気もする。とにかく、僕ぼくが想像していたものより、全まつとうな団体でホッとする。

「そんな番号貰もらってきたら、困るんじゃないの、その《自殺を考える会》の皆みなさんが」

「大だい丈じよう夫ぶです、皆みな死にましたから」

「えっ？」

「自殺志願者の話を聞くうちに、オペレーター自身が、だんだんと憂ゆう鬱うつとなり、次々と自殺してしまったそうです。元々、同じようなことをされている団体をテレビで見て、感化され、勢いで設立したようで。感化されやすいのが災わざわいしたんでしょう」

　全うな団体でもなんでもなかったようだ。まさにミイラ取りがミイラになる、だ。

「っていうか電話線って、番号貰ってきたからってすぐに引けるもんなの？」

「えぇ、喜ばしいことに、《自殺を考える会》は、この学校と同じ市内にありましたので、番号もそのまま使用出来ました。本当に、本当に、喜ばしいことです」

　いや、そうじゃなくて、学校に勝手に電話線を引くことが出来るのかって意味なんだけど、と言おうとして僕は諦あきらめた。この学校にしげ子さんを止めることが出来る人などいないのだ。

　頭を抱えずにはいられなかった。また学校の七不思議が、いやしげ子の七不思議が増える。このままでは、いずれしげ子の百物語になるだろう。とにもかくにも、こうして、いわくつきの電話に、いわくつきの番号と、しげ子さんの手による呪のろいのコンボが完成したのだった。




　その呪いの黒電話が今まさに鳴っている。

「悪あく魔ま様から水みず木きさんにお電話ですよ」と天あま城ぎ苗なえが茶化すように言う。

　しげ子さんが溶とけたバターのようにニタリと笑う。

　何かよくないことが起きそうな予感がする。ほんの何週間か前に、自動販はん売ばい機きから人間の左手が出てきて、とんでもない災難にあったばかりなのに。あのときは、セスナ機から飛び降りさせられた。今度は一体どんな災難が待っているんだ。

　しげ子さんが電話を取る。

　しげ子さんを間に挟はさみ、右に僕、左に天城苗が並び、受話器に耳を傾かたむける。

『あ、あの、えっと、わたし、わたし、ですね。聞こえてますか？　はじめまして──』

　ずいぶんと弱気で可愛かわいらしい声の悪魔だ。しゃがれた低い声を想像していたのだけれど。

「えぇ、聞こえていますよ」

『そちらは、《自殺を考える会》でよろしいのでしょうか？　あの聞こえていますか？』

　あぁ、なるほど。電話の相手は悪あく魔まじゃなく、《自殺を考える会》に電話をかけてきた人間の女の子のようだ。だが、安心は出来ない。それどころか、より身構えなくては。《自殺を考える会》だと思い、電話をしてきたということは、つまりはそういうことだからだ。

「えぇ、聞こえています。そうです、こちらは《自殺を考える会》です」

　しげ子さんは堂々と噓うそをつく。

『何度も聞いて申し訳ないんですが、そちらは、《自殺を考える会》でよろしいんですよね』

「えぇ、こちらは《自殺を考える会》です。そしてわたくしは、《自殺を考える会》の社長を務めています水みず木きしげ子と申します」

　またしても堂々と噓をつく。しかも社長とは。どうせ言うなら代表ではないのか、と、どうでもいいツッコミを入れたくなる。それにしても、電話の彼女は、ずいぶんと心配性のようだ。心配性の自殺志願者。いや、心配症がこじれて、自殺志願者になったのだろうか？

「わたくしの傍かたわらには、側近の楠くす見み朝あさ生おさん、そして見習い社員の天あま城ぎ苗なえさんがおります」

「誰だれが見習い社員っすか」

　側近と言われた僕ぼくも否定したいが、テンポについていけず、割って入れない。

「今日はこの三人で、お客様の対応に当たらせていただきます」

『それはすいません、お手数をおかけします』

　これは一体なんの会話だ？　目の前で繰くり広げられる妙みようなやりとりに頭がクラクラする。

「それで、今日はどういったご用件で？」

『実は、焼身自殺を考えているんですが……聞き取れましたか、焼身自殺です』

「ほう。それはそれは。焼身自殺」

　焼身自殺……ずいぶん前に、しげ子さんから苦しくて大変な自殺方法だと聞いたことがある。

『それで、その具体的な方法について、相談にのっていただきたいんです。具体的な方法です』

　ん？　なんだか、おかしな方向に話が進んできた。迷いが生じて、誰だれかに止めてもらいたくて電話をしてきたのかと思ったが、なんだか自殺にとっても前向きだ。もしかしたら、電話の彼女は、僕が団体の名前を聞いたときと同じ勘かん違ちがいをして電話をかけてきたのではないだろうか。つまり、《自殺を考える会》を《自殺を思い留とどまるよう考えさせる会》ではなく、《自殺をする方法を考える会》と勘違いして。

「そうですね、焼身自殺にも色々とあります。ガソリンや灯とう油ゆを使ったりですとか、水酸化ナトリウムや硫りゆう酸さんのような薬品を使う場合もございます。まさか自作の電子レンジのようなものをお持ちではないでしょう」

　しげ子さんは、保険のプランのように次々と自殺の方法を紹しよう介かいしていく。

『すいません待ってください、メモを取ります』

　電話の向こうから、『水酸化ナトリウム、硫りゆう酸さん』と復唱する声が漏もれる。

「ちょっと、しげ子さん。自殺を止めないと」

「そうっすよ。具体的な方法を紹しよう介かいしてどうするんっすか」

　僕ぼくと天あま城ぎ苗なえは、電話の彼女に聞こえないように声を抑おさえながら、しげ子さんに注意する。

　だが、しげ子さんの表情は一向に変わらない。イースター島のモアイ像のように前を見つめたまま電話の声に耳を傾かたむけている。

『あのわたし、灯油を被かぶる方法を考えていたんですが』

「えぇ、それが基本です。焼身自殺の説明書の一ページ目に書かれているようなオーソドックスな方法です。でもお客様、それでは失敗するかもしれません」

『えっ？　そうなんですか？』

「えぇ、人間は大部分が水です。体を燃やそうと思えば次から次へと燃料を足していかなければいけません。もし万が一に火が消えたりしてしまっては、ただの大おお火傷やけどで終わってしまいますよ。自殺を失敗した場合、保険が利きません。治ち療りようにお金がかかりますし、それよりも何よりも、苦しいですよ、非常に」

　電話の彼女は、それを聞き沈ちん黙もくする。想像して、苦しんでいるのかもしれない。しげ子さんの意図は分からないが、結果的に自殺を思い留とどまってくれるかもしれない。

「どうでしょう、よろしければ、わたくしが火をくべるのをお手伝い──」

　僕は強引に受話器を奪うばった。危ない、これがしげ子さんの意図だ。これでは自殺の相談ではなく、自殺のお手伝いだ。いや、ただの殺人だ。迷っているのなら、今がチャンスだ。

「すいません、お電話代わりました。ダメですよ、死ぬことなんて考えちゃ。よければ、話してもらえませんか。どうして自殺を考えているのか？」

　一呼吸あり、電話の彼女が言う。

『翼つばさを失ったから』

「えっ？」

『──もう、結構です。あとは、わたしのほうでなんとかします。とにかくそちらに思いは全すべて伝えましたから。これで何も心配することなく死ねます』

　そう言って電話が切れる。

「あーあ」と天城苗が露ろ骨こつに顔をしかめる。「楠くす見みさんは、真まっ直すぐすぎるんすよ。水みず木きさんは自殺の手伝いをするふりをしていたんすよ、どこで自殺するのか場所を聞き出すために」

「……えっ、そうだったの？　どうしよう？」

　取り返しのつかないことをしてしまったのではないかと、受話器を持ったまま、頭を抱えてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、朝あさ生おさん。焼身自殺というのは、他の死に方と違ちがい、強い覚かく悟ごがいります。安心してください」

　いつもは恐おそろしいことしか言わないしげ子さんだが、こんなに心強い言葉はない。

「……そうかな。思い留とどまってくれるかな」

「いえ、そういうことではなく、覚かく悟ごを持って電話をしてきたということです。彼女の意志は固いでしょう。朝あさ生おさんが何を言っても、自殺をおこないますよ。ですので、安心してください」

　僕ぼくの気持ちをどうしたいんだ、しげ子さん。

　電話の彼女の言葉が蘇よみがえる。彼女は最後にこう言った。




『そちらに思いは全すべて伝えましたから』




　これが最後なんだからわたしのことは忘れないでください、そう言っているかのようだった。確かに、覚悟が感じられた。素早く受話器を一度置き、もう一度上げ、ダイヤルに手を伸のばすが、どこにかけていいか分からず、手が止まる。

　まさに、呪のろいの黒電話だ。
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　誰だれかの足あし跡あとを辿たどるように、積雪についた足の形をしたくぼみを狙ねらって足を置く。

　僕のせいで電話の彼女は電話を切ってしまったのではないか？　そう考えていたら、徐じよ々じよに頭が落ち、無意識に足元を見つめているうちに、くぼみを狙って踏ふんでいた。

　しげ子さんは、僕の前を未開の地を突つき進む冒険者のように、まっさらの雪の上をシャカシャカと音を立てながら歩く。手には、大好きなおしるこの缶を持っている。

　天あま城ぎ苗なえは、落ち込む僕を見て、ばつの悪さを感じたらしく、「さぁそろそろ、子どもが待っているんで帰るっす」と誰が聞いても噓うそと分かる噓をつき、帰っていった。

　僕としげ子さんは、そこから一時間ほど電話が再び鳴るのを待ったが、呪いの黒電話は、うんともすんともりんりんりんとも言わなかった。なるほど、確かに自殺志願者の相談とはタフな仕事だ。自殺をしてしまった《自殺を考える会》の人たちの気持ちも分からなくはない。

「それにしても苗さん、最近、毎日ではありませんか。まるで蠅はえのようにまとわりついて。何か意図があるのでしょうか。わたくしたちの二人きりの時間を邪じや魔まして」

　そう言って、ズズズとおしるこをすする。

「二人きりの時間って……」

　しげ子さんは、虹にじ子こちゃんしかり、明るい人が苦手なようだ。

　僕自身も天城苗を邪じや険けんに扱あつかっているくちだが、内心、会いに来てくれることは嬉うれしかった。確かに、ちゃんと学校に通っているのか気になるところではあるのだけれど、去年の五月、初めて会ったときの暗い闇やみを纏まとった彼女と比べれば、若じやつ干かん元気になりすぎているものの微ほほ笑えましく思える。それに彼女は、僕ぼくが唯ゆい一いつ、愚ぐ痴ちれる貴重な存在だった。赤い糸のことはさすがに伝えていないが、僕の過去に何があったか、しげ子さんの過去に何があったのか、去年何が起こったか、あらかた知っており、年下ではあるが、僕の立場をよく理解してくれている。

　などと考えながらも、電話の彼女のことが気に掛かかる。もしかしたら、今部室で電話が鳴っているのではないかと、来た道を引き返しそうになる。

「まだお気にされているのですか？」

「そりゃ、気になるよ」

「それにしても、どんなメッセージがあるのでしょうか？」

「メッセージ？」

「えぇ」と、しげ子さんの足が止まり、こちらを向く。「自殺の中でも焼身自殺を選ばれる方は、大たい抵てい、なんらかのメッセージを伝えようとされるものです。朝あさ生おさんはご覧になったことありませんか？　外国で、政策に反対された方が政府の施し設せつの前で、抗こう議ぎのために焼身自殺をするというのを」

　そう言われれば、以前にそんなニュースを、見たような気もする。

「あれは、よく燃えていましたね」

　しげ子さんはそう言って、まるでキャンプファイヤーを見ているかのように、目をとろんとさせる。

「何か伝えたいことでもなければ、わざわざ焼身自殺なんて選ばないってこと？」

「体を燃やすことが趣しゆ味みでもなければ」

　そんな人はいないだろう。「……あったのかな。強い思いが」

「あったのでしょう。自みずからを燃やすことに燃えていたのでしょう」

　そう言って、ヒョッヒョッヒョッと高らかに笑う。「──ヒョッ？」

「ん？」最後のヒョッだけ疑問形だった。

　しげ子さんは、突とつ然ぜん、屈かがみ、おしるこを置き、人差し指で雪に何かを書き始める。

「どうしたの？」と呼びかける僕の言葉が耳に届かないほど、一心不乱に何かを書いている。

　よく見ると、雪に『死』という言葉をいくつも書いている。

「なるほど」

　そう言うと、書いていた手がピタリと止まり、立ち上がる。『死』という文字をたくさん書いて、何が「なるほど」なのだろう。

「わたくし、少し用事を思い出しました。それでは、これで」

「ちょっと待って！」

　立ち去ろうとするしげ子さんを呼び止める。きっと、何かが分かったのだ。電話の彼女のことが。だとしたら、僕も一いつ緒しよに──。

「……どこ行くの？　僕もついて行こうか」

「いえ、朝あさ生おさんは、わたくしがお貸ししたビデオテープでも見ていてください」

　ビデオテープ？　…………あぁ、あれか。

　しげ子さんが厳選した人を嫌いやな気持ちにさせる映像集、『しげ子ライブラリー』。僕ぼくはそう呼んでいる。その中の一本を去年の終業式の日に渡わたされた。

「いや、別にあれは今見なくても」

「何をおっしゃっているんですか。いいかげんご覧になってください」

　では、しげ子さんはそう言って、一切雪に足あし跡あとをつけない、奇き妙みような速足で去っていく。

　僕は一人ポツンと残され、残されたおしるこの缶と、雪に書かれた大量の『死』という文字を見つめる。
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　姉の冬と羽わが、素すっ裸ぱだかで、仁に王おう立だちしている。「どうだ」と言わんばかりに。

[image: ]

「どうだ」

　実際に言ってきた。

　家に帰ってくるなり、雪で濡ぬれたパンツスーツをリビングに脱ぬぎ捨て、お風呂に直行し、五分で出てきたと思ったら冷蔵庫からノンアルコールのビールを取り出し、豪ごう快かいに飲み、これだ。

「風か邪ぜをひくよ」

「興こう奮ふんする？」

「しない」しないが、ある部分が、気にはなる。「……お腹なか……少し出てきた？」

「……そうかな」

　と姉は、左手でお腹をさする。

　それを見ると、こめかみのあたりが重くなる。

「……今日も行ってきたの？」

「あぁ、イサム？」

　イサムじゃない、楽らくだ。

　──水みず木き、楽。

　しげ子さんの兄で、しげ子さんの両親を──自みずからの両親を──殺した人。僕ぼくに血を入れた人。血を入れ、僕に赤い糸が見えるようにした人、そして、僕にしげ子さんを殺させようとした人。

　今は病室のベッドの上で、医者の手によって──最さい先せん端たんの医い療りよう機き器きによって──生かされている。

「ごめんね、俺おれは家族がみんな死んじゃってて、何かあったとき頼たよれる人がいないんだ。だからこれを預けておくよ」楽は、そう言って、かなりの額が入った通帳を姉に預けていた。自分がそうなってしまうのを予期していたかのように。姉は、そのお金で楽の医療費を払はらいながら、目覚めるのを待っている。当初は集中治療室に入れられていたが、現在は個室に移されている。

　僕は一度行ったきりだが、姉は毎日のように、病院を訪れている。一日でも多く行くために、本庁捜そう査さ一課から、近くのいわゆる所しよ轄かつに異動までした。

「……どうだった？」

「どうもしない。眠ねむっている──死んだように眠っている」

　姉はそう言って、顔に影かげを落とす。僕に心配をかけぬよう、薄うすい影だ。だが、逆にそれが痛々しく思え、僕は辛つらくなる。姉は、楽の本性を知らない。楽が姉に伝えていたのは全すべて噓うそだった。何から何まで、一式まるごと全て噓だった。

「ねぇ、朝あさ生おはイサムが苦手なの？」

「えっ？」顔に出ていたのだろうか。思わず頰ほおを意味もなくさすってしまう。

「なんか、彼に言われた？」

「ううん、違ちがうよ。姉ちゃんのことが心配なだけ」

　楽の本性をぶちまけたい衝しよう動どうにかられるが、拳こぶしを握にぎり、グッと堪こらえる。

　そんなことは絶対に出来ない。

　姉のお腹にいるのが────楽との子だからだ。

　姉が隣となりで、うっ、と小さく息を漏もらし、顔を歪ゆがめる。つわりだ。

　妊にん娠しんしてから、時折、この表情を見せる。知識がないので、姉のつわりが標準と比べてどうなのか分からない。さらには、姉がどれだけ我が慢まんしているのかも分からない。だから、つわりがきて顔を少し歪ゆがめているだけの姿が、つわりが軽いことを指しているのか、姉が我慢しているだけなのか僕ぼくには分からない。だが、顔を歪める姿を見るたびに、僕の心は、干からびた果物のようにキュッと縮ちぢまり苦しくなる。

「……早く服着てよ」

「やっぱり、興こう奮ふんする？」

「しないってば」そうじゃない。見ると辛つらくなるからだ。

　姉の左手の小指から糸が伸のびている。そして、それは自みずからのお腹なかへと消えていく。




　──いつか、姉は産まれてくる子どもを殺す。もしくは、産まれてくる子どもが、姉を殺す。




　楽らくが残していった、呪のろいの塊かたまり。産まれてくる子どもには悪いけど、そう思わずにはいられない。呪いの塊が少しずつ姉のお腹の中で、大きくなっている。

　やはり、見つけなければいけない。

　糸を、いや運命を断ち切る方法を──。




　その日の夜、仕方なく、しげ子さんに言われたとおり、借りていたビデオテープを見た。

　それは、ロシアの古い映画で、ひたすら階段を上る男の話だった。

　何年も前にテレビで放映（おそらく深夜だろう）されたものらしく、時折ＣＭが入った。それは、カレーのＣＭで僕の記き憶おくの片かた隅すみにもある懐なつかしいものだった。綺き麗れいな海が見えるビーチで、当時人気のあったアイドルが底なしの明るさでカレーの入った皿を持ちながら踊おどっていた。ひたすら階段を上る男とカレーを持ちながら元気に踊るアイドル。僕はそれを繰くり返したっぷり二時間見させられた。途と中ちゆうで止めようと思ったが、ラストに壮そう大だいなオチがあり、それについてしげ子さんに感想を聞かれるのではないかと考えると怖こわくなり、最後まで鑑賞した。結局、映画には、一切のオチがなく、まるで途中で中断されたかのように、終わった。最後まで、男は階段を上り続けていた。

　映画を観終わり、僕は深いため息を一つつく。

　そしてビデオを止めようと、リモコンに手を伸ばすが、画面に大きな黒い筋が入り、それが緞どん帳ちようのように上がると、全まつたく別の物語が始まった。

　どうやら、階段を上る男を録画する前に、このテープに入っていたものらしい。

　それは、『ラブソルジャー』という僕も聞いたことのない戦隊ものの特とく撮さつテレビドラマだった。スーツの仮面に『愛』の漢字がトレードマークとして入っているのが特とく徴ちよう的てきだ。味のあるくすんだ映像や戦せん闘とうシーンにＣＧが使われていないところを見ると、ずいぶん前に制作されたものなんだろう。

　こちらはしげ子さんから見ることを強要されているわけではないのだが、先程のなんの展開もない話から一変し、次々とテンポよくストーリーが進んでいくため、思わず見入ってしまう。

　だが、すぐに後こう悔かいした。

　戦隊ものによくある紋もん切きり型のストーリー、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくのストーリーを期待していたのに、それは僕ぼくがよく知る戦隊ものとは一線を画していた。一いつ般ぱん市民がほとんど出てこないのだ。どうやら地上は怪かい人じんが支配しているらしく、地球人はほとんど殺され、生き残った者もシェルターで生活しているようだ。

　ラブソルジャーは地下の施し設せつにいて、怪人を見つけてはゲリラ戦を展開した。

　怪人が地球人に無む慈じ悲ひなためか、ラブソルジャーも怪人には容よう赦しやなかった。ラブソルジャーには、一切ラブがなかった。まさしく、レンジャーではなくソルジャーだった。

　そして、戦せん闘とうシーンは、徹てつ底ていしてリアルな描びよう写しやにこだわっていた。ラブソルジャーも怪人もボロボロになりながら戦い、最後には、ラブソルジャーが怪人の四し肢しを切った。怪人は、地面をのたうち回りながら、「他の仲間が必ずお前たちを殺す、お前たちにも俺おれたちと同じ苦しみを与えてやる、女、特にお前はムチャクチャにしてやるからな」と、桃もも色いろのスーツを着た女性ソルジャーに憎にくしみをぶつけた。

　桃色の女性ソルジャーは、怪人の前に行くと、なんの感情もない時報のような声で「黙だまって死ね」と言い、ナイフを頭に突つき立てる。

　引きの絵になり、体をピクピクさせる怪人を五人のラブソルジャーが囲んで見下ろし、アニメ声の妙みように明るいナレーションで、「みんな来週もラブソルジャーを応おう援えんしてねっ！」とあり、番組は終わる。

　そして、ビデオテープも終わる。今度は本当に終了だ。

　画面が消え、部屋が真っ暗になる。ジーと、普ふ段だんは別の音でかき消されて聞くことのない何かの電気音がやけに耳につく。僕は、先程の映画を観たときよりも、大きなため息をつき、取り出したビデオテープを見つめ呟つぶやく。

「恐おそるべし、しげ子ライブラリー」
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　翌日、僕はいつもより早い時間に起き、学校へと向かった。

　階段を上り続ける悪夢にうなされ、ろくに睡すい眠みんをとれなかったこともあるが、前日の雪で空中庭園の花たちのことが気になったからだ。

　学校に着くと、先生たちが早出で、雪かきをしていた。先生たちは僕を見つけるなり、声をあわせ、「おはよう」もなく、「おい楠くす見み、あれをなんとかしろ」と空中庭園を指さした。

　やっぱり、と僕はため息まじりに呟く。これを心配していたのだ。

　階段を全速力で上がり、空中庭園まで辿たどり着いたが、まず何をどうすればいいか分からない。

　空中庭園は血の海と化していた。しげ子さんが植えた花のせいだ。

　元々、この空中庭園は、同じ一年生の帆ほ代しろ樹いつき君が整備していて、花も彼が植えていた。だが樹君はいなくなり、去年の夏が終わったあと、花も全すべて枯かれてしまった。一年草だったためだ。おそらく樹君は、季節ごとに花を植えかえる予定だったのだろう。僕ぼくも別の花を植えようかと思ったのだが、いつの間にかしげ子さんが、様々な花を植え始めた。

　今現在空中庭園に植えられている花は、北ほく欧おうで、【病人の妖よう精せい】と呼ばれている真っ赤な花で、不思議なことに花弁が熱を持っていて、夜になると真っ赤な血のような蜜みつを出すのだ。

　その蜜と、花弁の熱によって溶とけた雪が混ざり合い、空中庭園を赤く染め上げたのだ。

　その血の海もどきは、溢あふれかえり、校舎の壁かべを伝い、校舎を人に見立てると頭からダラダラと血を流しているように見えた。

　早く来てくれよしげ子さん。また同級生たちから避さけられてしまうではないか。

「おい知ってるか、また楠くす見みが何かやったらしいぞ」、「今度は校舎を血の海にしたってよ」

　そう噂うわさする姿が容易に想像できる。

「うわぁ、すごいねぇ」

　あぁ、この声、この万人を和なごませる声──。

「虹にじ子こちゃん！」

　唯ゆい一いつこの学校で僕やしげ子さんを避けず、明るく声をかけてくれる同級生、僕の天使、那な花ばな虹子ちゃん。

「おはよう、今日は早いね」

　僕は、そう言って、満面の笑みを浮うかべる。

「うん、そうだよ、虹子ちゃんは委員長だからね。長だからね。朝は早起きなんだよ」

　そっか、うんうん、と頷うなずき、僕は虹子ちゃんを眺ながめる。

　冬の虹子ちゃんもいいなぁ。

　制服の下にカーディガンを着ている。からし色と言うのだろうか、虹子ちゃんが着ると、ひまわり色と言いたくなる。奇き抜ばつなデザインをした制服によく似合っている。そして、マフラーまでしている。ミディアムボブの毛先がマフラーに隠かくれ、丸みを帯びていて可愛かわいらしい。

「あれ？　朝食中？」

　虹子ちゃんの両りよう頰ほおが餌えさをため込むハムスターのように膨ふくらんでいる。

「何を言ってるんだよ、朝あさ生お君。これは、マーロン・ブランドだよ」

「マーロン・ブランド？」

「知らないの？　有名な役者さんだよ。『ゴッドファーザー』のファーザー役だよ。マフィアのボスを演じるために、こうやって綿を両頰に詰つめて、貫かん禄ろくをつけたんだよ」

　そう言って、口の中から唾だ液えきで湿しめった綿を取り出す。

「貫禄なんていうのは、所しよ詮せん綿のようなものってことだよ」

　なんだか格言っぽいが、まるでピンとこない。だが、そこがまた可愛かわいらしいのだ。

「今度は、『ゴッドファーザー』に、はまっているの？」

　天然の虹にじ子こちゃんは、イマドキ女子高生の流行とは全まつたく別のアンテナを持っていて、時代に左右されない何かを受信しては、短期間おかしな言動を繰くり返す。

　でも、それがまたまた可愛い。結局、何をやっても虹子ちゃんは可愛いという結論に至る。

「そう、友達から借りてね。中学のときの友達。あっ、そういえば、今度この近くでも映画の撮さつ影えいがおこなわれるらしいよ、知ってる？」

　こうして会話の内容が次々と逸それていくのも虹子ちゃんの特とく徴ちようだ。

「知ってるよ。やたらタイトルの長いゾンビ映画だよね」

「そう。『ゾンビとＴシャツとわたし』だっけ」

「えっ？」どうしよう全然違ちがう。「ちょっとだけ違うかな。確か『ある形けい而じ上じようの家族に起きた不可解で幻げん想そう的な──』」

　言葉に詰つまったのは、タイトルをそれ以上思い出せなかったこともあるが、僕ぼくの耳がおかしな音を捉とらえたからだ。

　この忌いま々いましい警告音のような呼び出し音、これは、呪のろいの黒電話だ。

「あれ、何これ火災報知機？」

　音は徐じよ々じよに大きくなっていく。

「朝あさ生おさん」

　屋上扉とびらが勢いよく開き、呪いの黒電話を胸むねに抱えたしげ子さんが姿を現す。呼び出し音がダイレクトに聞こえ、空中庭園に響ひびき渡わたる。どうやって、コードをここまで引っ張ってきたんだ。

　しげ子さんは、虹子ちゃんを見つけると露ろ骨こつに顔をしかめる。「おはよう」と呼びかけられても無視し、うつむきながら、ソソソソソと虹子ちゃんを避さけるように歩く。そして、僕のそばまで来て、呪いの黒電話を差し出す。

「朝生さん、またしても鳴りましたよ。今度こそ、悪あく魔ま様でしょう」

「……悪魔様は、早起きだなぁ」と、悠ゆう長ちようなことは言っていられない。悪魔様でないとしたら、また自殺志願者かもしれないからだ。昨日の電話の彼女かもしれない。

　僕は、大きく息を吐はき、ごくりと唾つばを飲み、電話を取る。

「もしもし」

『……あれ？　その声、朝生？』

「──えっ、姉ちゃん？」





６






　彼女は、どんな素顔をしていたのだろう？

　僕は、ガラス越ごしに彼女を黙だまって見つめる。隣となりにいるしげ子さんも姉も、黙って見つめる。




　今日未明、僕ぼくらに電話をかけてきた心配性の彼女は、自殺を図った。予告通り、焼身自殺だった。昨日、しげ子さんは何か閃ひらめいたようだったが、空から振ぶりに終わったのだろうか。それとも、彼女とは全まつたく関係がなかったのだろうか。

　自殺を図った場所は、樹いつき君が天あま城ぎ苗なえを突つき落とした、僕が楽らくに血を入れられた、あの廃はい病院だった。

　今や有名な自殺スポットとなっていたからか、あそこならば燃えるものがなく火事の心配をしなくてもよかったからか、彼女はあの場所で焼身自殺を図った。

　だが、幸か不幸か、あの廃病院は有名になりすぎていた。彼女が、灯とう油ゆを被かぶり火をつけた直後、大学生四人組が肝きも試だめしにやってきたのだ。火の玉を見に来た四人組は、火だるまを見て驚おどろき、慌あわてて消火し、救急車を呼んだ。




　自殺は未み遂すいに終わった。

　そして、所しよ轄かつの姉が呼ばれた。事件性がないか調べるために。焼身自殺は、しげ子さんが言ったとおり自殺の中でも特異なものらしく、他の自殺よりも念入りに調べなければいけないらしい。彼女の着衣のポケットの中からは、焼けずにすんだ携けい帯たい電話が発見され、その発信履り歴れきから、僕らへと辿たどり着いたというわけだ。

　僕らは、姉から電話を貰もらい、学校を早退し、事じ情じよう聴ちよう取しゆを受け、今ようやくそれが終わり、集中治ち療りよう室しつの前の関係者しか入れない廊ろう下かにいる。

　無機質で薬品の匂においが充じゆう満まんしていて、あまり長くはいたくない場所だ。ただでさえ、この病院には長くいたくない理由がある。

　ガラス張りの集中治療室では、包帯を巻かれた彼女が、鎮ちん静せい剤ざいを打たれ眠ねむっている。

　彼女の名は、円えん上じよう真ま智ちというらしい。年ねん齢れいは、天あま城ぎ苗なえと同じ十五歳さいで、友達からは『マッチ』と呼ばれていたそうだ。

「よく燃えそうな名前ですね」、しげ子さんがそう呟つぶやいた。全身包帯姿の彼女を見て、「マッチというよりはろうそくですが」とも言った。

　円上真智のポケットには、携帯電話と一いつ緒しよに大量のお守りが入っていた。

　姉が、「本当は死にたくなかったのかな」と言ったが、電話で円上真智と話した僕には、そしておそらくしげ子さんにも、その真意が読み取れた。

　心配性の彼女は、大量のお守りに願ったのだ。「必ず死ねますように」と。

「……あの人、辛つらいだろうな」

　姉が、少し焦こげたお守りを握にぎりしめながら、円上真智の傍かたわらにいる女性を見て呟いた。

　紺こん色いろのスーツを着たその女性は、髪かみを後ろにくくり、まるで就職活動中の大学生のようだが、円上真智の母親らしい。薄うす化げ粧しようですむほど肌はだが若々しく、どう見ても円上真智の姉にしか見えない。実際、そんな関係性だったかもしれない。七年前に、夫（円えん上じよう真ま智ちにとって父親）を事故で失っているそうだ。円上真智と母親は、母一人子一人で普ふ通つうの親子以上に、まるで姉妹のように、助けあって生きてきたのではないか。だからこそ、姉は感情移入しているのだろう。自分だったらと置き換かえて。

　円上真智の母親は、ベッドで眠ねむる包帯姿の円上真智を見て、自みずからのおでこに手を当て、項うな垂だれた。

「どうして、あの子は自殺しようと思ったの？」姉に聞く。

「あの母親が言うには、五年前の事故のせいだろうって」

「……五年前？」

「五年前、あの子の家が火事になってね。双ふた子ごの弟が死んじゃったんだって。母親はそのとき働きに出ていて、あの子は弟の面めん倒どうをみるように言われていたらしいんだけど──」

「面倒をみる？　双子なんでしょ」五年前と言えば、円上真智もその双子の弟も十歳さいのはずだ。

「弟は、足が少し悪かったそうよ。……でも、あの子は、弟を置いて、友達のところに遊びに出ちゃってたんだって。その間に、ストーブの火による火事が起きて、弟は逃にげ遅おくれて──」

　昨日のしげ子さんとの会話が蘇よみがえる。──メッセージ。

　円上真智は、焼身自殺を選ぶことで、自分も弟と同じ苦しみを味わおうとしたのだろうか。

　それが、弟へのメッセージになると思ったのだろうか。

『人』という漢字の片方が燃え、焼け落ち、もう片方もばたんと倒たおれ、全すべて燃えてしまう。そんな光景を想像する。そして、その想像は、しげ子さんの家を連想させる。焼け落ちた豪ごう邸てい。その家を呆ぼう然ぜんと見つめるしげ子さん。

　──しげ子さんは、何を思っているのだろう？

「……五年」

　しげ子さんが、そう呟つぶやく。不思議な響ひびきがある。

　池に大きな石を落としたみたいに、その言葉は僕の頭の中に乱暴な波は紋もんを広げていく。

「どうしたの？」

「いえ、なんでもありません」

「すいません、遅おそくなったっす。飼っている犬のご飯をどうしてもやらなければいけなくて」

　そう言って、入ってきたのは天あま城ぎ苗なえだ。

　天城苗も、円上真智から電話がかかってきたときに僕ぼくらと一いつ緒しよにいたため、姉から呼び出されていたのだ。

「わたし、あの子から、話を聞くから。あなたたちもそろそろ引き上げなさい。どうせ、彼女はまだ目覚めない」

　姉はそう言うと、天城苗と一緒に廊ろう下かから去っていった。

「じゃあ、僕らも行こうか」

「いえ、ちょっと待ってください」

　しげ子さんが僕ぼくを制止する。僕はドキリとする。

　これからあそこに行こうと言われるのではないかと警けい戒かいする。

　円えん上じよう真ま智ちが運び込まれた病院は、あの男が入院している病院だった。────水みず木き楽らく。

　楽の中の、純じゆん粋すいな悪意、悪意の集合体、悪意の海……それをしげ子さんに近づけてはいけない。僕は思い出す、しげ子さんが悪意に飲み込まれたときの顔を。あの井戸の底のような深く暗い目を。楽が植物状態になってから、あの顔は一度も見ていないが、僕には分かる。あの感情が、しげ子さんから完全に消え去ったわけではない。ただ、スイッチがＯＦＦになっているだけなのだ。何かをきっかけに、簡単にそれはＯＮになるだろう。家の電気をつけるみたいに。

　でも、しげ子さんが僕を呼び止めた理由は、楽のことではなかったようだ。

「何やらわたくしたちに話があるようです」

　しげ子さんの視線を追うと、円上真智の母親がこちらを見ていた。

　円上真智の母親は、慌あわてた様子で集中治ち療りよう室しつから出てきて、僕たちの元へやってくる。

「……すいません、あの子と電話で話したんでしょう」

　姉から聞いたのだろうか。「えぇ」と頷うなずく。

「あの子が、何を話したのか、教えてくださいませんか？」

　円上真智の母親は、うっすらと目に涙なみだを浮うかべそう言った。

「えぇ、もちろんですとも」

　僕が返答するよりも前にしげ子さんがそう言った。真意は分からないが、しげ子さんは薄うすく笑っていた。

　闇やみが波のように打ち寄せ、足元を黒く染め上げていく。死が迫せまっていた。

　──教えてくださいませんか？　僕もそう言いたかった。




　どうして、あなたと円上真智との間に、赤い糸があるのですか？
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　僕たちは、病院の屋上へとやってきた。

　ベンチが置かれていて、気軽に立ち寄れるスペースになっているが、寒いためか人ひと気けはない。僕たちは、誰だれもベンチに腰こし掛かけることなく、縁へりに近い場所で、フェンス越ごしにのぞく景色を見ながら会話を始める。

　円上真智の母親は、まず僕たちに名めい刺しを渡わたした。

　円上燈あかり──保険外交員をしているそうだ。

　目の前で見ると本当に若々しい。それに綺き麗れいだ。『お母さん』と呼ぶよりは、『燈さん』と呼んだほうがしっくりくる。

「僕ぼくたちは、飾かざ梨なし高校一年生で、僕が楠くす見み朝あさ生お、彼女が水みず木きしげ子さんといいます」

　しげ子さんに『さん』をつけるのは紹しよう介かいの礼れい儀ぎとしてふさわしくはないのだろうが、つけずにはいられない。神に『様』をつけるのと同じだ。

「すいません、名めい刺しは持っていません」分かってはいると思うが、そうつけ加える。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」と、円えん上じよう燈あかりさんは、儀ぎ礼れい的てきな笑顔を返す。

「こういったものならあるのですが」

　と、しげ子さんが、制服のポケットから、何年か前の新聞の切り抜ぬきを取り出した。

『聖火ランナー　聖火で放火する』という見出しが見えたので、僕は、すぐさましげ子さんの手から奪うばい取り、ハハハと意味なく笑い、取り繕つくろう。

　今、それは絶対に見せちゃいけないものだよ、しげ子さん。

「それで──」

　しげ子さんの声のトーンが変わる。まるで人格が変わったかのような急変ぶりだ。

「真ま智ちさんが、わたくしたちに何をおっしゃったかをお知りになりたい、ということでしたね」

「あの、その前に、どうしてあの子は、楠見さんと水木さんに電話したのでしょう？」

「えっ、あっ、それは──」

　と言葉がうまく出てこない。悪あく魔まを呼び寄せるために《自殺を考える会》から電話番号を引き取ってきたと言って納得してもらえるとは思えない。

「間ま違ちがい電話です。ただの間違い電話」

　しげ子さんは、姉にした説明と全まつたく同じことを言う。その説明は、簡単に言えば合っているのだが、正確に言うと噓うそになる。

　だが、燈さんは、それで納得したようだ。

「……それでは、あの子から、何かを聞いたというわけではないのですね」

「いえ、聞きましたよ」

　燈さんの目が揺ゆれる。

　しげ子さんは、ポーカーでもしているかのように、その燈さんの顔をじっと見つめている。何を無意味に揺さぶっているんだろう。また悪あく趣しゆ味みに人を追いつめ喜んでいるのだろうか？

　いや……燈さんから何かを感じ取っているのだ。しげ子さんが燈さんに問う。

「『翼つばさを失ったから』。真智さんはそうおっしゃっていました。どういった意味でしょう？」

「翼……」

　燈さんが胸むねの前に置くようにその言葉を吐はきだした。そして、肉づけしていくようにつけ加える。

「真智の双ふた子ごの弟の名です。五年前に死んでしまった、弟の名……翼」

『翼を失ったから』──あれは、弟のことを指していたのか。

「真智と翼は、本当に仲が良くて──。二人は、二卵性双そう生せい児じで、全然似てなかったんですけど。翼つばさは、足が悪かったから、ずっと家で本を読んでいたし、真ま智ちは、活発で外で遊ぶのが好きだった。でも、二人は、お互たがいを尊重して、助けあって生きてきたんです」

　──だからこそ、円えん上じよう真智は、自分を……。

「旦だん那な様も亡くされているそうで」

　しげ子さんは無ぶ遠えん慮りよに尋たずねる。

　燈あかりさんの目が動どう揺ようで一いつ瞬しゆん揺ゆらいだが、僕ぼくたちが姉から全すべて聞いていることを悟さとったのだろう。

　燈さんは、「……はい」と静かに頷うなずいた。

「全すべてあの家のせいです。あの家は呪のろわれた家だったんです」

「ノロワレタイエ？」

　しげ子さんがその言葉のおぞましさをより引き出すように繰くり返す。

「無理をして建てちゃったんです、一いつ軒けん家やを。でも、そのローンを返すために、あの人、朝も夜も働かなきゃいけなくなって。だんだん、疲つかれをとるためにお酒が深くなっていって。ある日、お酒に酔よってお風呂に入ったあと、そのまま寝ねちゃって、お風呂の中で溺おぼれ死んだんです。家を建てて、半年後のことでした。わたしは一人でローンを払はらわなくてはいけなくなって。だから保険外交員になったんです。そしたら、あの子たちと一いつ緒しよにいる時間がなくなって。わたしがちゃんとあの子たちを見てあげていれば、あんなことには……。あの家が家族をむちゃくちゃにしたんです」

　そう言って声を詰つまらせ、目を潤うるませ、手で口を押おさえた。誰だれかに話すことで、自分の悲しみを少しでも薄うすめようとしている、そんな話し方だった。もしかすると、これが燈さんの本当の目的だったのかもしれない。僕たちから話を聞きたかったわけじゃなく、誰でもいいから話をしたかったのかもしれない。

　大きく息を吐はくと、涙なみだを堪こらえ、話を続ける。

「真智が悪いんじゃない。悪いのはわたしたちなんです。わたしたちが多くを望んだから、色々なことを抱えきれなくなって、翼を守ることが出来なかったんです」

　家族を守るために家を建てたのに、いつの間にか目的が変わり、家を守るために家族が犠ぎ牲せいになってしまったのだ。そして、結果的にその家も燃えてなくなった。燈さんと円上真智の喪そう失しつ感を想像すると息が出来なくなるほど胸むねが苦しくなる。

「どうして五年なのでしょう。五年たった今、どうして自殺をしようと思ったのでしょう？」

　しげ子さんからの問いに、燈さんは苦しそうに首を振ふった。

「違ちがいます。五年間ずっとです。何度も手首を切ったり、首を吊つろうとしたりしました。でも全て失敗したんです。わたしは何度も言いました。あなたが悪いんじゃないって。でもあの子、聞かなくて。それどころか、どんどん悪い方向に考え始めて。もっと苦しまなきゃいけないんだって、翼と同じように死ななきゃいけないんだって……」

　燈さんは、堪えきれずに、涙をぽろぽろと流した。

　その顔を見ていられなくなり、僕ぼくは視線を落とす。

　燈あかりさんの両方のかかとに絆ばん創そう膏こうが貼はられている。きっと毎日仕事で歩き回っているのだろう。

「それは、さぞ大変だったでしょう。長かったでしょう？　五年間は」

　またしても、含ふくみのある言い方だ。思わず、しげ子さんの顔をチラリと確認する。

　しげ子さんは、あの仕草をしていた。本当に興味を持ったときにだけ、本当に見たいものがあるときにだけ見せる仕草──髪かみをかき上げ、顔を露あらわにしていたのだ。

　人形のように不自然なほど整った顔、その顔を近づけ、大きな瞳ひとみを見開き、じっと燈さんを見つめている。

　僕は、ようやく理解した。しげ子さんが、燈さんから何を汲くみ取っていたのかを。

　五年間ずっとです──そう言ったときの燈さんの目。あれは、死を望んでいる目だった。

　燈さんの左手を見る。その小指には怪あやしげに光る赤い糸が結びつけられており、ゆらりと伸のび、階段へと続いていく。あの先には円えん上じよう真ま智ちがいるのだ。

　当面、円上真智は意識を取り戻もどさない。もし、二人の間に結ばれた赤い糸が、近い将来に起こることを暗示しているのだとしたら、殺す側は必然的に、燈さんということになる。

　だとしたら、その理由は────。

　気づけば、燈さんの左手を両手で強く握にぎっていた。

「真智さんを、見守ってあげてください。諦あきらめないでください。それが出来るのは、お母さんだけなんですから」

　燈さんは、僕の目を見ようとはせず、手を振ふりほどき、「すいません、あの子のところに戻ります」と言って逃にげるように去っていった。

　僕は、更さらに声をかけようとしたが、喉のどに引っ掛かかり、何も出てこなかった。

「アポトーシス」

　しげ子さんがまるで呪じゆ文もんのように呟つぶやく。すでに前髪は下ろされ、顔は再び隠かくれている。

「えっ？」

「アポトーシス……細胞の自殺です。体に害を及およぼす細胞は、自じ滅めつする。そうすることで、体全体を守るんです。もし死なずに、そのままにしておけば、腫しゆ瘍ようになり、体全体が死ぬ」

「……ちょっと待ってよ、それって円上真智のことを──」

「このまま昏こん睡すい状態が続けば、それだけ医い療りよう費ひがかかる。もし、助かったとしても、真智さんは痛みと闘たたかい、そして、完治したあとも火傷やけどのあとは残る。もしかすると、また自殺を図るかもしれない。それでも、真智さんを生かし続けなければいけない理由を、朝あさ生おさん──朝生さんはお答えになれますか？」

　気づけば、しげ子さんの手が、僕の首の後ろを摑つかんでいる。

　身動きが取れない。

「朝生さん、肩かたの力を抜ぬいて、冷静にお考えください」

　僕ぼくは肩かたの力どころか全身の力が抜ぬけ、考えることが出来なくなっていく。
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　階段を上っている。真まっ直すぐにどこまでも伸のびた階段だ。あたりは闇やみで、その階段がどこまで続いているのかも分からない。

　僕はどうして、その階段を上っているのか分からないが、とにかく階段を上っている。

　隣となりを見ると、燈あかりさんがいる。燈さんも同じように階段を上っている。燈さんはひどく、上りづらそうにしている。よく見ると誰だれかに袖そでを摑つかまれている。

　摑んでいるのは、円えん上じよう真ま智ちだ。火に包まれている。

　その火が、燈さんにも燃え移り、燈さんも火だるまになる。

　僕は、逃にげるように慌あわてて階段を上り始める。だが、僕もうまく上れない。

　僕も誰かに袖を摑まれている。振ふり返る。僕の袖を摑んでいたのは────。




「朝あさ生お！」

　うん？　姉ちゃん？　ここは？　……僕の部屋？

「珍めずらしいわね、あんたが寝ね坊ぼうするなんて」

　身支度を終えた姉が僕を見下ろしている。いつの間にか疲つかれて寝てしまったようだ。病院からの出来事がうまく思い出せない。寝ね癖ぐせがついた頭を意味もなくかいてしまう。

「今、何時？」

「七時半」

　六時半に起きるはずだったのに。姉の言うとおり、寝坊なんて我ながら本当に珍しい。

「ごめん、朝ご飯──」

「いいわよ。それより、今日時間あったら、あの子にこれ、返してあげてくれない？」

　そう言って、姉が布団の上に、何かを投げる。

　それは、円上真智が持っていた少し焦こげたお守りだった。

「事件性が特になかったから、自殺未み遂すいとして処理されることになってね。あの子の所持品、お母さんに返したんだけど、それだけ渡わたしそびれちゃって」

「……どうして僕が」

「それ持ってさ、あの子のお母さん、勇気づけてあげてくれない？　なんだか、思いつめた顔してたからさ。あとさ──」そう言って姉は、急に歯切れ悪くなり、少しうつむきながら続ける。「もしよかったら、あの人のところにも行ってあげてよ」

　……あの人？　そうか、それが本当の頼たのみ事か。

　胸むねがざわついているのは、悪夢を見たからか、楽らくのことを考えたからか、寝起きの頭には判断がつかない。理由もなく、少し焦げたお守りを手に持ち、じっと見つめてしまう。
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　その日の放課後、姉に言われたとおり、病院を訪れた。

　今日は一日、円えん上じよう親子のことが頭から離はなれず、みんなの声が遠かった。

　虹にじ子こちゃんに、『ゴッドファーザー』について力説されても、天あま城ぎ苗なえに、「ちょっと聞いてくださいよ。昨日、水みず木きさん、わたしたちに黙だまって、全然知らない人の手術室に潜せん入にゆうしてたんですよ」と言われても、しげ子さんに「ついに手に入れましたよ、悪あく魔ま様の声を」と、ＩＣレコーダーを見せられながら耳元で囁ささやかれても、心ここにあらずな対応をしてしまった。

　燈あかりさんと円上真ま智ちのことを考えると、頭におかしな靄もやがかかり、自分が何を考えているのか分からなくなり、立ち位置を失った。

　これはなんだ？　何かが、僕ぼくの思考の流れをせき止めている。

　でもその何かが分からない。

　僕は首を振ふる。ダメだ、しっかりしないと。燈さんを逆に不安にさせてしまう。

　燈さんを勇気づけて、お守りを渡わたすんだ。

　僕は、お守りを握にぎりしめ、集中治ち療りよう室しつに向かった。




　昨日と同じように、関係者専用の廊ろう下かに入り、ガラス張りの集中治療室を見ると、円上真智が意識を取り戻もどしたところだった。

「どうして、まだ生きてるのよ！　殺してっ！　誰だれか殺してよっ!!」

　閉じ込めきれない円上真智の叫さけび声が、くぐもった音で廊下にまで届いた。円上真智は、ベッドの上で釣つりあげられた魚のように暴れ、数人の看護師によって押おさえられ、鎮ちん静せい剤ざいを打たれ、再び意識を失った。隣となりにいた燈さんは、その光景を涙なみだを流しながら見つめていた。燈さんは、昨日と同じ服装だった。

　僕が気になったのは、燈さんが鎮静剤の入った注射器をじっと見つめていたことだ。

　昨日と同じように薬品の匂においが充じゆう満まんしている。患者を基準に設定された室温は僕には少し暖かすぎる。喉のどがカラカラに渇かわく。言葉が出てこない。

　気づけば、お守りを握りしめたまま、逃にげるように走りだしていた。そして、身を潜ひそめるように、憶おぼえのある病室に駆かけ込んだ。
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　本当に死んだように眠ねむっている。

　僕の目の前には、楽らくがいる。たくさんの機器に囲まれて眠っている。

「すいません、それはわたしの知ったことではありません。そんなことで起こさないでください」

　そんな顔で、楽はすやすやと眠っている。腹が立つほど穏おだやかな顔で眠っている。

　どうしてここに来てしまったんだろう。顔なんて見たくもなかったのに……。少なくとも、姉に促うながされたから来たわけではない。

　僕ぼくは楽らくに宣言した。赤い糸は、希望の糸だ、と。それが虚きよ勢せいでなかったことを証明するためにも、僕は運命を変える方法を見つけださなくてはいけない。でも、その糸口さえ見つけられない。このままでは、楽が正しかったことになる。赤い糸は、呪のろわれた糸だということになる。

　楽が答えないと分かっていても、僕は楽に対して語り始める。

「どうすればいいんですか？　どうすれば、運命を変えられるんですか？　あなたは本当に運命を変える方法を、あなたの言葉を借りるなら、『赤い糸を断ち切る方法』を知らないんですか？　あなたの持ち物を調べさせてもらいました、携けい帯たい電話や財布を。何も出てきませんでしたよ。あなたが姉ちゃんに言っていた自宅にも行きましたよ。なんですかあれ？　まるで、ドラマのセットみたいでしたよ。あなた言いましたよね、『わたしも血を入れられたんです』って。確か、四十代の女性でしたっけ。今は、五十代ですかね。その人なら知ってますか？　どうして、僕たちを困らせるんです。ねぇ、起きてくださいよ」

　感情の歯止めがきかず、僕は楽を揺ゆさぶる。

　もちろん楽は目覚めない。なんの意味もない。流木を揺らしているようなものだ。

　服がはだけて、背中が見える。楽の背中には、僕と同じ、死神の鎌かまのような痣あざがある。

　今け朝さ見た夢を思い出す。そうだ、僕の袖そでを引っ張っていたのはこの人だ。楽が笑いながら、僕の袖を引っ張っていた。

　僕が燈あかりさんに何も言えないのは、この人がいるからだ。

　僕も同じなのだ。思ってしまっているのだ。




　────死んでほしいって。




　無意識に僕の手が楽の首元へ伸のびていく。

　自分でもどうしてそんなことをしているのか分からない。

「今日は大人気ね」

　その言葉に我に返り、慌あわてて手を引っ込める。

　声をかけてきたのは、看護師の女性だった。容体に変化がないか定期的なチェックをしに来たようだ。

　……何をしようとしてたんだ僕は。

　震ふるえる手を押おさえるように必死にズボンを摑つかむ。荒あらぶる鼓こ動どうを抑おさえるために、呼吸に気を配る。

　徐じよ々じよに、気が静まり、ふと先程の看護師の言葉が蘇よみがえる。




　──大人気？




「今日は大人気ね」、確かにそう言った。

「……あの、ここに誰だれか来たんですか？」

「うん、三十分ほど前におじいちゃんが」

　──おじいちゃん？　楽らくの知り合い？

「あの……そのおじいさんの名前って分かりますか？」

「そりゃ分かるでしょ。君も書かされたでしょ、ナースステーションのところで。面会者名めい簿ぼ」

　僕ぼくは、看護師に礼を言うのも忘れ、部屋を飛び出していた。

　エレベーターの向かい側にあるナースステーション、その入口の前まで駆かけ、クリップボードに留められた面会者名簿を乱暴に手に取る。

　カウンターにいた看護師の女性に「ちょっと」と呼び止められるが、答える余よ裕ゆうがなく、面会者名簿に目を通す。僕は、無許可で入ったが、楽の訪問者はここに名前を書いたのだろうか？　楽の偽ぎ名めい、『テヅカイサム』の欄らんを見つけ、訪問者を探す。




【箕輪連司】




　これだ。ミノワ？　……おそらく下はレンジだろう。

「……ミノワレンジ」口に出してみるがもちろん、知らない名だ。

「箕輪さん？」

　カウンターの看護師が尋たずねてくる。

「知ってるんですか？」

「そこにいるじゃない」

　そう言って、僕の後ろを指さす。慌あわてて振ふり返る。

　エレベーターの扉とびらが閉まろうとしていた。その隙すき間まから微かすかに見える。

　────青い杖つえをついた男の姿。

　手を伸のばしながら、エレベーターへと駆ける。だが扉は、完全に閉まる。

　エレベーターのボタンを押おす。何度も押す。意味はないと分かっているのに。

「ダメだ」

　エレベーターを諦あきらめ、非常階段を探す。天井に矢印の描かかれた誘ゆう導どう灯とうがぶら下がっている。エレベーターのすぐ脇わきの扉だ。扉へと駆け、勢いよく押す。

　だが、急に扉が軽くなる。扉の向こうにも人がいたのだ。

　僕の勢いが加わったことで、扉の向こう側にいる相手が倒たおれる。

　向こう側にいたのは、天あま城ぎ苗なえだった。尻しりもちをつき、持っていたノートと鉛えん筆ぴつを床ゆかにぶちまけていた。開いたノートには、何やら設計図のようなものが書きこまれている。

「なんすか楠くす見みさん、病院で走っちゃいけないって知らないんすか」

「な、何してんの？」

「水みず木きさんに、用事を頼たのまれたんすよ。あの人、人使い荒あらいっすよね」

「……しげ子さんもここにいるの？」

　咄とつ嗟さに楽らくの顔が浮うかぶ。

「いませんよ。あの人はあの人でなんかしてるみたいっすよ。楠見さんは何してるんすか？　そんなに慌あわてて」

　箕みの輪わ連れん司じを追いかけていたことを思い出し、「そうだ、ごめん」と天あま城ぎ苗なえを飛び越こえ、非常階段を駆かけ降りる。

　一階まで下り、エントランスに出る。息を切らしながら、周りを見み渡わたす。

　だが、青い杖つえをついた老人の姿はもうそこにはなかった。

　箕輪連司……楽の知り合いだろうか？
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　それから一週間、僕ぼくは、毎日病院を訪れた。それは、まさに悪夢のような日々だった。

　何かが起こったわけじゃない。

　ただ、靴くつ底ぞこのように心を擦すり減らし続けたのだ。あの階段を上り続ける悪夢のように。

　病院を訪れる者は、僕以外誰だれもいなかった。しげ子さんも、天城苗も、箕輪連司という名の老人も。姉すら、大きな事件が起きたため、楽の見み舞まいにやってこなかった。

　円えん上じよう真ま智ちも楽も、ベッドで眠ねむったままだった。

　円上真智のことを考える燈あかりさんと、楽のことを考える僕だけが、古い橋のボルトのように疲ひ弊へいしていった。燈さんからは微かすかにお酒の匂においがするようになった。僕はその匂いを嗅かぐたびに、お守りが渡せなくなっていった。

　このままでは燈さんは、円上真智を殺してしまう。でも、どうしても止めることが僕には出来ない。自分が分からなくなっていく。僕はどうして、この階段を上っているのだろう？　と。

　自みずから死の世界へ足を突つっ込んだ人間が、生の世界で頑がん張ばって生きている人間の足まで引っ張っている。それでも手を取りあい、引きずり上げ、頑張って生きましょう、そう言うことが正解なのだろうか。楽の姿が頭にちらつく。そうだ、僕も同じなのだ。僕だって、楽が死ねばいいと思っている。そうすればみんな救われると思っている。

　僕は自分でもどうしていいか分からなくなり、しげ子さんに助けを求めた。燈さんを救ってあげてほしい、と。藁わらにもすがる気持ちだった。

　だがしげ子さんは、その藁で藁人形を作ってしまうような女の子だ。上っていた階段の上から、巨きよ大だい岩いわを転がしてくる、それがしげ子さんなのだ。しげ子さんは、僕を病院の屋上に呼び出し、こう提案した。

「さぁ、コーレージュツを始めましょう」
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「コーレージュツ？」

　一いつ瞬しゆん、『高齢術』という字が頭に浮うかび、老人の知恵的なものかとも思ったが、しげ子さんが言っているのだ、それは間ま違ちがいなく、『降霊術』なのだろう。

　それにしても、突とつ然ぜん、僕ぼくを病院の屋上に呼び出したかと思えば、なんのつもりなんだろう。

「ところで朝あさ生おさん、何やら顔色が優すぐれないようですが？」

　僕は言葉に詰つまる。楽らくのことを考えているうちに、燈あかりさんに感情移入してしまったなどと言えるわけがない。

「どうですか、こちらをお聞きになって、元気を出しますか？」

　とポケットの中から、ＩＣレコーダーを取り出す。いつぞや、悪あく魔ま様の声が吹ふき込まれていると言って、僕に見せたものだ。そんなものを聞いて、元気が出るわけがないので、やんわり断ろうかと思ったらそこに燈さんが現れた。

　どうやらしげ子さんは燈さんもここに呼び出していたようだ。しげ子さんは素早い動きで、ＩＣレコーダーをしまうと、燈さんに向かって話し始める。

「さて、揃そろいましたね。では、始めましょうか。降霊術を」

「降霊術？　なんですかそれは」燈さんが、困こん惑わくして尋たずねる。

「燈さん、率直に申し上げて、あなたは真ま智ちさんに死んでもらいたいのでしょう」

「なっ」あまりに率直すぎて、燈さんが言葉を詰まらせる。

「ご心配なさらず、何も燈さんを責めようというのではありません。お気持ちは分かります。でも、燈さんは迷っておられる、ですので聞いてみるのです。真智さんが死ぬべきかどうか？」

「……何を言ってるんですか？　聞くって誰だれに？」

「翼つばささんですよ」

　何を言ってるんだしげ子さんは？　翼君はもう……。

「真智さんは、翼さんを助けられなかったことを悔くいて自殺を図った。ならば聞いてみればいいのです。翼さんのお気持ちを。真智さんのことをどう思っているのか」

「聞くってどうやって」

「ですので、言っているではありませんか。降霊術です」

　こういうときのしげ子さんは、なんとも生き生きハキハキしている。

「では、朝生さん、こちらのベンチへ」

　そう言ってベンチの方へ手を差し出す。

「えっ？　いや、まさか僕にその降霊術をするわけじゃないよね？　僕に翼君の霊を降ろすわけじゃないよね？」

「さすが朝あさ生おさん、察しがいい」

「いやいやちょっと待ってよ──」

　と、嫌いやがる僕ぼくの両肩かたをしげ子さんは後ろから摑つかむ。その細い腕うでからは想像も出来ないほどの圧力を感じ、僕は強引にベンチに座らされる。

　そして、しげ子さんは耳元で僕に向かって囁ささやく。

「朝生さん、わたくしの言うとおりに言ってください」

　もしかして──。

　しげ子さんの目的が分かったかもしれない。僕が翼つばさ君のフリをして、燈あかりさんを止めるんだ。「僕は、お姉ちゃんに死んでほしくなんかない」そういった言葉を聞けば、燈さんの考えを変えられるかもしれない。僕も翼君の言葉を借りれば、それが言える。そういうことだろう。

「では朝生さん、目を閉じてください」

　目を閉じると、しげ子さんは左手で僕の額ひたいを押おさえ、右手で僕の耳の後ろ、首の根あたりを摑むように、親指と中指で押さえる。

「では朝生さん、一から順に数を数えてください」

「一、二、三、四……」

　言われたとおりにする。すると、頭から疑念というか、雑念というか、ノイズのようなものが消えていく。すくった砂が指と指の隙すき間まから落ちていくように、消えていく。やがて、思考そのものも消えていく。

　なんだこれは────

　そう思ったときには、数が数えられなくなっていた。いくつまで数えたかも分からない。頭が言うことを聞かず、ガクリと前に落ちる。耳元でしげ子さんが囁いた。何かを言っているが、その言葉は頭でおこなわれる通常の処理をすっとばし、僕の無意識に語りかけてくる。

　──しげ子さん、君は一体僕に何をしてるんだ。

　僕は頭を上げる。だがそれは、自分の意思とは違ちがう。僕ではない僕がおこなっている。

　その僕ではない僕は、頭を上げると突とつ然ぜん、こう叫さけんだ。

「熱くて、苦しかったんだ！　僕は絶対に許さないぞ！　……許さない……絶対に許さない」

　なんだこれは……本当に翼君が僕の中に降りているのか……。

　意識がさらに遠のいていく。




「はい」

　背中をポンと叩たたかれ目を覚ます。

　まるで深い眠ねむりに落ちていたときのように、頭がクリアになっている。

　燈さんが、僕を見て目を見開き、少しだけ体を震ふるわせている。

「さて、これで分かりました。翼つばささんは、真ま智ちさんが死ぬのを望んでらっしゃる。ということで──」

　しげ子さんが両手を広げ、地上に突とつ然ぜん舞まい降りた神様のように言う。

「真智さんを殺しましょう」

　僕ぼくも燈あかりさんも、突然のことで言葉を失う。

　しげ子さんは、燈さんの元へ、まるで宙に浮うかんでいるかのように体を上下させない不思議な歩法で近づき、制服のポケットの中から、折りたたまれた紙を取り出す。

「ここにこの病院の監かん視しカメラの情報が全すべて書かれています」

　その紙には見覚えがある。あれは、天あま城ぎ苗なえが持っていたノートだ。これを調べさせていたのか。

　しげ子さんが続ける。

「大事なのは──」そう言って、フェンスに張りつく。「素早く、誰だれにも悟さとられないように、です」

　しげ子さんは、壁かべを這はう虫のように、フェンスに胸むねをつけたまま、とても不気味な横歩きで、フェンス伝いに移動する。

　目の前で繰くり広げられる、奇き妙みよう奇き天て烈れつ、奇想天外な言動に言葉を失っていた燈さんもそれを見て、馬ば鹿かにされていると思ったのだろう。

「ふざけないでください！」

　そう声を荒あららげ、しげ子さんから渡わたされた紙を床ゆかに叩たたきつけると、屋上を走り去っていった。

「あら」とフェンスを伝っていたしげ子さんが、ポカンとその姿を見送る。

「……しげ子さん、どうして僕にあんなこと言わせたりなんかしたの？」

「何をおっしゃってるんですか、あれは朝あさ生おさんの言葉ですよ。朝生さんも望んでいらっしゃるんでしょう。真智さんの死を」

　その言葉は、的確に、確実に、肋ろつ骨こつと肋骨の間を通り、僕の心を貫つらぬいた。

「今回、珍めずらしく、わたくしたちの思いは一いつ致ちしているではありませんか」

　赤い糸を伝って、しげ子さんから殺意が流れ込んでくるようだ。僕の心が震ふるえを起こしている。いや違ちがう。これは僕の中にある殺意がしげ子さんの殺意と共鳴しているのだ。

　僕は、しげ子さんから逃にげるように、屋上をあとにした。

　そしてフラフラと廊ろう下かを歩いていると、誰だれかにぶつかった。

「すいません」

「なんすか、楠くす見みさん」

　天城苗だ。

「犬も歩けばじゃないんだから、わたしに何度もぶつからないでくださいよ」

「──ごめん」朦もう朧ろうとしながらなんとか謝る。

「でもちょうどいいところに来ましたね」

　天あま城ぎ苗なえはそう言って、後ろを見た。

　目にあるものが飛び込み、「あっ」と声が漏もれる。

　青い杖つえだ。

　天城苗の後ろには青い杖をついた老人が立っていた。





13






　箕みの輪わ連れん司じ、そう名乗った老人は、まるで迷子の老犬のようだった。

　黒のロングコートに、革かわの手て袋ぶくろ、高そうな青い杖をついていて、白しら髪がはちょうどいい長さで後ろに流されており、身なりはとても綺き麗れいなのに、威い厳げんのようなものはまるでなく、どこか弱々しく、ひっそりと目立たないように生きているように見えた。

　もしかすると楽らくの手先かと思ったが、悪意のようなものは一切感じなかった。でも、気を抜ぬくことは出来ない。

　箕輪さんは、天城苗から僕ぼくのことを一通り聞いているようだった。

「少しお時間よろしいですか？」と、僕を談話室に誘さそった。

　談話室には、自動販はん売ばい機きが設置されていたので、お茶でも買おうかと思ったが、椅い子すに座るなり箕輪さんが語りだした。病院の中では、暖かすぎるように見える黒のロングコートを羽織ったまま、革の手袋も外さずに。天城苗は、斜ななめ後ろで、僕が買ってあげた紙コップのジュースを一気に飲み干し、それを耳に当て、僕たちの会話を盗ぬすみ聞きしようとしている。

「わたしが全すべて壊こわしてしまったのです」

　何もない机つくえに目を落とし、申し訳なさそうに箕輪さんは言う。

「──あの、すいません、箕輪さんは、楽さんとはどういったご関係なんですか？」

「わたしは、水みず木き家に仕えていた使用人です」

「どうして、ここに楽さんが入院していることを、知ったんですか？」

　楽は、テヅカイサムという偽ぎ名めいでここに入院している。僕は注意深く箕輪さんの反応を見る。

「楽様が以前、おっしゃっていたのです。もし何かあれば、テヅカイサムの名で、どこかの病院に入院しているはずだから探してくれ、と」

　楽が、箕輪さんをここに誘ゆう導どうしたのか？　いやそれよりも、どうして箕輪さんは、楽に何かがあったことを知り得たのだろう。──会っていたのか？　この人は楽と定期的に。

　警けい戒かい心しんが強まる。

「ところで、お元気ですか、お嬢じよう様さまは──」

　そう言って、箕輪さんは、しげ子さんの昔の名を言った。両親を失ったときに捨てた名前を。久々に聞いたその名は、洞どう窟くつの奥おくで誰にも知られることなく光り輝かがやく美しい鍾しよう乳にゆう石せきを連想させた。

「あれは、元気と呼ぶのでしょうか。アクティブではありますが。陽気というよりは、妖よう気きに近いものがあります」

　箕みの輪わさんは、僕ぼくのその言葉に、フッと短く微ほほ笑えんだ。僕の言葉だけではなく、昔のしげ子さんを思い出し笑っているようだった。だが、すぐにその笑みは消えた。

「水みず木き家には、数多くの使用人がいて、わたしはなかでも楽らく様に専属のような形でお仕えしていました。楽様の存在を知る唯ゆい一いつの使用人だったのです。昔は、お優しかったのです。閉じ込められたあとも、わたしには変わらず気き遣づかいの言葉をかけてくださいました。ですから、わたしは……わたしは……。わたしは、あのとき伝えてしまったのです」

　箕輪さんは、喉のどにつっかえた魚の骨を吐はきだすみたいに、苦しそうに続けた。

「──奥おく様さまが楽様を殺そうとしていると。……シチューに毒を仕込んでいると」

　楽はそれを食べずに両親を殺した。そして家に火を放った。しげ子さんは今のしげ子さんになってしまった。

　天あま城ぎ苗なえも同じような想像をしているのかもしれない。眉み間けんにしわを寄せている。

「楽様の心の中にある闇やみは、旦だん那な様と奥様に何度も聞かされておりました。ですが、どうしても楽様のことをそんな目で見ることが出来なかったのです。……楠くす見み様は、ハリガネムシという虫をご存じですか？」

「……いえ」

「寄生虫の一種で、普ふ段だんは水中で生活しているのですが、地上に出ると針金のように固く乾かん燥そうしてしまうのです。ですが、寄生虫です。見た目はとても気味が悪い。しかし、幼い頃ころの楽様とお嬢じよう様さまは、それが可哀かわい想そうだと、池に返して、再び動きだすのを優しい顔で見ていました。あのときの無む垢くな笑顔が浮うかぶのです──」

　箕輪さんは、泣なきたくても泣けないといった表情を浮かべた。

「あの出来事があったあとも、楽様はわたしの家に何度もやってきました。『元気？』と、ふらっとやってくるのです。何気ない日常の話をし、わたしにいたわりの言葉をかけ、肩かたを揉もんでいくのです。何度も警察に電話しようと思いました。わたしの肩を揉む手で、旦那様と奥様を手にかけたのです。頭では分かっておるんです。でも、どうしても出来ませんでした」

　やはり、箕輪さんは楽と定期的に会っていたのだ。だが、それは楽からの一方的なものだ。もてあそんでいたのかもしれない、箕輪さんの思いを。

「ずっと、願っておったのです。いつか楽様が変わり、あのときのわたしに、お前は間ま違ちがっていなかったという日が訪れるのを。──でも、わたしはもう疲つかれました」

　箕輪さんは、本当に疲れたという顔をした。そして、「すいません」と僕に頭を下げた。

　僕は何も言えず、うつむいた。天城苗はいつの間にか手に持っていた紙コップをクシャクシャにし、それをじっと見つめていた。

　話し終えると、箕輪さんは立ち上がり、「楠見様はとても立派な方ですね。お嬢様のこと、よろしくお願いします」と、手て袋ぶくろを外し、手を差し出してきた。

　それを見て、反射的に出た僕ぼくの手が止まる。

　──ここにも、ある。────赤い糸が。しかもそれは、初めて見る特別な糸だった。

　この糸は何を表しているんだ──もしかすると、あれだろうか？　だとすると……

　僕は、両手でしっかりと箕みの輪わさんの手を摑つかんだ。その瞬しゆん間かん、頭の中の靄もやが晴れたような感覚があった。

　僕は──決意した。

「箕輪さん、僕が決着をつけます」

　そうだ、眠ねむっていようと、意識を失っていようと、取ってもらわなければいけないのだ。




　──責任を。
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　箕輪さんと別れ、円えん上じよう真ま智ちのいる集中治ち療りよう室しつへと向かった。

　燈あかりさんに会うためだったが、どうやら今日はすでに帰宅したらしい。僕は円上真智の小指から伸のびている赤い糸を追うことにした。糸を追って辿たどり着いた場所は、二階建ての古いアパートだった。

　すでに日は暮れ、あたりは暗くなっていた。

　郵便受けの一つに、『円上』とある。ここに、円上親子の部屋があるのだろう。そのアパートは、アパートというよりかは、工事現場にあるプレハブハウスに近かった。糸は二階へと伸びている。階段を上る。鉄で出来た錆さびた階段は、上るたびにいちいち音が響ひびいた。糸をさらに辿ると、一番端はしの部屋へと続いていく。

　その部屋の表札を見ると『円上』とある。部屋の明かりが漏もれている。

　チャイムがないので、扉とびらを叩たたくと、しばらくして、扉が開いた。

「すいません、こんな夜分遅おそくに──って、えっ？」

　目の前に立っていたのは、しげ子さんだった。

「どうして──」

　しげ子さんを押おしのけるように燈さんが姿を現す。

「楠くす見みさん、なんとか言ってください。この人、突とつ然ぜん上がり込んで、もう一度、降こう霊れい術じゆつをするって聞かないんです」

「先程は朝あさ生おさんに降ろしましたが、今度は実体化してみせます。それには、翼つばささんの私物がいるのです」

「だから、そんなことはもういいんですよ！」燈さんが声を荒あららげる。

　部屋の中がチラリと見える。

　そこは、想像以上に荒あれ果てていた。しげ子さんが荒らしたわけではないだろう。

　服は脱ぬぎ散らかされ、コンビニで買ってきた食べ物の空き容器が散乱していた。僕ぼくの心が一番反応したのは、大量のお酒の空き容器が転がっていたことだ。

　潰つぶされたビールの缶、ワンカップの酒の瓶びん、ウィスキーのボトルまで転がっていた。

　部屋全体が、燈あかりさんの心の乱れそのものを表していた。混乱し、何かにすがりつこうとしているのだ。胸むねが苦しくなり、先程の決意が早くも揺ゆらぎそうになるが、拳こぶしをギュッと握にぎり、気を持ち直し、燈さんに向き合う。

「……燈さん、僕は正直、燈さんの気持ちが痛いほど分かります。このまま真ま智ちさんを死なせてあげれば、真智さんも楽になるし──燈さんだって楽になる」

　燈さんは、反論せずに、自分の足元をじっと見つめた。

「僕もそう思いました。僕にもそういう人がいます。この人が死んでくれたらどんなに楽なのに、って思う人がいます」

「楽だけに」ボソリとしげ子さんがそう呟つぶやくので、思わずそちらに目を向けてしまう。

　しげ子さんはじっとこちらを見ていた。構いません、わたくしに構わずその話を続けてください、そう目が語っていた。

　僕は小さく頷うなずき、燈さんに向き直る。

「でも、それはやっぱり、違ちがうと思うんです。責任は、生きて取るべきだと思うんです」

「生きて？」

　そうだ、それが僕の出した結論。僕の決意だ。

「はい。僕は死んで責任を取るとか、やっぱり間違ってると思うんです。生きていれば、いつか誰だれかの支えになることだって出来るかもしれない。燈さんが困ったときに真智さんが助けてくれるかもしれない」

「そんな簡単に言わないで！」

　燈さんは頭をかきむしる。

「簡単には言ってないです。そう、簡単じゃない。……でも繫つながりを断ったって、絶対に楽になったりしない。報われたりもしない。でも諦あきらめなかったら、向き合うことを諦めなかったら、いつか変わってくれるかもしれない。だから──」

「でも、もし助かっても、あの子はまた自殺を図るかもしれない」

「……それはないです」

「どうしてそう言いきれるのよ？」

「理由は言えませんが、僕には分かるんです。真智さんが、自殺で死ぬことはない」

　それは確かだった。今日見た、箕みの輪わさんの特とく殊しゆな糸、そして、円えん上じよう真智と燈さんを結ぶ糸がそれを証明している。円上真智は、燈さんに殺されなければ、死ぬことはない。

「だから捨てないでください、希望を。自分一人できつかったら、誰かを頼たよればいいじゃないですか。僕ぼくやしげ子さんとか」

「楠くす見みさん……」

「絶対に、やり直せますよ」

　燈あかりさんは、膝ひざから崩くずれ、声を上げて泣ないた。ひとしきり涙なみだを出し切ると、グチャグチャの顔のままこちらに微ほほ笑えみ、言った。

「ありがとう。わた──」

　ゴンッ！　と鈍にぶい音がして、燈さんが床ゆかに倒たおれた。

　後ろで、ウィスキーのボトルを持ったしげ子さんが立っている。

「と、いうことで、降こう霊れい術じゆつを始めます」

「しげ子さん！　何をしてるんだ!?」

「大だい丈じよう夫ぶです。的確な角度で殴なぐりました。意識を失っただけで、瘤こぶすら作らないはずです」

「そういうことじゃないだろ！　どうして殴ったんだ」

「降霊術がしたいからですよ！」

　珍めずらしくしげ子さんが声を荒あららげた。その声は、超ちよう音おん波ぱに近く、僕は思わず耳を押おさえる。

「わたくしだってやりたいことがあるのです。今は降霊術がやりたいのです。まずは、降霊術です。降霊術をやるんです！」

　どうしよう…………遂ついにしげ子さんがおかしくなってしまった。

　前から変わった言動をしていたが、その先にはしげ子さんなりの考えがあったし、優しさもあった。だが今のしげ子さんは、ただ降霊術をおこないたいという目的だけで、燈さんを殴ってしまった。

「はい」そう言ってしげ子さんは、パンッと手を叩たたき、「準備をしましょう」と続ける。

　そして、まだ残っている酒の瓶びんの蓋ふたを開け、中身を床にぶちまけ始めた。

　僕は、一切の言葉を失う。おかしくなってしまったしげ子さんが怖こわかった。

　アルコールの匂においが部屋に充じゆう満まんし、むせかえりそうになる。

「次は大事にしているものを探しましょう」

　そう言って、タンスを開き、中に詰つめられたものを次々と引っ張り出した。

「はい、出てきました」

　しげ子さんの手が止まり、巣から雛ひなを取り出すみたいに、大事そうに何かを引っ張り出した。

　それは、物の価値が分からない僕が見てもはっきり分かるほどの高級な酒だった。

　ウィスキーだろうか？　真っ黒なボトルで涙なみだの形をしている。

　しげ子さんは蓋を開け、中の匂いを嗅かぎ、再び床にぶちまけようとした。

　咄とつ嗟さに、それを奪うばい取る。

　そこからは無意識だった。頭で考えてやったわけじゃない。

　僕は、しげ子さんを──抱きしめた。

[image: ]

　しげ子さんの口から「キュッ」と変に高い声が漏もれた。

「しげ子さん、こんなことやめようよ。本当にどうしちゃったんだよ」

「朝あさ生おさん──」しげ子さんは、たっぷりと間を置き、僕ぼくに言った。

「おさかってらっしゃるのですか？」

「えっ？」

　思いのほか乾かわいた声だった。その声で、乾かん燥そうし、唇くちびるを切ってしまいそうなほど乾いていた。

　急に恥はずかしくなり、しげ子さんを離はなす。

　しげ子さんの顔を見れば、冷静そのものだ。闇やみに囚とらわれたときの無機質な目ではない。

　……おかしくなったわけじゃない？　何か意図があるのか？

　しげ子さんは、僕の手を離れると、再び、タンスを漁あさりだした。

「ありましたよ、これですこれです」

　しげ子さんが次にタンスの中から引っ張り出してきたのは、一枚の小さな紙だった。

　その紙は、表ひよう彰しよう状じようのような厚さだったが、それにしては少し小さかった。僕の位置からは、何が書かれているか見えない。

「燈あかりさんが、大事にしているものです。これを焼くことで、降こう霊れい術じゆつがおこなえます」

　大事にしているもの？　もしかすると、翼つばさ君が学校で貰もらったものとかだろうか？　翼君が描かいた絵かもしれない。僕はそこでようやくしげ子さんが何をしようとしていたのか、理解した。

　しげ子さんはしげ子さんなりに、断ち切ろうとしていたのだ。

　僕ぼくの言葉だけでは、また気が変わるかもしれない。だから、何もかも捨てて、前を向かせようとしていたのだ。

　酒を捨て、翼つばさ君の思い出の品を焼いて。

　しげ子さんは、台所へ行き、ガスコンロの火をつけると、躊ちゆう躇ちよなくそれを焼いた。

「これには意味はありませんが、燈あかりさんには意味を持つでしょう」

「しげ子さん……」

　僕は、しげ子さんから奪うばい取った酒のボトルを見つめた。捨てるべきかと思ったが、それは燈さんがすればいいだろう。ボトルをこたつの上に置く。

　しげ子さんはあくまで降こう霊れい術じゆつのふりをしたかったのだろうか。儀ぎ式しきめいた動きで、そのボトルを撫なでまわした。

「では、行きましょう」

　もう一度気絶している燈さんを見る。「一いつ緒しよに運命を変えましょう」僕はそう心の中で呟つぶやいた。

　そして、僕たちは部屋を出た。

　しげ子さんは部屋を出る前に、これまた儀式のように例の言葉を言った。

「呪のろうなら自分を呪いなさいな」
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　翌日、日曜日だったので、朝からしげ子さんと病院を訪れた。

　そこには、意識を取り戻もどした円えん上じよう真ま智ちがいた。看護師さんの話では、峠とうげは越こしたらしい。

　僕たちは、円上真智の申し出により、集中治ち療りよう室しつへと入った。入る前に、しげ子さんが、「自分の大事なものが死んでしまう」と消毒を拒きよ否ひする一幕があったのだが、なんとか僕が説得し、集中治療室へと入った。ちなみに、しげ子さんは、日曜日でもやはり制服姿だ。

　円上真智は、ほぼ全身が包帯で覆おおわれていて、まだ痛々しい姿をしていた。彼女は、僕としげ子さんの名前を何度も確認したあと、包帯が巻かれた手を顔の前にかざし、こう呟いた。

「……わたし、結局死ねなかったんですね」

　僕としげ子さんは、それには何も返さず、じっと円上真智を見つめた。

　円上真智は、じっと天井を見つめ、さらに呟いた。

「わたし、翼に憧あこがれていたんです。小さい頃ころから勉強が出来て、わたしが持っていないものを持っていて。だから、翼みたいになりたいって──」

「だから、死に方まで真ま似ねたんですね」

　しげ子さんが、全まつたくもってふさわしくないあいの手を入れる。

「……これから、わたし、どうすればいいんでしょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。僕ぼくたちの知り合いに、とんでもない腕うでを持った医者がいるから」

　トビラ堂のノブオさんのことだ。あの人なら、円えん上じよう真ま智ちの火傷やけどのあとも、なんとかしてもらえるかもしれない。だが、しげ子さんが、「いえ」とそれを否定した。

「そのままのほうがよろしいかと。真智さん、あなたはその傷を背負ったまま生きるべきです。責任とはつまりそういうことです」

「しげ子さん、それはいくらなんでも──」

「……そうかもしれませんね」

　円上真智は、その言葉を投げやりにではなく、しっかりと受け止めるかのように言った。

「それでは、まずはこちらを」

　そう言って、しげ子さんはポケットから紙を取り出した。そこには、《自殺を考える会アンケート》と書かれていた。問いの欄らんに『Ｑ．１　熱かったですか？』と書かれているのを見て、僕はすかさずそれを取り上げた。そして代わりに、ずっと渡わたせなかったあれを円上真智に手渡した。姉から預かっていた少し焦こげたお守りだ。

「君が、どんな気持ちでこれを持っていたかは分からないけど、神様はきっと君の死を望んでいなかったということだよ」

　円上真智は、少し驚おどろいた顔でお守りを見つめたあと、静かに涙なみだを流し、大事そうにそれをギュッと握にぎった。

　看護師から、「そろそろ時間です」と声がかかる。親族でなければ、長い時間ここにいることは出来ないようだ。帰り際に円上真智が言った。

「すいません、もう一つ確認したいのですが、声は届いていましたか？」

「えぇ、しっかりと」

　しげ子さんがそう返す。

　僕は、喜びを嚙かみしめていた。あれを見たとき、嬉うれしさのあまり飛び上がりそうになった。

　お守りを持つ円上真智の手。

　その左手──そこには、その小指には、赤い糸がなかったのだ。

　僕たちは、運命を変えることに成功したのだ。
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　僕としげ子さんはそのまま、近くの公園へと移動した。

　実はこれから、箕みの輪わさんとここで待ち合わせをしている。しげ子さんに会えば、箕輪さんは元気を取り戻もどすかもしれない。そう思ったからだ。

　しげ子さんは、昔の知り合いに会うのが嫌いやなのか、「どうなっても知りませんよ」と乗り気ではなかったが、強引に連れてきた。ズズズと、僕が買ってあげたおしるこを不満そうにすする。

　箕輪さん──彼の左手には、赤い糸があった。それも特とく殊しゆな糸だ。

　箕みの輪わさんの左手の小指から伸のびた赤い糸は、一メートルほど伸びたあと、折り返し、再び箕輪さんへと向かい、箕輪さんの左手の手首に巻かれていた。

　それは、初めて見る糸の結ばれ方だった。

　それが何を意味しているのか？　手首に巻かれていたこと、全すべてに疲つかれた様子だった箕輪さん。すぐに一つのイメージが浮うかんだ。

　この糸は、自殺を意味しているのではないか。────自分で自分を殺すことを糸が示しているのではないか。

　僕ぼくは、その糸を見たからこそ、円えん上じよう真ま智ちが助かるのではないかと思ったのだ。

　円上真智があのまま死ぬのであれば、箕輪さんと同じような糸がなければいけないのだから。

　大だい丈じよう夫ぶ、円上真智の未来だって変えたんだ、箕輪さんの運命だって変えられるはずだ。

「ねぇ、ところで、一つ聞いてもいいかな？」

「なんなりと」

「病院の屋上でやった、降こう霊れい術じゆつなんだけど……あれ、本当に翼つばさ君の霊を呼び起こしたの？」

「コウトウドウミャクアッパクホウ」

「えっ？」

　頭の中で文字を組み立てる。後ろは、『動脈圧迫法』だろう。前はなんだ、『高等』か？　いや──。あのとき、しげ子さんは、僕の耳の後ろあたりを押おさえた。それだけじゃない、初めて燈あかりさんと話した後も、同じ場所を押さえた。コウトウは、『後頭』か。

　──後頭動脈圧迫法。

「後頭動脈圧迫法。催さい眠みん術じゆつの技法の一つです。耳の後ろの動脈を押さえ、頭に血を送りこませないようにして、思考を鈍にぶらせ、思いのままに操るわけです」

「僕に催眠術をかけてたの？」

「えぇ」それが何かと言わんばかりにしげ子さんは言う。

「どうして、そんなこと──」

　しげ子さんは、じっと僕の顔をしばらく見つめ、ポケットからあるものを取り出した。

　それは、ＩＣレコーダーだった。以前に悪あく魔まの声を収録したと言っていたＩＣレコーダー。

　しげ子さんは、何も言わずその再生ボタンを押す。

『……聞こえていますか？　あ、あ、あ……聞こえていますか、本当に』

　──この声、この話し方。

「何これ？」

　しげ子さんが、僕の口に人差し指を当てる。黙だまって聞いてください、と。




　──声は届いていましたか？




　先程、円えん上じよう真ま智ちは別れ際に、そう言っていた。

　それに呪のろいの黒電話にかけてきたときも、円上真智は確かこう言っていた。




『そちらに思いは全すべて伝えましたから』




　このＩＣレコーダーは、円上真智が届けたもの？

　どこに、届けたんだ？　…………そちら？

　頭の中で、滲にじんでいた言葉が、ピントが合うようにはっきりと浮うかび上がる。

　──《自殺を考える会》

　円上真智は、僕ぼくたちを《自殺を考える会》の人間だと思っていた。《自殺を考える会》の事務所へ送ったのか？　もう活動を停止して、誰だれもいない事務所へ。しげ子さんは、それを取りに行っていたのか？

『どうして、自殺しようと思ったのか？　死ぬ前に全部伝えておきたくて、ここに声を残すことにしました』

　まだ元気だった頃ころの声、そう思うと胸むねが痛んだ。

『……昨日、タンスの奥おくから一枚の紙を見つけました──』

　……紙？　あれか、翼つばさ君の表ひよう彰しよう状じよう。

『あれを見て、やっぱり、そうだったんだって。いや、あれだけだったら、そう思わなかったかもしれない。あれと一いつ緒しよに、瓶びんがあったから。青酸カリが入った瓶が』

　青酸カリ？　なんだ、なんの話をしているんだ。

『……本で調べたら、あの紙は、生命保険証券というそうです。円上翼と、円上真智と書かれていました。お母さんは、お母さんは──』

　声を詰つまらせ、レコーダーは、そこで一いつ旦たん沈ちん黙もくする。録音していたときの情景が頭に浮かび、胸が締しめつけられる。『青酸カリ』と『生命保険』その二つのキーワードが何を示すのか、さすがに僕でも分かった。

　しげ子さんは、録音の内容を何度も聞いていたのだろう。その間を利用し、僕に言う。

「五年。それがどういう意味か朝あさ生おさん、お分かりですか？」

　僕は何も答えられない。しげ子さんは、僕の答えを待たずに続ける。

「──五年待てば、自殺でも生命保険が下りるんです」

　頭の中で、間ま違ちがって積み上げられたブロックがボロボロと崩くずれていく。

　再び、独白が始まる。

『今思えば、お父さんが死んだのだって、お母さんに殺されたのかもしれない。普ふ通つうお風呂って、真四角でしょ。でもうちの風呂は、アメリカのお風呂みたいな形をしていた。ずっと変だと思ってた。でもあれなら酔よったお父さんの足を引けば、簡単に溺おぼれさせることが出来る。それだけじゃない。あれは全部、お母さんが計算して建てたんだと思う。変に複雑だったし。昔は、迷路みたいだって喜んでたけど。きっとあれは、何かがあったときに、逃にげれないようにしてたんだと思う。例えば火事とか──。

　きっといつかお母さんに殺される。そんなの嫌いやだ。だから、自分で死ぬことに決めました。自分で──火をつけて死にます。でも、一人では死にません。あの青酸カリを、お母さんが大事にしていたお酒に仕込んでおきます』

　脳裏をよぎる。──あの涙なみだの形をした黒いボトルのお酒。

　僕ぼくはどうした？　あれをどうした？

　体が震ふるえてくる。

　しげ子さんはあの紙を焼いて言った。「これには意味はありませんが、燈あかりさんには意味を持つでしょう」。紙を焼いても、保険がなくなるわけじゃないだろう。そういう意味ではあれには「意味がない」。だが、紙を焼かれたことで、燈さんはメッセージを受け取るはずだ。

　お前が何を考えているのか全すべて分かっているぞ、と。

　燈さんは、やけ酒を飲もうとし、あそこに唯ゆい一いつ残っていたあの酒を──。

　僕は、慌あわててあの家へ向かおうとする。

「いまさら、間に合いません」

　しげ子さんの声が頭に響ひびく。足が止まる。

　確かにそうだ──円えん上じよう真ま智ちと燈さんとの間に、もう糸はなかったのだから。

「……燈さんが、円上真智を殺したいと思っていたのは、楽にさせてあげたかったからじゃなくて、保険金を手に入れたかったからってこと？」

「えぇ。燈さんにとって、真智さんが自殺を図ったまではよかったんですが、それが未み遂すいに終わってしまった。それでは、保険金が下りるどころか、逆にお金がかかってしまいますから」

　──しげ子さんが言っていた。自殺未遂の治ち療りようには、保険が適用されないと。

「燈さんが、真智さんを殺そうとしていたのは、朝あさ生おさんにも、すぐにお分かりになられたでしょう。──なぜなら、燈さんは、わざとそう仄ほのめかしていたからです」

「……わざと？」

「ええ、すぐに真智さんを殺してしまっては、保険金殺人を疑われる。だから、わざと『自分は真智さんを殺したいんですよ』と仄めかしていたのです。そうすれば、朝生さんが止めてくれるからです。止められて、改心したように見せれば、そのあと真智さんが死んでも、朝生さんが弁護してくれるでしょう。『燈さんがそんなことするはずない』と。燈さんはそれを狙ねらっていたのです」

　──保険金殺人。

　以前、姉から聞いたことがある。その犯人は、最も残ざん虐ぎやくで計算高い、と。

「だから、わたくしは、朝生さんが燈さんを説得しないよう、催さい眠みん術じゆつをかけたのです。『燈さんを理解するように』と。そうしなければ、朝あさ生おさんは、燈あかりさんの思おも惑わくどおりに、殺さないでくださいと言っていたはずです」

「あの初めて燈さんと会ったときから？」

「えぇ」それで、ここ最近、夢を見ているような感覚があったのか。

「ですが、わたくしにとっても予想外なことが起こりました。朝生さんがお兄様を殺したいと思ってしまったことです。そして、そのことで自分自身を責めてしまった」

　……そうか、あの感情は──。

「……あれは、しげ子さんによって作られたものだったの？」

「いえ、朝生さんの心の中で眠ねむっていた感情です」

「僕ぼくの中で眠っていた感情？」

「えぇ、あの催さい眠みん術じゆつはとても初歩的なものです。朝生さん自身の心に存在しないものを植えつけることは出来ません。でも、朝生さんは、それを自分で断ち切った。自分で催眠術を破り、燈さんに、殺してはダメだと言った。結果的には、それが燈さんの思惑だったわけですが……」

　僕は言葉を失った。僕の窺うかがい知らないところで、燈さんとしげ子さんは、僕を操る戦いをしていたのだ。

「朝生さん、朝生さんはお兄様や燈さんの悪意を天災のように思われているかもしれませんが、あれはそんな無計画なものではありません。より効率的に、よりしたたかに、より破は壊かい出来るように、常に行動しているのです」

「……そんな」

「──ハリガネムシ。お兄様は、わたくしの口にあれを放り込んできました。あれは本来、カマキリに寄生する寄生虫です。カマキリのお腹なかの中で栄養を蓄たくわえ、ある時期が来るとカマキリを水場に誘ゆう導どうする。そしてカマキリの腹を裂さき、水場に戻もどるのです。わたくしは、ハリガネムシを口に放り込まれてから、水が怖こわくて近づけなくなりました。しかし、それがお兄様の狙ねらいだったのです。わたくしの家には使っていない井戸があります。わたくしとお兄様以外は、めったに誰だれも近寄りません。そこに、猫ねこを投げ捨てていたのです。朝生さん、わたくしがお兄様を殺さないのは、朝生さんと約束したからです。強い意志を持ってください。本当の悪意は、朝生さんが思っているよりも──」

　しげ子さんが言葉を途と切ぎれさせ、一点を見つめる。

　カランと音がした。

　しげ子さんがおしるこの缶を落としたのだ。

　振ふり返ると、箕みの輪わさんが立っている。

　そうだ、僕たちは箕輪さんと待ち合わせをしていたのだ。

　頭が混乱しているが、なんとか笑顔を取り繕つくろう。

「箕輪さん」

　箕みの輪わさんは、僕ぼくのほうを見ず、しげ子さんを見つめ、呟つぶやいた。

「お嬢じよう様さま」

　そして、そのまま目の光を失った。

　そこから、一連の動きはとてもスムーズだった。まるで毎朝行っている体操のようだった。

　箕輪さんは、服の内ポケットから、小刀を取り出し────自分の腹に突つき刺さした。

　顔も歪ゆがめず、ロボットのように。

　僕は何をしているのか分からず、ただただそれを呆ぼう然ぜんと見つめた。手品のようだった。

　箕輪さんは、そのまま腹を搔かっ捌さばいた。血が大きな筆を振り回したみたいに飛び散った。

　そこでようやく僕の思考が追いついた。これは現実に起こっていることだと頭が自覚した。

「箕輪さん！」

　僕は箕輪さんに駆かけ寄る。だが、しげ子さんがそれを制止する。

「朝あさ生おさん！　お気をつけください。持っている刃物で襲おそってくるかもしれません」

　だが、僕は構わず箕輪さんの元へ走った。

　箕輪さんは、小刀を落とし、開いた腹に自みずからの手を突っ込んだ。

　そして中から何かを取り出すと、僕の手の平にそれを置いた。ポンと。

　それは──鍵かぎだった。

　そして、僕に言った。

「しげ子は、危険な年ねん齢れいになる」

　箕輪さんの目に光が戻もどり、そしてそのまま、後ろへ倒たおれる。

　僕は、箕輪さんを支え、そのまま地面に寝ねかせ、もう一度強く呼びかけた。「箕輪さん！」

　箕輪さんは、血をボコボコと吹ふき出しながら、「あれ、どうしたんですか、わたしは」と何が起きたのか分からないといった様子で言う。

　──そして、そのまま動かなくなった。

　箕輪さんの左手に結ばれていた赤い糸がするりと解け、僕の目の前を通り過ぎ、風に揺ゆられるように宙を舞まい、やがて透とう明めいになり消えた。

　しげ子さんは箕輪さんを見つめたまま、じっと動かない。

　強い風が吹き、しげ子さんの髪かみがなびく。一いつ瞬しゆん見えたしげ子さんの顔は、楽らくを殺そうとしていたときの、あの無機質な顔だった。
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　翌日、燈あかりさんの死体が発見された。

　──焼けた死体が。

　あのアパートは全焼したそうだ。燈さんが、コンロの火をつけたまま眠ねむってしまい、火事になった。警察は、そう結論づけた。

　そして、箕みの輪わさんは、自殺として処理された。

　箕輪さんが、何を思いあんなことをしたのか、今もまだ分かっていない。

　箕輪さんの腹から出てきた鍵かぎは、僕ぼくが預かっている。

　あれからしげ子さんに特別な変化はないが、それが逆に不気味だった。

　あのとき、どこかでカチリと音がしたような気がした。スイッチの音だ。

　何かが始まろうとしていた。




「始まった？」

　一月の終わり、校門の前に円えん上じよう真ま智ちが立っていた。服を着ているが、見えている肌はだの部分には全すべて包帯が巻かれていた。

　その異様な姿に、登校する生徒たちは、二度見、三度見をして驚おどろいた。中には目が離はなせず、校門にぶつかったものまでいた。

　その円上真智が僕を見つけて声をかけてきた。「今日から始まったんです」と。

　皆みなが、やっぱり楠くす見みの友達か、という目で僕を見ている。ここを怪かい物ぶつ王国にするつもりか、と。

　円上真智と会ったのは、あの集中治ち療りよう室しつで話して以来だった。始まったとは、どういうことだろう？　いやそれよりも、彼女には聞いておきたいことがあった。

「……久しぶりだね。……あの、ＩＣレコーダー聞いたよ」

「そうですか」

　包帯を巻いていても、その顔に影かげが落ちたことが分かる。

「……翼つばさ君は、事故で死んだんじゃなかったんだね」

「あの日、翼はわざとわたしに友達の家に行くように言ったんです。翼は、本当に頭が良かったから、全部一人で背負いこもうとして──」

　包帯の隙すき間まから見える目に涙なみだが滲にじむ。

「翼が死んでから、お母さんは私に優しかったんです。最初は、翼が死んだことを後こう悔かいしているのかと思いました。でも、あの生命保険が掛かけられてからきっちり五年経たった日に、急に豹ひよう変へんしたんです。わたしにこう言いました。『翼が死んだのはお前のせいだ。お前が死ねばよかったんだ』って。お母さんは、翼の思いに全まつたく気づいていませんでした。きっと、自分で殺さなくてすんだくらいにしか思ってなかったのでしょう。その日のうちに決意しました。翼が出来なかったことを、わたしが代わりにやろうって」

「っていうことは──」

「はい。翼がしたのは、家に火を放っただけです。あのＩＣレコーダーは、学校の机つくえの中に入っていたんですけど、それと一いつ緒しよに封ふうがされたままの青酸カリが入った瓶びんも入っていました」

「……そっか」

　しげ子さんは、降こう霊れい術じゆつと称しようし、しきりに翼君の声を燈あかりさんに聞かせようとした。

　本当の目的は、あのＩＣレコーダーに録音された翼つばさ君の声を聞かせたかったのかもしれない。

　でも燈あかりさんは、それを拒こばんだ。燈さんは、円えん上じよう真ま智ちを殺すことで頭がいっぱいだったのだ。

　翼君の話し方は、円上真智にそっくりだった。円上真智は、集中治ち療りよう室しつで、翼君みたいになりたいと言っていたけど、そうすることで、燈さんに無言のメッセージを送っていたのかもしれない。だが、そのメッセージも燈さんには届かなかった。

「燈さんは、君が殺したんじゃないよ。毒はきっと飲んでいない。本当に事故で死んだんだ」

　二人は、赤い糸で結ばれていた。だから、僕ぼくが言っていることは間ま違ちがいかもしれない。──でも、そう言わずにはいられなかった。

　円上真智は、それについては何も返さなかった。

　沈ちん黙もくがこの会話の終わりを静かに告げていた。僕は、精せい一いつ杯ぱい明るい声を出し、話題を変える。

「……えっと、で、今日はなんの用なの？　さっき、『始まったんです』って言ってたけど」

　円上真智もトーンを変えて僕に答えてくれる。

「──あぁ、そうでした。トビラ堂です。トビラ堂の宅配サービスです」

　──トビラ堂の宅配サービス？

　僕のその顔を見て、「あぁ、すいません。もう一度言いますね」と円上真智が復唱しそうになるので、僕はそれを制止する。

「なんで、君が、それを僕に伝えるの？」

「水みず木きさんから、トビラ堂を紹しよう介かいしてもらって、バイトすることになったんです」

「──あぁ……そう」

　あの不気味なノブオさんに新たな仲間が出来ました、ジャーン、円えん上じよう真ま智ちちゃんです、看板娘むすめです。とても、しっくりくる光景だった。

「それで、こちらを」
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　円上真智は、僕ぼくに何かを握にぎらせた。

　それは、円上真智が持っていた少し焼けたお守りだった。

「こちらは新商品で、『焼身自殺を図った女が持っていたお守り』です。お代は、水木さんからいただいています。では、復唱しますね」

「……い、いや、大だい丈じよう夫ぶ」

「あぁ、そうですか、では他にも配達があるので」そう言って円上真智は、乗ってきた高そうなロードバイクのチェーンを入念に確認し、またがり、去っていった。

　と、思ったが、折り返して、こちらへ戻もどってくる。

　まだ、何かを心配しているのだろうか？

　円上真智は、自転車を止め、「そうだ言い忘れてました」と、僕に言う。

「楠くす見みさん、ありがとうございました。わたしはもう──心配いりません」








ラブレッド手記　２













　私が、さいしょに、はかせからもらったぶきは、小さな刀みたいなぶきでした。

　はかせはそれを、「メス」と言っていました。

　私は、それをかい人の人形につきさす「くんれん」をしました。

　小さかったので、私は、すぐになれました。

　なれると、はかせが、少しずつ大きな刀にかえてくれました。

　今、私が使っているのは、私の身長の半分くらいの大きさの刀です。

　とても重いけど、体を回すように使えば、よく切れます。

　はかせが、その刀に、「解体刀」という名前をつけてくれました。漢字も教えてもらいました。

　それと、ナイフという小さな刀を投げる「くんれん」もしました。

　一度にたくさんのかい人をころすためです。

「くんれん」のときは、いつもスーツを着ます。赤いスーツで、ラブレッドのスーツです。

　スーツは、とても重いです。

　かい人のこうげきから身を守るために重くなっているとはかせが言っていました。




「くんれん」が終わると、テレビを見ます。

　ラブソルジャーのビデオです。

　はかせは、その人たちを、「初代」と言っていました。

　私が「二代目」で、その人たちが、「初代」です。

「初代」の人たちは、五人いました。私は一人だけなので、うらやましいです。

　私は、そのビデオを見るのが大好きです。ラブソルジャーがとてもかっこいいからです。

　私は、「初代」の人たちみたいになりたいです。

　はかせも、「このラブソルジャーみたいにたくさんかい人をころせるようになりなさい」と言っていました。




　そうだ。今日は、はかせがやってくる日です。

　とても楽しみです。
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　ゴロゴロゴロ、ゴロゴロゴロ。

　雷かみなりの音でもなければ、お腹なかの調子が悪いわけでもない。

　しげ子さんと大きな卵を転がしているのだ。一メートルほどある、白くて大きな卵を。




　遡さかのぼること三時間前。まだ街そのものが眠ねむりについているような静せい寂じやくが包む夜明け前、しげ子さんが突とつ然ぜん僕ぼくの家にやってきた。何を諦あきらめても許してもらえそうな寒さの中、純白の半はん袖そでワンピース姿で。

　しげ子さんは、若じやつ干かん興こう奮ふんした様子で僕にこう言った。

「発見しました」まるで、コロンブスのように。

「何を？」

「卵ですよ」

「卵？　まさか、コロンブスの卵？」

「何をおっしゃっているのですか、朝あさ生おさん。あれは、コロンブスのものでも、ましてや誰だれのものでもありません。更さらに言うならば、何によって産み落とされたのかさえも分かりません」

「えっと、僕には何がなんだか──」

「先程河原を歩いていたら、見つけたのです。とても大きな卵を」

「えっ？　どうしてこんな朝早くに河原なんて歩いていたの？」

「昨日雨が降ったので、死体などが流れてこないかと思いまして」

「はっ？」

「とにかくご準備を」

　ちんぷんかんぷんだったが、言われるがまま河原に行ってみると、そこには本当に大きな卵が置いてあった。




　と、いうわけで、僕としげ子さんは、早朝から、大きな卵を転がしているのだ。思い返してみたらこの状じよう況きように説明がつくかと思ったが、結局僕にもどうして卵を押おしているのかいまいち分からないし、この卵が一体なんなのかもよく分からない。

　それにしても巨きよ大だいな卵だ。形だけ見れば、鶏にわとりの卵と変わりはないが、あまりにも大きすぎる。

　翼つばさの生えたトカゲのような化け物が、メキメキと音を立てながら殻からを破り、生まれてくる姿を想像してしまう。火を吐はき、街を焼き尽つくす姿を。まさかとは思うが、ありえなくはないと思わせるほどの大きさだ。

　ゴロゴロゴロと転がし、土手に差し掛かかる。

「朝生さん、もっと腰こしを入れてください」

「いや、分かっているんだけど、これ、とっても重いよ」

　中はぎっしり詰つまっていてただでさえ重いのに、坂道のため一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬくと、僕ぼくもろとも転げ落ちそうだ。坂道を慎しん重ちように転がしながら上る。腕うでがパンパンになり、腰こしがきしむ。

　防寒対策でたくさん着込んできたが、それを全すべて脱ぬぎ去りたくなるほど体が熱くなり、額ひたいからは汗が滲にじむ。隣となりのしげ子さんを見ると、顔色一つ変えずに卵を押おしているので、もしかしてまるで力を入れていないのではないかと、疑いたくなる。

　なんで僕はこんなことをしているんだ？　と思わずにはいられない。まるで、何かの昔話だ。

　だが、この先に教訓が待っているわけではない。僕は朝早くから、ただ卵を押しているだけなのだ。

　慎重に慎重を重ね、ようやく土手を上りきる。ふーっと大きく息を吐はき、特別汚よごれていない手を、パンパンと汚れを払はらうように叩たたく。今日一日の体力を全て使いきった気分だ。

「それにしても、大きな卵だね」

　と、卵に手をつき寄りかかる。上りきった安あん堵どから思わず手をついてしまったのだ。

　あっ、しまった、そう思ったときにはもう遅おそかった。暖簾のれんに腕うで押しならぬ、卵に腕押しで、一切手ごたえのないまま、僕は前へつんのめり、卵は一度ゴロンと転がると、向こう側の下り坂を一気に転げ落ちた。

　目の前から卵が消えた。
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　坂の下から、ゴロゴロゴロと勢いよく卵が転がる音が聞こえ、「なんだこりゃ！」と叫さけぶ声が聞こえ、ドンッとぶつかる音が聞こえ、「うがっ」と悲鳴が聞こえた。

　隣のしげ子さんが、「あら」と間の抜けた声を出す。僕は、慌あわてて下り坂へと向かう。坂を下りた先は、川に沿ったジョギング用のコースがあり、そこで卵の下した敷じきになった男性がいる。頭にニット帽を被かぶり、上下ともにジャージを着ているから、ジョギング中だったのだろう。

「すいません！」坂道をズズズと降りながら、駆かけ寄る。「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「大丈夫なわけねぇだろ。早くこれをどけろ、バッキャロー！」

「すいません！」ともう一度謝りながら、「バッキャロー！」という言葉が妙みように引っ掛かかり、なぜか、アメリカの荒こう野やにあるトラック運転手御ご用よう達たしのハンバーガーショップを連想してしまう。

　いやいや、そんなことを考えている場合ではない。僕は慌てて卵を転がし、男性を救助する。

「本当に、すいませんでした！」

　起きあがった男性は、僕と身長は変わらないが、ジャージを着ていても分かるほどの筋肉質で、ギリシャ神話に出てくる神様を思わせた。大きな口に、太い眉まゆ毛げ、目つきも鋭するどく、顔の全パーツがそれぞれ主張している。年ねん齢れいを判断しにくい顔立ちだが、それほど僕と離はなれていないのではないだろうか。

　男性は、僕ぼくの目の前で突とつ然ぜん、シャドーボクシングを始める。今からお前をボコボコにしてやるからな、というメッセージかと思い、僕は土下座の準備を始めるが、よく見てみると男性のその動きはマシンの性能を確かめる整備士に近く、殺意のようなものはまるでない。

「よし、大だい丈じよう夫ぶだ。どこも怪け我がしてねぇみたいだな。許してやるよ」

　男性の声はとてもよく通り、口調は乱暴なものの、どこか温かみのあるものだった。

「あら、あなたは伝でん説せつさん」

　坂道を降りてきたしげ子さんが言う。

「伝説さん？」

　何かで伝説を残した人なのだろうか？　その佇たたずまいからして、伝説を残してそうではあるが。

「朝あさ生おさん、ご存じないんですか？　今話題の『生きた伝説』さんですよ」

「イクタだ、イクタ伝説だよ」

　二人の会話がまるで理解出来ない。男性はどこかの地方出身なのだろうか？　『生きた』を訛なまって『イクタ』と言っているのだろうか。

「ほら、一週間後に世界タイトルマッチを控ひかえたボクサー、イクタ伝説さんですよ」

「えっ、そうなの？　世界タイトルマッチ？　メチャクチャ凄すごい人じゃないですか」と僕は素直に驚おどろき、知らないことを申し訳なく思い、男性に「すいません、僕テレビ見ないもんで」と頭を下げる。

　テレビは意図的に見ないようにしていた。糸が映うつるからだ。それは去年の夏に学んだことだ。

　糸が見えたからって、僕とは違ちがう世界で起きていることだ、関係ない、と割り切ることは僕の性格上不可能だ。見てしまったが最後、僕に何か出来ることはないのか、とどうしても首を突つっ込んでしまうのが僕の性格なのだ。以前、うっかり見てしまったがために、事件を解決しようとしげ子さんに同行し、結果、連続殺人犯を拉ら致ちし、無免許運転までしてしまった。糸で結ばれた運命を変える方法を早く探さなければいけないが、毎回あんな騒そう動どうに巻き込まれていては命がいくつあっても足りない。

「よろしくな、イクタ伝説だ」

　人の名前だったのか、『生田伝説』と書くのだろうか？

「……伝説、凄い名前ですね。似合っていますけど」

「まさに、生きた伝説です」しげ子さんが言う。

「イクタだっつってんだろ。まぁ、細けぇことは気にしねぇけどよ」

　そう言って伝説さんは、ガハハハと豪ごう快かいに笑い、しげ子さんがヒョッヒョッヒョッと奇き妙みように笑う。

　──伝説さん。なんというか、気持ちのいい人だ。

　それにしてもしげ子さん、ボクシングに明るいとは思わなかった。

「生田さんは、名前だけではなく、髪かみ形がたも個性的なんですよ」

　──しげ子さん、君も名前、髪かみ形がた、ともに十分個性的だけどね。

「言うほどでもねぇけどな。っていうか、そんな言われ方されちまったら、こっぱずかしくて見せれねぇじゃねぇか。いや、それじゃあ男らしくねぇか。じゃあ、見せてやるよ、ほら」

　そう言って伝でん説せつさんは、肯こう定ていと否定を何度も繰くり返し、ニット帽を脱ぬいだ。

　僕ぼくは、その髪形を見て、おぉ、と感かん嘆たんの声を上げる。

　世界地図が描えがかれている。頭を地ち球きゆう儀ぎに見立て、髪が大陸になっている。海の部分は剃そり上げ青くすることで表現されていた。

「……世界地図ですか？」

「あぁ、俺おれは常に世界を目指しているからな」

　世界の目指し方を間ま違ちがっているのではないかと思うが、口にはしない。

「よし、何かの縁えんだ。お前たちにこれをやろう」

　そう言って伝説さんは、ジャージのポケットからチケットを取り出し、僕としげ子さんに二枚ずつ渡わたす。チケットには、『スーパー・フェザー級世界タイトルマッチ　チャンピオン稲いな本もと一かず馬ま　ＶＳ　チャレンジャー生いく田た伝説』と書かれてある。

「えっ、いいんですか？」

「あぁ、そのかわり、絶対見に来いよ。そんでもって俺を応おう援えんしろ」

「必ず」しげ子さんが、チケットを握にぎりしめながら、上目でじっと見つめ、そう言う。

「じゃあな、俺、ジョギング中だからよ」

　そう言って伝説さんは、僕に拳こぶしを突つき出した。

　僕は思わず息を飲む。鉱こう物ぶつの塊かたまりのようにゴツゴツとしていて堅かたそうな拳──。

　……これで……これは、そういうことだろうか？

　僕は、その考えを振ふり払はらうように首を振る。試合を控ひかえたボクサーにこんな顔を見せちゃいけない。恐おそる恐る、これで合っているんですよね、と拳を合わせる。

　伝説さんは、ニカリと笑い、その強こわ面もてには似つかわしくない八重歯を見せ、そのまま走り去っていった。力強くダイナミックな走りで。頼たのもしい背中はすぐに見えなくなる。

「……それにしてもしげ子さん、ボクシングとかに興味あるんだね」

「興味があるのは、伝説さんですよ」

　そう言ってしげ子さんは、新月を控ひかえた月のような形の笑みを浮うかべ、体を静かに震ふるわせる。

　あー、やっぱり、と僕は心で呟つぶやく。目の前に架か空くうの看板が出てくる。『この先　悲劇に注意』と書かれてある。背中に痒かゆみが走る。痣あざがうずいているのだ。──死神の鎌かまの形をした痣が。

　あの先にいるのは対戦相手なのだろうか……。

　僕は、岩のような伝説さんの拳に──赤い糸が結びつけられていたことを思い出す。

「次のシアイはコロシアイ」

　しげ子さんがまるで呪じゆ文もんのようにそう言った。





３






　早起きは三文の徳とく、この言葉を考えた人に、「本当ですね」とお礼を言いたい。

　早朝からわけの分からない卵を運ばされ、赤い糸を持つ人物に遭そう遇ぐうし、雨雲を飲み込んだみたいに、まさしく心が晴れなかったが、昼休みに食堂でうどんをすすっていると、虹にじ子こちゃんがやってきた。虹子ちゃんはいつもお弁当なので、食堂にやってくるということは、僕ぼくにわざわざ会いに来てくれたということだ。

　なんだろう。心が躍おどる。

「ねぇ、朝あさ生お君。アレルギーってさ、なんか偉えらそうな言葉だよね。ヒエラルキーとか、デマゴギーとか、ドストエフスキーみたいじゃない？」

　最後のは人の名だけれど、虹子ちゃんが言うのならそうだろう。僕ものってみる。

「確かにそうかもね。大たい正しようデモクラシーとかね」

　虹子ちゃんはプッと吹ふき出す。

「何言ってるの朝生君。大正デモクラシーとアレルギーは全然違ちがうじゃないか」

「あっ、そうだね、ごめん」

　そうか違うのか。ドストエフスキーはＯＫだけれど、大正デモクラシーはＮＯ、と。心にある虹子ちゃんメモに書き加える。

「えっと、それで、アレルギーがどうかした？」

「あっ、そうだそうだ。朝生君ってさ、アレルギーとかある？　あと嫌きらいな食べ物とか」

「えっ、ないけど……どうして？」

　ふふーん、と虹子ちゃんが含ふくみのある笑みを浮うかべる。

「ほら、もうすぐあれだからだよ。十四日」

　──二月十四日。食堂に貼はってあるカレンダーに目を向ける。『14』の欄らんには、休日でもないのに赤い文字で『バレンタインデー』と書かれてあり、誰だれかがふざけて書いたのか分かりやすく花マルまでされている。

　初めてかもしれない。……『姉』以外に貰もらうのなんて。

　虹子ちゃんはウフフと笑っている。

　ありえる！　これは、ありえるのかもしれない。その先の────告白。

「どうしたの朝生君、矢や吹ぶき選手みたいに、燃え尽つきちゃってるよ」

　あー虹子ちゃん、ジョーにまで敬意を払はらい『矢吹選手』と呼んじゃう虹子ちゃん。

「朝生君は、いつだって大げさなリアクションだな。他にだってチョコレートをくれる子はいるでしょ。ほら、あの元気っ子とか」

「元気っ子？」もしかして──、「天あま城ぎさんのこと？」

「そう」

「あの子は、忙いそがしいみたいだから。わざわざ、そんなの渡わたしに来ないでしょ」

　天あま城ぎ苗なえは、二月に入ってからは、この学校に一度も姿を現していない。さすがにまずいと思って受験勉強を始めた──わけではなく──映画のオーディションを受けるためだ。最近この町で撮さつ影えいがおこなわれているとても長いタイトルのゾンビ映画。『ある形けい而じ上じようの家族に起きた──』なんちゃらだ。その映画で急きゆう遽きよゾンビ役の募集があったらしい。「わたしは、本格派なんで、役作りには時間がかかるんすよ」と、エキストラにもかかわらず、やる気を見せていた。

　あの調子だと、きっと、バレンタインデーのことなんか忘れているだろう。いや、もしわざわざ渡しに来たとしてもそれは義理だ。虹にじ子こちゃんとは……って、虹子ちゃんの本命チョコと決まったわけではない。慌あわてるな自分。

「それにしげ子さんだっているじゃない」

　そう言って虹子ちゃんは、目を細めて僕ぼくを見る。僕は、慌あわてて首を振ふる。

「しげ子さんは、きっとバレンタインデーのことなんか興味がないよ」

　そう言いながらも、しげ子さんがチョコを持ってくる姿を想像する。ドロドロになったチョコを手に持って、「さぁ、お食べなさいな」と言ってくるしげ子さんを。

　今度は、想像を振り払はらう目的で首を振る。

「あっ、そうだ」ふと、今日の朝の出来事が頭をよぎる。「虹子ちゃん……ボクシングとかって興味ある？」

　思い出したのは、伝でん説せつさんから貰もらったチケットのことだ。伝説さんのことについては色々と引っ掛かかるが、次の試合で死ぬと決まったわけではないし、こんなチャンスそうそうあるもんじゃない。

　虹子ちゃんは、いきなりボクシングと言われ、虚きよをつかれたように目を丸くさせている。

「あっ、ごめん。いきなりボクシングとか、驚おどろいちゃった？　興味ないよね」

　虹子ちゃんは、ううん、と小さく首を振る。

「驚いたのはそういうことじゃないよ。ありすぎるから驚いたの」

「ありすぎる？」

「そう、興味ありすぎるの。ありありのカシアス・クレイだよ」

「えっ、そうなの？」

　ありありのカシアス・クレイの意味は全まつたく分からないが、僕はとりあえず相あい槌づちを打つ。

　虹子ちゃんは、シュッシュッと目の前でパンチを放つ。

　いつになく虹子ちゃんは興こう奮ふんしている。いける、これはいけるかもしれない。

「実はさ、朝、今度世界戦に挑いどむ生いく田た伝説さんって人と出会って、チケット貰ったんだよ」

　虹子ちゃんの顔から急に笑みが消える。

「ごめん、朝あさ生お君。そういうことなら、それは受け取れないよ」

「えっ、だって──」

「あっ、朝あさ生お君ちょっとごめん」

　虹にじ子こちゃんはそう言って急に立ち上がり、入口へ向かう。

　入口には、食券販はん売ばい機きがあり、食券を買おうとしている男子生徒がいる。金きん髪ぱつでピアスをした、いかにもな不良少年だ。虹子ちゃんは、その不良少年に笑顔で話しかける。不良少年は、うざったそうに手を動かし虹子ちゃんを追い払はらおうとする。だが、それが照れ隠かくしのようにも見える。

　目の前が色を失い、昔の白黒映画みたいになる。

　────彼氏？

　それだけでもショックなのに、虹子ちゃんがあんな不良少年を彼氏に選んだことが更さらに僕ぼくに衝しよう撃げきを与える。ワン・ツーと虹子ちゃんのパンチが僕の顔を打ち抜ぬく。

「これはこれは、朝生さん」

　体の内側から、ナメクジに這はいずりまわられたような不快な声が聞こえる。こんなときに最も聞きたくない声だ。いつの間にか隣となりにしげ子さんが座っている。

「どうされましたか？」

　もう、おかしくて仕方がないといった顔でこちらを覗のぞき込んでくる。

　早起きは三文の徳とく、この言葉を考えた人に言いたい。「噓うそばっかり」
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　リモコンのスイッチに恐おそる恐る手を伸のばす。大統領がミサイルの発射ボタンを押おすみたいに緊きん張ちようしながら。

　夜の六時三十分。今ならきっと大だい丈じよう夫ぶだろう。

　しげ子さんが伝でん説せつさんに興味を抱いたということは、次の試合には必ず何かあるということだ。会ったのは五分にも満たないが、僕は伝説さんに好感を抱いていた。もう知り合った人が死ぬのは嫌いやだ。どこからか楽らくの声が聞こえる。「すいませんがいい加減諦あきらめてください。糸の呪のろいは絶対です。あなたが何をしても意味はありません。円えん上じよう真ま智ちの母親だって死んだし、箕みの輪わさんだって死んだでしょう」と。

「ふざけるな！」と自分自身が作り上げた声だと分かっていても、思わず叫さけんでしまう。

　何が呪いだ、と。もう、絶対に誰だれも死んでほしくない。

　テレビのスイッチを入れる。テレビではニュース番組が流れている。てっきり、スポーツニュースの時間かと思ったが、事件を報道していた。

　僕は思わず頭を下げ、耳を澄すます。糸を見ないように。糸の意図に惑まどわされないように。

　どうやら、幼よう稚ち園えんの庭に巨きよ大だいな穴が開いたらしい。今日の朝、一番に来た幼稚園の先生が発見したそうだ。昨日までは開いていなかったらしい。どれほどの穴か見てみたい衝動にかられるが、おかしなことに巻き込まれる可能性があるのでグッと堪こらえる。それにしても、こういう不可解なニュースを聞くと、全すべてしげ子さんが関わっているのではないかと思ってしまう。

　ようやく事件のニュースが終わり、女性アナウンサーの声が弾はずむ。「続いてスポーツ」

　僕ぼくは顔を上げ、画面を見る。トップニュースとして、伝でん説せつさんの特集が始まる。

「きた」

　テレビ画面に集中する。

　生いく田た伝説、年ねん齢れいは二は十た歳ち、階級はスーパー・フェザー級、九戦目による世界王座挑ちよう戦せん。

　──二十歳だったのか、僕と四つしか変わらないんだな。

　ボクシングのことは詳くわしくないけど、九戦目で世界王座に挑戦するのは、かなり早いほうではないのだろうか。伝説さんの紹しよう介かいが終わり、現チャンピオンに変わる。

　稲いな本もと一かず馬ま、三十八歳さい、王座から転落と返り咲ざきを繰くり返し、現在は、五度防衛している。

　奥行きがある瞳に、余計なことを言わなさそうな口は、老ろう獪かいでテクニックの優すぐれたボクサーを思わせる。ふてぶてしい顔をしていれば、そのまま伝説さんに感情移入出来たのだが、稲本さんは紳しん士し的な佇たたずまいで、並んでみると伝説さんのほうがヒールに見えた。

　稲本さんは、昔は髪を赤くしていたため、名前をもじり、『赤い稲いな妻ずま』と呼ばれていたそうだ。

　少し前におこなわれた記者会見の映像に切り替かわる。

　二人がファイティングポーズを取り、睨にらみ合う。

　鼓こ動どうが高まる。──やはり、間ま違ちがいないようだ。

　二人は、糸で結ばれている。

　伝説さんと稲本さん──向かい合い、突つきだされた二つの拳こぶしを赤い糸が繫つないでいる。

　この試合で、どちらかが死ぬのだろうか？

　……あれ、……そういえば──。

　当たり前のように見ていたが、一つの疑問が浮うかぶ。




　────昔の映像でも、糸が映うつるのか？




　そうか、どうして今まで考えなかったのだろう。

　今見ているのは、過去に撮とられた映像だ。ライブの映像ではない。過去の映像でも糸が映るのだとしたら、それはいつの状じよう況きようを表しているのだろう。その当時の糸の状況だろうか、それとも現在の状況だろうか。

　例えば、ＡがＢを殺したとする。

　その後、ＡとＢの過去の映像を見たときに、ＡとＢの間に赤い糸は見えるのだろうか？　それとも現在は糸がないから、その映像を見ても糸が見えないのだろうか。

　そして更さらなる疑問が湧わく。そういえば、写真はどうなんだ。写真に糸は写るのか？

　僕は携けい帯たい電話を取り出し、自分の左手にレンズを向け、試しに一枚撮とってみる。

　糸は──。「……見える」

　写真でも見えるのか？　それとも、携帯電話の写真は、デジタル映像の延長線上にあるもので、フィルムで撮られた写真には写らないのか？

　テレビから、「二人には戦わなくてはならない因いん縁ねんがある」とナレーションの声が聞こえ、画面に目を戻もどす。様々な疑問が浮うかぶが今は、保留だ。画面いっぱいにテロップが映うつし出される。




『稲いな本もと一かず馬まは、生いく田た伝でん説せつの父を、殺した』




　唾つばを飲み込もうとするがうまく飲み込めず、喉のどが鳴る。

　稲本さんは、今から二十年前、日本タイトルをかけ、伝説さんの父、生田吉よし夫おさんと戦うことになった。伝説さんのお父さんもボクサーだったのだ。二人は当時、共に十八歳さい、天才と呼ばれ、永遠のライバルと呼ばれ、その試合はボクシング界注目の一戦だった。吉夫さんは結けつ婚こんしていて、奥おくさんのお腹なかの中には伝説さんがいた。

　ナレーションが、これから起きる悲劇を暗示する。

『この試合で生田吉夫は死んだ。その五年後、伝説さんを産んだ吉夫さんの妻も病気で亡くなり、伝説さんは五歳にして天てん涯がい孤こ独どくの身となった』

　ナレーションの声は重々しいものだったが、言葉に重みのようなものは感じない。ただ盛り上げるために発せられているようだった。

　これだ。これこそが、しげ子さんが興味を抱いた理由だ。

　若き日の稲本さんが映る。確かに赤い髪かみをしている。首には、犬の形をした大きな鎖くさりのネックレスまでしている。若き日の稲本さんは、今のような落ち着きはなく、不良がそのままボクサーになったようだった。

　試合の映像が流れる。

　試合は一進一退だった。さすが、二人の天才だ。だが、徐じよ々じよに稲本さんが、主導権を握にぎり始める。それはスタミナの差だった。吉夫さんは、なんだか序じよ盤ばんからムキになっているように見えた。思いきり拳こぶしを振ふり、動きがラフだった。それがスタイルなのかもしれないが。

　そして、９Ｒ。疲つかれが見えた吉夫さんの顎あごを、稲本さんの右フックが打ち抜ぬいた。吉夫さんは、マウスピースを飛ばし、マットに倒たおれた。勢いよく倒れたため、頭が一度跳はねる。

　ゴングが鳴り、リングに色々な人がなだれ込む。稲本さんも吉夫さんもグローブを外され、バンデージを切られる。

　稲本さんの手が映る。先程の疑問が頭をよぎった。過去の映像に糸はどう映るのか？

　もし過去の状じよう況きようを映し出すのなら、糸は二本あるはずだ。

「……一本？」

　稲いな本もとさんの左手には、糸が一本しか結びつけられていない。伸のびる方向から見ても、吉よし夫おさんではないようだ。おそらくその先で結ばれているのは、お腹なかの中にいる伝でん説せつさんだろう。

　少し予想と違ちがっていた。てっきり、当時の糸の状じよう況きようが映うつるものだと思っていたが、過去の映像でも、現在の糸の状況を映し出すらしい。いや、もしかしたら、ボクシングの試合で起こる事故死では、糸が見えないのだろうか？　それに、映像に映るには何か条件があるのかもしれない。

「あれ？」

　僕ぼくの目があるものを捉とらえる。

「……これは、どういうことだ？」
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　次の日の朝。僕は、いつもより一時間早く起きた。伝説さんに会いに行くためだ。

　ジャージのチャックを首元まで上げ、手て袋ぶくろをつけると、格好だけ一人前になり、窓まどガラスに映る自分を見て、思わずファイティングポーズを取ってしまう。

　さぁ行くかと、部屋を出ると、ちょうど玄げん関かんの扉とびらが開く。姉が帰ってきたのだ。髪かみが少し乱れていて、疲つかれているように見える。

「どうしたのこんな朝早くに？」

「うん、ちょっとジョギングに」

「そう」

「姉ちゃんは？　事件？」

「違ちがうよ。あの人のこと調べていたの」

　姉は僕に隠かくそうとせずに、強い口調でそう言うと、真まっ直すぐに視線を向けてくる。

　箕みの輪わさんの事件以降、姉は変わってしまった。

　楽らくのことを見み舞まいに訪れた老人が、怪かい死しを遂とげたのだ。姉が不ふ審しんを抱くには十分すぎる出来事だった。僕は必死でごまかし、今までついていた噓うそを貫つらぬき通した。だが、姉は僕の言ったことを一言一句全すべて信じてはいないようだった。もしかすると、姉は少し前から楽を怪あやしんでいたのかもしれない。だが疑うという行こう為いそのものが裏切りになるのではないかと、必死に信じ込もうとしていたのではないだろうか。

　だが、箕輪さんの一件で、ついに目を背そむけるわけにはいかなくなったのだろう。

　姉はここ最近、楽に関する情報を積極的に調べ出している。これまでは恋こい人びととして調べていたことを、一人の刑事として調べ直している。

　僕は、姉の視線をかわすように玄関に向かい靴くつを履はきながら、言う。

「あんまり無理しないほうがいいよ」

　それは、文字通り体をいたわる意味でもあるし、これ以上調べてほしくないという意味でもあった。

　姉は、「そういうわけにはいかないのよ」と言いながら、自みずからの部屋の扉とびらを開けた。そして、部屋へ入る直前に、こうつけ加えた。

「もう何日もないんだから」

　──妊にん娠しんしてから、もうすぐ六カ月になる。

　もし、お腹なかの子を、堕おろすなら……。もう何日もないとは、そういう意味なのだろう。

　僕ぼくは、逃にげだすように部屋を出て、ポケットから鍵かぎを取り出す。

　家の鍵ではない。あの箕みの輪わさんの腹から出てきた鍵だ。

　それは、ごく普ふ通つうの鍵だった。オーソドックスな、両側にギザギザの歯があり中央が窪くぼんだ、これぞ鍵だ。僕はこれを箕輪さんの手から渡わたされてから、肌はだ身み離はなさず持っている。

　こんなもの一秒たりとも見たくなかったし、出来れば海に向かってぶん投げて、忘れてしまいたかったが、僕の窺うかがい知らぬ場所にこれを置いておくわけにはいかなかった。

　この鍵が何を開くものなのか、もしくはこの鍵自体が意味を持つのか、まだ何も分かってはいない。だが、これには間ま違ちがいなく、楽らくの意思が絡からんでいる。

　ここから何かが始まるのだ。

　だからこそ、僕が厳重に管理しなければいけない。何も漏もらしてはいけない、何も撤まき散らしてはいけない。僕は、鍵をもう一度ポケットにしまい、河原へと向かった。
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　これは、いいかもしれない。

　走ることに集中していると、様々な問題をひとまず忘れられる。体の中に滞たい留りゆうした闇やみがスピードについていけず体から引き剝はがされていくような、軽くなっていくような感覚がある。

「なんだ、ひょろひょろ野や郎ろうかと思ったが、なかなかやるじゃねーか」

　隣となりで走る伝でん説せつさんが言う。河原で待ち構え、一いつ緒しよに並へい走そうさせてもらったのだ。

　呼吸に気を配っているため、伝説さんに言葉を返す余よ裕ゆうはない。軽く頷うなずくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「それにしても、ひょろひょろ、あれは一体何者だ？」

　伝説さんは親指で後ろを指す。

　僕と伝説さんの背後で、半はん袖そでの純白ワンピースを着たしげ子さんが走っている。

　別に待ち合わせをしたわけでもないのに、しげ子さんもジョギングにやってきた。すれ違ちがう人々が、僕たちの背後を見て一様に驚おどろいた顔をする。僕と伝説さんが得体の知れない何かに追いかけられていると思っているのかもしれない。しかし、よくあんな格好で走れるな。靴くつだって真っ白のローファーだ。いやあれは本当に走っていると言えるのか。定規で線を引くときのペンの動きに似ている。

　しげ子さんは先程から、僕ぼくたちの真後ろにピッタリとつけ、中世ヨーロッパの拷ごう問もん器具について熱弁をふるっている。ゆで卵を切るように人を切る道具のことについて熱く語っている。

　伝でん説せつさんがボソリとこぼした。「これは精神を鍛きたえる最高の練習だぜ」

　三十分ほど走り、公園に着いた。

　僕は地面にへたり込み、肩かたで大きく息をする。伝説さんもさすがに少し息を乱している。

　しげ子さんだけが、何事もなかったかのように──そこで僕たちをずっと前から待ち構えていたかのように──平然と立っている。呼吸すらしていないかのようだ。

　伝説さんが缶ジュースを奢おごってくれた。しげ子さんはもちろん、おしるこを頼たのんだ。

　伝説さんは、呼吸を整え、シャドーボクシングを始める。風を切り裂さく音が聞こえる。

　ストレート、フック、アッパーと多た彩さいなコンビネーションを華か麗れいなステップワークと共に見せる。それが誰だれかを殴なぐるための行こう為いだと分かっているのに、僕は思わず見み惚とれてしまう。

　さすがに暑くなったのか、伝説さんは頭のニット帽を脱ぬぎ捨てる。世界地図の頭から湯気が上がる。

「まるで温暖化で苦しむこの星そのものではありませんか」

　伝説さんの頭を見て、しげ子さんがそう漏もらす。本当に地球を憂うれいているように言う。

「あの、一つ聞いてもいいですか」僕は恐おそる恐る尋たずねる。

「バッキャロー、一いつ緒しよに走った仲じゃねーか。なんだって聞け」

　伝説さんはシャドーボクシングをしながら、答える。

「……人を殴るのって、どんな気持ちなんですか」

　伝説さんが、こちらをチラリと見る。僕はその鋭するどい視線に思わず体が強こわ張ばるが、真まっ直すぐに見つめ返す。伝説さんを非難するつもりで言ったのではないからだ。こんなに器量のある人が、どうして人を殴れるのか、本当に知りたかった。

　伝説さんは、視線を前に戻もどし、話し始める。

「今まで俺おれは、散々人を殴ってきた。ちっちぇえ頃ころからこの名前でずいぶんと馬ば鹿かにされたからな。まぁ、そいつらは全員俺の伝説にしてやったけどな。でもな、ただ人を殴るのと、ボクシングで人を殴るのとは全然違ちがう」

「……何が違うんですか？」

「ありゃ会話だ。『お前はどこまでやってきた』、『俺はここまでやってきた』ってな。宿題見せあってるようなもんだ」

「でも」と言いかけて言葉を飲み込む。──でも、宿題の見せあいで人は死んだりしない。

　伝説さんの左手に結びつけられた糸が、拳こぶしの軌き跡せきを辿たどるように、揺ゆらめいている。そのまま糸が切れないものかと思うが、糸はしっかりと伝説さんの拳から離はなれない。

「お父様を殺した人を殴られるお気持ちはいかがでしょうか？」

　ズズズとおしるこをすすり、しげ子さんが続ける。

「テレビを拝見したところ、お母様も亡くされてらっしゃるのでしょう。心労で、衰すい弱じやくしていったと聞きました。お母様も殺されたようなものではありませんか、ご両親の敵かたきではありませんか。そのご両親の敵をお殴なぐりになられるお気持ちとは」

　まるで裁判官のようにしげ子さんは言う。いや、裁判官のほうがまだ親身に話す。

「はっきり、聞くじゃねーか。よし、じゃあこっちもはっきり答えてやろう」

　伝でん説せつさんは、そう言ってシャドーボクシングをやめ、しげ子さんに向き合う。

「関係ねぇ、だ。答えは、関係ねぇ！　親父は関係ねぇ。お袋ふくろも関係ねぇ。これは俺おれとあいつの戦いだ。あのリングには、何も持ちこまねぇ。どっちが強ぇかだ。だろ？」

　噓うそだ。伝説さんはとてもシンプルな人だ。だから、噓をつけば分かる。正確には今のは噓ではないが真実でもない。本心ではやはり気にしているのだ。次の相手は、やはり特別なのだ。

　それがどう試合に影えい響きようするんだろう。冷静さを失わせるのだろうか、奮ふん起きさせるのだろうか。

　──次の試合で、どちらかが死ぬのならば、出来れば試合を止めたい。

　だが、それを口にするのは簡単じゃない。

　ボクシングは、伝説さんの人生そのものなのだ。僕ぼくがそれを否定することは、簡単じゃない。

「おい、早く歩けよ」

　乱暴な声が背後から聞こえ、目を向けると、不良集団が飾かざ梨なしの制服を着た生徒を取り囲んでいた。飾梨の生徒は、あの──虹にじ子こちゃんの彼氏かもしれない──金きん髪ぱつ少年だった。

　不良集団は、誰だれがなんて言おうと僕たちは不良です、と体全体で表現していた。三人組で、皆みな、ダブダブのジャージを着ていて、皆、髪は短く刈かり込まれていて、多種多様の剃そりこみが入っていた。まるでナスカの地上絵のようだ。全すべてを重ねるとなんかしらの暗号が浮うかんできそうだった。どうせなら意味のあるものにすればいいのに、例えば世界地図のように。

　皆より、一回り体格も態度も大きいリーダーらしき男が、金髪少年の首に腕うでを回し、威い圧あつ的に睨にらんでいる。金髪少年には、少し殴られたあとがある。強ゆ請すられているのだろうか？

「なんだお前らは」

　伝説さんが、大おお股またで彼らに近づく。

「お前こそなんだ」

　リーダーの男はひるまない。犬のように歯を剝むき出しにする。

　金髪少年は、助けられているにもかかわらず、伝説さんを見ると少し睨んだ。

「こいつボクサーですよ。どこかに行きましょう」と助言までする。

　──強請られているんじゃないのか？　仲間内でもめているだけかもしれない。この人が本当に虹子ちゃんの彼氏なのだろうか。

　リーダーの男が伝説さんに凄すごむ。

「お前だって、不良あがりだろう。偉えらそうにしてんじゃねーぞ」

「あぁ、そうかもな。でも俺には、覚かく悟ごはあるぞ。人を殴る覚悟も、殴られる覚悟もな。お前にはあるか、覚かく悟ごが」

　リーダーの男は伝でん説せつさんの気き迫はくに押おされ、言葉に詰つまる。僕ぼくは、その間を逃にがさず、割って入り、伝説さんを止める。

「まずいですよ」

　ボクサーが一いつ般ぱん人じんに手を出せば、それだけで終わりだ。

「研究の成果を見せる日がきました」

　気づくと、しげ子さんが不良集団の前に立ち塞ふさがっていた。

　しげ子さんは、拳こぶしを作り、目の前で構え、体を振ふり始める。８の字に。素早く。髪かみだけが動きに遅おくれ、バサンバサンと揺ゆれる。不良集団は、その姿を見て、滑こつ稽けいだと笑うというよりかは、気味悪がっている。それはそうだろう。髪の長い真白なワンピースを着た女の子が、急に体を振り始めたら、誰だれだって怖こわい。何が起きているんだ、と誰かに尋たずねたいはずだ。

　それは、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　不良集団がバタバタと一いつ斉せいに倒たおれた。それを見てしげ子さんが動きを止める。

「──おい、殴なぐったのか。俺おれにすら見えなかったぞ」

　伝説さんが目を見開き、驚おどろいている。

「いえ、これです」

　しげ子さんの手には吹ふき矢の筒つつがあった。よく見ると不良集団の首筋に小さな円えん錐すいの棘とげのようなものが刺ささっている。

「毒じゃないよね」僕は恐おそる恐る尋ねる。

「えぇ、でも少し調合を間ま違ちがえたようです。本来なら体の自由だけ奪うばい、意識は残っているはずでした。これから、色々と試そうと思っていましたのに」

　伝説さんが、心底驚いた声で呟つぶやいた。「世界って広いんだな」と。コロンブスのように。

　いつの間にか、金きん髪ぱつ少年の姿は消えていた。

　あんな人が本当に虹にじ子こちゃんの彼氏？　そう思わずにはいられない。
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　もはやこれは、辞書を書き直さなくてはいけないのではないか。早起きは災わざわいの元、と。

　休み時間に空中庭園で、しげ子さんが植えた【病人の妖よう精せい】に水をやっていると、後ろから「楠くす見みだな」と声をかけられた。

　またあなたですか、とつい声が出そうになる。金髪少年だ。

　顔が強こわ張ばっているところを見ると、今日の朝の礼を言いに来たわけではなさそうだ。お前、俺の彼女をデートに誘さそいやがったな、と凄すごまれるのではないかと僕は思わず身構える。

「おい、なんだその不気味な赤い花は？　水をジュルジュル音を立てて飲んでるじゃねーか！」

「えっ、あぁ、これですか……僕も気持ち悪いんですが、これはそういう花みたいなんです」

　とりあえずそう言ってみるが、あまり話を続けたくはなかった。一体、なんの用なんだろう。

「……すいません……僕ぼくに何か用ですか」向こうが切り出さないので、思い切って聞いてみる。

「あんた、『死神』楠くす見みだろ」

　思わず、手に持つじょうろを落とし、頭を抱えそうになる。

　僕の名は、全校生徒に、とても悪い意味で知れ渡わたっている。しげ子さんと赤い糸のせいだ。僕はただ事件に巻き込まれているだけなのだが、周囲から見れば事件を巻き起こしている張本人に見えるらしい。いつの間にか『死神』だとか『狂きよう犬けん』だとかいった異名が与えられていた。

　最近では、駅の伝言板に、『ＫＵＳＵＭＩ』と書くと、僕が殺しの依い頼らいを引き受けるという噂うわさまである。僕が本当に殺し屋だったとして、本名をサインに使うわけがないだろうと思うが、実際に書き込まれているのを目にしたことがあるので、笑うに笑えない。

「実はよ、これに興味ねぇか」

　そう言って金きん髪ぱつ少年は、ポケットから何かを取り出し、僕に見せる。それは、香水のような小さい瓶びんに赤い液体が入ったものだった。

「なんですか、これ？」

「冗じよう談だんはやめてくれ、あんたほどの人が知らないわけないだろ。『スカーレット』だよ」

「『スカーレット』……」

　僕はこの人が思っているような人ではないが、確かにその名前は知っていた。

　最近若者の間で流は行やっている脱だつ法ぽうドラッグだ。元々は、十年前に猛もう威いをふるった新型インフルエンザに対たい抗こうすべく開発された薬だったらしい。だが、服用した者に、特に若者から副作用が出て、認可してしまった政府が問題を追及される前に慌あわてて秘ひ密みつ裏りに回収したのだが、その残り物が今こうして脱法ドラッグとして出回っている。赤い錠じよう剤ざいを溶とかし、真っ赤な液体として飲むことから『スカーレット』と名づけられた。強い幻げん覚かく作用があるらしいが、政府が薬の問題性を表向きは認めていないので、対策は後手に回っている。

　僕は思わず目を逸そらす。こんなもの見たくもない。僕はなんにだって感情移入してしまう物分かりのいい人間だが、こういうものには条件反射的に嫌けん悪お感を抱いてしまう。

「こんなもの、僕はやりませんよ」

　金髪少年は小さく舌打ちし、「やっぱりあんたほどの人は、こんなもんじゃ満足できねーか」と全まつたく見当違ちがいの言葉を口にする。

　否定しようかと思ったが、なるべく関わりあいたくないので、僕は無言を貫つらぬく。

　もしかすると、朝、不良集団に絡からまれていたのも、この『スカーレット』が関係しているのだろうか。金髪少年は「分かったよ」と踵きびすを返し、歩き始める。

「あの、すいません」

　そのまま、去らせておけばいいのに、僕は思わず呼び止める。どうしても言わずにはいられない、もしこの人が虹にじ子こちゃんの彼氏なら。

「こんなことやめたほうがいいですよ。悲しむ人がいるでしょ」

　金きん髪ぱつ少年の足がピタリと止まり、たっぷりと間をおき、振ふり返る。

「そいつは、あんたには関係ねぇだろ」

　そう言って僕ぼくを強く睨にらむ。その視線には、これまでにない、強い敵意が含ふくまれている。

　でも僕は、彼が去るまで目を逸そらさなかった。
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「伝でん説せつさんの対戦相手を見に行きませんか」

　授業が終わり帰り支度をしていると、しげ子さんがそう声をかけてきた。確かに伝説さんの対戦相手、稲いな本もと一かず馬まさんには僕も興味があった。直接、確かめたいこともあった。

　というわけで、電車に乗り、二つ先の駅にある稲本さんがいるジムへとやってきた。

『万ばん代だいジム』という名だ。線路沿いにある、大きめのビルの二階に入っていた。電車から練習風景が見えるようにして、宣伝効果を狙ねらっているのだろう。

　ちっ、ちっ、ちっ……。

　ジムを見上げていたしげ子さんが突とつ然ぜん、小鳥のように鳴き始めた。

「朝あさ生おさん、血ですよ、血。ここからは血の匂においがします。あぁ、香かぐわしい」

　しげ子さんはそう言って、鼻の先をピクピクさせ体全体をワナワナと震ふるわせている。

　もちろん、僕には何も匂わない。

　二階へと上がる階段の側そく壁へきに、稲本一馬さんの写真が貼はられている。

　一番下に、テレビで見た赤い髪かみに犬のネックレスをつけた若かりし頃ころの稲本一馬さんの写真があり、階段を上がっていくごとに、写真の稲本一馬さんも年ねん齢れいを重ねていく。

「あっ、やっぱり」

　僕はそう言って、思わず写真のその部分に指を当ててしまう。一番下に貼られた若き日の稲本一馬さんの写真、そこには確かに──一本の赤い糸が見える。

　やっぱり、写真にも左手の小指さえ写っていれば、糸は見えるんだ。目を凝こらせば、糸が途と切ぎれる写真の右端はしまで追える。

「何をされているんですか？　早く参りましょう、朝生さん。血が逃にげますよ」

　先に階段を上っていたしげ子さんが急せかす。珍めずらしくテンションが高い。

　それにしても、血が逃げるって……。

　階段を上りながら、写真を見ていく。産まれたばかりの子どもを抱く稲本一馬さん、チャンピオンに返り咲ざきベルトを二つ両肩かたからぶら下げる稲本一馬さん……。

「あれ、この人──」

　思わず足が止まる。階段の最上部に貼られている写真から目が離はなせない。

　それは、稲本さんが、リングの上で、稲本さんの息子と思わしき中学生の子にボクシングを教えている一コマだ。稲いな本もとさんがミットを構え、息子らしい中学生がグローブをつけている。

　その中学生──あまりにも似ている。というか間ま違ちがいなく彼だ。

　虹にじ子こちゃんの彼氏かもしれない、あの金きん髪ぱつ少年だ。

「あれ、朝あさ生お君としげ子さん」

　しげ子さんが思わずその声を聞き、「うっ」と声を漏もらす。

　虹子ちゃんだ。幻げん覚かくではないかと疑ってしまいたくなるほど、タイミングがいい。

「虹子ちゃん、どうしてここに？」

「どうしてって、わたし、ここでボクササイズしてるの」

　確かによく見てみると、虹子ちゃんは、タンクトップにショートパンツを穿はいている。

「上に更こう衣い室しつがあって、今着き替がえ終わって、降りてきたところだよ。というか、朝生君たちはどうしてここにいるの？」

　伝でん説せつさんの対戦相手を偵てい察さつに来ましたとは言えず、「僕ぼくたちもこのジムに見学に来たんだよ」と理由をぼかして説明する。しげ子さんは虹子ちゃんがよほど苦手らしく、素早く階段を下りて、先程から僕の背中に隠かくれている。

「あの、ところで、この写真なんだけど──」

　と金髪少年らしき、中学生を指さす。

「あぁ、カズホさんね」

「カズホさん？」

「ほら」と、虹子ちゃんは、写真の下部を指さす。

　そこには小さい字で、『息子の一穂さんにボクシングを指導する一かず馬まさん』とタイトルがつけられている。

　僕の頭の中で一つの一つの絵が、磁じ石しやくに吸い寄せられるように繫つながっていく。

「……この人ってうちの学校にいない？」

「いるよ、わたしたちの一個上」

「もしかして、あの金髪の？」

「そう。一馬さんが昔、赤い髪してたときに『赤い稲いな妻ずま』って呼ばれていたでしょ。だから、一穂さんが金髪にしたとき、みんなから『金色の稲いな穂ほ』って呼ばれていたんだよ」

　屋上で会った一穂さんを思い浮うかべる。その異名のように立派に育っているとは思えない。

「昨日、虹子ちゃん食堂で話してたよね」

「あー、最近ジムに顔見せないからさ。どうして来ないんですか、って聞いたの」

　そうか、そういうことだったのか……っていうことは──

「……あの、僕がボクシングに誘さそったの、断ったのって」

「一馬さんのジムにいるからね」

　温かいお茶を飲んだみたいに、胸むねがポカポカと暖かくなり、肩かたの力が抜ぬける。

　──違ちがったんだ。一かず穂ほさんは彼氏じゃないし、僕ぼくが嫌きらわれたわけじゃなかったんだ。

「一穂さんと朝あさ生お君、知り合いなの？」

「いや、知り合いってほどじゃ……」

　ふと屋上で僕を睨にらみつけてきた一穂さんが脳裏に浮うかぶ。

「……一穂さん、お父さんとの間に何かあったの？」

　今思えば、僕が「悲しむ人がいるでしょ」と言って、一穂さんが怒いかりを表したのは、お父さんを連想したからかもしれない。伝でん説せつさんにも敵意を向けていたし。ボクシングが嫌いなのだろうか？

「……昔は練習熱心だったんだけどな」

「昔は？」

「うん。なんていうか、一穂さん、ちょっとぶきっちょなんだよね。ほらボクシングって、避さけながら殴なぐったりしなきゃいけないでしょ。一穂さん、それが出来ないんだよね。一つのことしか出来ないの」

　一穂さんを想像し、だろうな、と僕は思う。

「それで、だんだんジムに来なくなって。それだけじゃなくて、たまに来たと思ったら、一かず馬まさんにお金をせびるようになって。最後は、『お前はもうここに来るな』って」

　どういうわけか、僕は少し一穂さんに同情していた。おそらく、周囲の期待に押おしつぶされてしまったのだろう。

　──そうだ。これは、親子の、『血』の問題なのだ。

「……逃のがれることが出来ない問題から、逃にげたくなったのかな」

「そうかも。わたしの中学のときの友達で、女の子なんだけど、お父さんがこれなの」

　と虹にじ子こちゃんが、頰ほおを膨ふくらませて以前見せたマーロン・ブランドの真ま似ねをした。おそらく、マフィア、日本風に言うならヤクザなのだろう。

「それだけで、みんなから白い目で見られてさ」

　痛いほどよく分かった。僕も父のことで、同じような目にあったからだ。

「全然普ふ通つうの女の子なのに。その子、お父さんのこと恨うらんでた。お父さんのせいだって。一穂さんも、ちょっと似ているよね」

「うん」だから、僕も一穂さんに同情したんだろう。

「ところで、見ていかないの？　そのために来たんでしょ」

「あっ、そうだった」

　と、僕は振ふり返りながら、「じゃあ、しげ子さん──」と声をかけるが、しげ子さんの姿はいつの間にか消えている。そこには、僕の影かげがあるだけだ。あんなに興こう奮ふんしていたのに。本当に虹子ちゃんのことが苦手なんだなぁ。仕方なく、僕は一人でジムへと入る。





９






　一歩足を踏ふみ入れたはいいが、目の前の光景に圧あつ倒とうされ、それ以上足を踏み出すことが出来ない。

　頭で処理しきれないほど、様々な音が鳴っている。どれも普ふ段だんは聞かない音だ。

　ミットを叩たたく音、縄なわ跳とびをする音、シューズが床ゆかを擦こする音、リングマットが軋きしむ音、腹に重そうな丸い塊かたまりをぶつけられ漏もれる吐と息いき、荒あれる呼吸音、鼓こ舞ぶする声、雄おたけび……。

　熱気も匂においも凄すごい。汗や気き迫はくが蒸じよう気きとなり、天井に雲を作りそうだ。

　そんな中、素人しろうとの僕ぼくですら一目で違ちがいが分かるほど、他とは異なる緊きん張ちよう感かんを作り出している空間がある。リングの上でトレーナーが構えるミットに向かい、拳こぶしを打ち込む稲いな本もとさんだ。

　別の次元で起きている出来事がこの世界とたまたま重なってしまったみたいに、周囲と切り離はなされている。間近で見た稲本さんは、一心不乱に鉄を打ち込む名めい匠しようの鍛か冶じ屋やを思わせ、伝でん説せつさんとはまた違った凄みがあった。

　記者たちがリングを取り囲む。どうやらこれからスパーリングがおこなわれるらしい。

　記者たちがヒソヒソと何かを話している。耳をそばだてると、「今回はさすがにダメかもな」だとか、「負けたら引退だろ」だとか言っている。

　僕の目には、まだまだ現役を続けられそうだが、目の肥えた人が見ると違うのだろうか。

　少し複雑な気分だった。伝説さんを応おう援えんしていたはずなのに、稲本さんにも負けてほしくない自分がいる。

「よし、そうだ！　ここ、そう！」

　と、トレーナーが、次々と様々な場所にミットを構え、稲本さんがそこに的確に打ち込んでいく。見み惚とれていると、虹にじ子こちゃんが近くに来て耳打ちした。

「ミットを構えているのは、バンダイさんだよ」

「磐ばん梯だい山さん？」

　よく聞き取れず山の名前かと思ったが、ジムの名前が『万代ジム』だった。おそらくこのジムを作った人だろう。よく見ると、万代さんも稲本さんに負けず劣おとらず、鬼き気き迫せまる集中力を見せている。大理石を削けずり作品を作り上げる彫ちよう刻こく家かのようだ。彫刻家と鍛冶屋。互たがいを深く信しん頼らいしていて、ミット打ちで会話しているようだった。──いい関係だなぁ。

「どう、ジムは？」

　虹子ちゃんが尋たずねてくる。

　虹子ちゃんはいつの間にか、バンデージを巻いていて、軽くストレッチを終えたようで、首筋に軽く汗をかいている。ピッタリとしたタンクトップを着ているため、胸むねの形がくっきりと浮うかび、僕は目のやり場に困る。よく見ると、僕だけでなく、周りの練習生たちもチラチラと見ている。誰だれかが今にも、「ノックアウトされました」と言い出しそうだった。

「凄すごい熱気だね」

「一かず馬まさんの試合が近いからね。みんなも一馬さんに影えい響きようされて、今日はいつもより力が入っているみたいだね」

「それにしても、虹にじ子こちゃんがボクシングなんて意外だな」

　虹子ちゃんは水泳部のイメージが強く、どちらかといえば力強さよりも華か麗れいさがある。

「だってうちの学校、プールが屋外だから、冬は入れないでしょ。だからこうして、体動かして筋トレしているの」

　そう言って虹子ちゃんは、「ほら触さわってみて、カチカチだから」と僕ぼくに無防備に二の腕うでを差し出してくる。に、二の腕……二の腕の柔やわらかさについて、どこかで聞いた仮説を思い出す。

　──二の腕はあれと同じ柔らかさ。

　僕は微かすかに震ふるえる手を虹子ちゃんの二の腕に伸のばす。リスを触さわるように慎しん重ちように。

「出ていけ！」

　怒ど鳴なり声が聞こえ、反射的に手が引っ込む。

　怒鳴ったのは、万ばん代だいさんだった。あの稲いな本もとさんのことを悪く言っていた記者に対してだ。

「いいの万代さん？　あることないこと書いちゃうよ」

　雑誌記者は茶化すように笑う。

「笑うな！　こっちは命をかけているんだ、笑うんじゃない」

　万代さんの顔は、神聖な場所を管理する守り人のような、ある種の覚かく悟ごを備えていた。踏ふみ込んだらただではおかない、と。雑誌記者にもそれが伝わり、笑顔が引きつったまま固まってしまう。

　僕の足もその覚悟を感じ取り、微かに震える。と、思ったが、震えの発信源は、ポケットに入れていた携けい帯たい電話だった。張り詰つめた空気を肌はだで感じ、マナーモードにしていて良かった、と安あん堵どしながら、慌あわててトイレに駆かけ込む。




　電話は、姉からだった。

『今すぐ帰ってきて』

「えっ？　なんで？」

『なんでも』

　そう言って電話が切れた。いつも強引な姉だが、あまりに一方的だ。なんだか嫌いやな予感がする。姉の声は、切せつ迫ぱくしているわけではなかったが、どこか刺とげ々とげしかった。

　電話を切り、トイレを出ようとすると、向こう側から扉とびらが開く。入ってきたのは稲本さんだった。

「あっ」と驚おどろく僕に、稲本さんが「おう」と応じる。

「見学か？」稲本さんの声は低く、懐ふところの深い声だった。

「はい」

　間近で見る稲いな本もとさんの顔には、年ねん齢れいからくる深い皺しわと、これまでの戦いによる傷きず跡あとが刻まれていて、古い大木を思わせた。

「どうだ、ボクシング？」

「……なんというか、怖こわいです」

「怖い？　みんなで殴なぐりあっているからか？」

「それもありますけど、いつの間にか興こう奮ふんしている自分がいて……それが怖いんです」

　稲本さんは、僕のその答えに虚きよをつかれたような表情を浮うかべたが、ゆっくりそれをほぐすように優しく微ほほ笑えんだ。「お前、なんか面白いやつだな」

　その笑顔は、父が子に見せるものに似ていた。

「……あの……息子さん、一かず穂ほさんと同じ学校なんです」

　稲本さんは、「そういえばあいつと同じ制服だな」と僕の制服を確かめ、少し顔を歪ゆがませる。「なんかあいつが、迷めい惑わくかけたか？」

「いえ、そんなことは……でも、一穂さんをボクシングにまた誘さそわないんですか？」

「……俺おれは続けてほしいんだけどな。あいつには、俺の存在が、重荷なんだろう」

　一穂さんは、父の影かげを振ふり払はらいたくて、道を逸それ、自分でもどこを歩いているか分からなくなり、あんなことに手を染めるようになってしまったのかもしれない。

「息子さんと向き合うのは、お辛つらいでしょう」

　しげ子さんが僕の背後から現れる。ずっと僕の影に潜ひそんでいたみたいに。

「わぁ」と声を出し、「ここは男子便所だよ」と即そく座ざに注意する。

　だがしげ子さんは、僕の注意を聞かずに、稲本さんをじっと見つめる。

「どんなお気持ちなのですか？　あなたが殺した人のご子息と戦うお気持ちは？」

「ちょっ、しげ子さん！」慌あわてて僕が割って入る。

　稲本さんも「いきなり現れて、不ぶ躾しつけだな」と困こん惑わくしている。

　だが、しげ子さんは全まつたく意に介かいさず、じっと稲本さんを見つめ続ける。

　余よ裕ゆうを見せていた稲本さんの顔が石のように固くなり、やがて諦あきらめたように答える。

「関係ないよ、ただの対戦相手だ。リングに上がれば関係ない」

　その答えは、伝でん説せつさんと全く同じだった。そしてそれが全くの本音でないことも伝説さんと同じだった。稲本さんもやっぱり意識しているのだ。

「歯は────その歯は、本物ですか？」

　しげ子さんが、突とつ然ぜん突とつ拍ぴよう子しもない質問をする。なんだ、一体何を聞いているんだ？

「違ちがうよ」稲本さんは、先程の質問より答えやすかったからなのか、訝いぶかしむことなく平然と答える。「ほとんど差し歯だ。でも、ボクシングで折れたわけじゃなくてな。昔悪さをしてたときに折ったもんだ」

　稲いな本もとさんは、そう言って、人差し指を口に引っ掛かけ、広げて見せる。

　しげ子さんが揺ゆらめいた。それは、風に揺られるろうそくの火のようだった。しげ子さんは、たった一歩で稲本さんの目の前まで行くと、稲本さんの口に手を突つっ込んだ。

「隙すきあり！」と。

　稲本さんは、その体勢のまま一歩も動けず、「あがあが」と声を漏もらす。

　僕ぼくは慌あわてて、しげ子さんを引き離はなす。「何してるんだよ、しげ子さん！」

　しげ子さんはマネキンのように固まったまま、ヒョッヒョッヒョッと笑っている。その笑い声は、体の内側から囁ささやかれているようにも、トイレの壁かべに反はん響きようしているようにも聞こえ、耳鳴りのように鳴り響ひびく。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　稲本さん」

　稲本さんは、顎あごを確かめながら、「あぁ」と戸と惑まどっている。世界チャンピオンの口に簡単に手を突っ込んでみせるしげ子さんが信じられないのかもしれない。「次の対戦相手が君じゃなくてよかったよ」と冗じよう談だんまで言ってみせるが、顔は、冗談じゃないと言っている。

　僕は、「すいませんでした」としげ子さんを引きずりながら、トイレを出る。

　──せっかく稲本さんと話せるチャンスだったのに。

　稲本さんには、本当に聞きたいことが──聞けなかった。
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　家に帰ると、姉に行き先も告げられず、車に乗せられた。

　姉は、一度もこちらに顔を向けず、ずっと前を向いたままだ。

「どこ行くの？」

「──東京にある全すべての監かん視しカメラに顔認証をかけたの。あの人の、イサムの。あぁ、もしかして、テヅカイサムってのも偽ぎ名めい？」

　抑よく揚ようのない声で言う。僕は何も答えない。

「まぁいいわ。で、ある駅の監視カメラにあの人が頻ひん繁ぱんに写っていることが分かった。今度は、その駅の不動産屋に行って顔写真見せて、聞き込みをした。──そしたら、今日、見つけた」

「……見つけた？」

「あの人、わたしに教えていた部屋以外に、もう一つ部屋を借りていたの。今から、そこに行くのよ」

　──部屋？　ポケットの中の鍵かぎを思わず握にぎってしまう。この鍵は、もしかすると、その部屋のものだろうか。でも、どうして……。

「どうして、僕をそこに連れていくの？」この鍵のことは、姉は知らないはずだ。

「だって、あなた何か知っているでしょ。ねぇ、いつから？」

　姉の目が、前を向いたまま鋭するどく光る。

　僕ぼくの胸むねが、ドクンと大きく一つ打つ。精せい一いつ杯ぱい、平常心を装う。おそらく意味はないだろうけど……。隣となりにいるのは、姉だし、刑事だ。

「そうやってすぐに顔に出るだろうからね。探知機代わりよ」

　こちらを振ふり向いた様子はなかったのに、やっぱり全すべてを悟さとられたようだ。

「わたしね、実はずっとあの人に違い和わ感があったの。あの人を見ていると妙みように胸むな騒さわぎがするの。でも、その感覚をずっと勘かん違ちがいしていた。幸せすぎるから、不安になっているんだって。バカでしょ。でも、この前の事件で、ようやく目が覚めたわ。あの人はきっと、何か目的があってわたしに近づいてきたのね。いや違うな。──わたしたちに、か」

　僕は肯こう定ていも否定も出来ず、姉と同じようにずっと前を見続けた。

　そこで会話は終わり、車内はしんと静まり返った。ラジオやＢＧＭもなく、空気が重苦しい。

　僕は、適当に話題を探す。

「……今日友達が通っているボクシングジムに見学に行ってきたんだけど、そこで世界チャンピオンに会ったよ。稲いな本もと一かず馬まさん、知ってる？」

「えぇ、対戦相手の親を殺した人でしょ」姉は、ただ事実を述べているだけの乾かわいた声で言う。

　僕は不用意にも、視線を下げ、姉のお腹なかに目を向けてしまう。姉がそれに気づいたのか、口を開く。「ねぇ、お腹のことなんだけど──」

「稲本さん」僕は必死でそれを遮さえぎる。そんなこと聞きたくない。「稲本さんと、伝でん説せつさんの試合、興味ある？　チケット貰もらったんだけど」そう言ってポケットからチケットを取り出す。

「……忙いそがしいから、行けないと思う」

　僕は行き場を失ったチケットをじっと見つめ、姉のお腹の中の子を思う。そして、稲本さんを思い、一かず穂ほさんを思い、伝説さんを思い、伝説さんの父を思い──僕の父を思う。

「……お父さんは僕のこと、どう思っていたんだろう」半ば無意識にそう口にしていた。

　地面に深く突つき刺ささった杭くいのように動かなかった姉の心が、微かすかに揺ゆれる。

　姉は、しばらく考え、ゆっくりと口を開いた。

「お父さんは、あなたをプロ野球選手にしたかったの。それが、昔、自分が目指した夢だったから。家の庭でよくキャッチボールしてたんだよ。記き憶おくにない？」

　確かに、そんな記憶があるが、おぼろげで、それが自分の頭の中で作り上げた妄もう想そうなのか本当にあったことなのか、区別がつかない。

「あなたは間違いなく愛されていた。お父さんは、あなたを思っていなかったから死んだんじゃない。あなたを思い続けて死んだのよ」

　姉のお腹の中にいる子には、確かに複雑な思いがある。──でも、『命』なんだ。

　僕は、「来られたら来て」そう言って、サンバイザーにチケットを挟はさむ。
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「もうすぐよ」

　姉が言う。声に緊きん張ちよう感かんがある。

　外の景色を確かめる。夜だし、車でやってきたので、よく分からないが、初めて来る町だろう。特別変わったところはない、普ふ通つうの住宅街だ。車は、細い路地を進み始める。目的地は近いのかもしれない。

　電柱に、貼はり紙が二つされている。行方不明になった少女のものと、逃にげだした犬のものだ。少女は十歳さいくらいの可愛かわいい女の子で、犬はシーズーだった。どちらの貼り紙も、情に訴うつたえかけようと一番写真うつりのいいものを選んでいるように見える。もし探すならこちらを先に、と競い合っているようだ。

　僕ぼくはその二枚の貼り紙を見て、もしかしたら楽らくが関係しているのではないかと、胸むねが苦しくなる。すでに少女と犬は楽の手にかけられて──と。

　車が止まる。

「ここよ」

　車を降りると、目の前にアパートがある。二階建てのアパートで、一つの階に四部屋、計八部屋だ。前に訪れた円えん上じよう真ま智ちのアパートに近い。あれほど、古くはないが、このアパートもかなりの築年数だろう。

　どこからともなく鳥の鳴き声がする。初めて聞く甲かん高だかい鳴き声だ。「キャッシュ！」僕にはそう言っているように聞こえる。姿は見えないが、南国のカラフルな鳥を連想させる。

　もしかすると、これも楽の仕業ではないかと、僕は勘かんぐってしまう。住民にこの鳴き声を聞かせ、『キャッシュ』から『金』を連想させ、金の亡者に洗脳しようとしているのではないかと。

　目線を空からアパートに戻もどすと、姉が僕を置いて歩き始めていた。僕は慌あわてて姉を追う。一階の一番左端はしの部屋、１０１号室の扉とびらの前。

「鍵かぎは？」恐おそる恐る聞いてみる。

「あるわよ」そう言って平然とポケットから鍵を取り出す。「大家さんから借りてきた」

　確かめるまでもなかった。箕みの輪わさんから渡わたされた鍵とは明らかに形状が違ちがっていた。

　──この部屋の鍵じゃないのか。

「じゃあ、行くわよ」

　姉が、鍵を回し、扉を開く。目が鋭するどさを増す。




　部屋は、驚おどろくほど（とは、変な表現だが）普通だった。

　男の一人暮らしの部屋を思い浮うかべてごらん、と言われ思い浮かべたものが目の前に現れたかのような部屋だった。少し片づきすぎているように見えるが、楽のことを考えればおかしくはない。廊ろう下かの脇わきにキッチンとユニットバスがあり（どちらも一度も使われていないようだ）、その先は八畳じようほどの部屋がある。机つくえがあり、その上に小さな本ほん棚だながあり、ベッドがある。

　ただそれだけだ。テレビだとかそういったものはない。

「これはハズレね」姉が呟つぶやいた。「ホコリ一つないじゃない」

　僕ぼくも同じ印象を抱いていた。前に訪れた楽らくの家のほうが、まだ生活感があった。本当にどこかから『ハズレ』と書いた紙が現れそうだった。

　何をするための隠かくれ家だったのだろう？　ここで何かをしていたというよりかは、ここで何かをしていたと思わせたい、僕にはそんな風に見えた。『隠れ家』というよりは、『隠れ蓑みの』といった感じだ。

　机の上の小さな本棚を見る。小説のようなものはなく、参考書や歴史の本が並んでいる。姉が、一冊の本を取り出す。表紙に、『ＭＫウルトラについて』と書かれている。

「ＭＫウルトラ？」

　姉が本の表紙を睨にらみつけ、タイトルを指でなぞりながら言う。

「……ＣＩＡの洗脳技術よ」

　洗脳──そう聞いて、箕みの輪わさんが頭に浮うかんだ。あれは、まさに洗脳だった。何かに操られるように……。思い出したくない光景が蘇よみがえり、思わず頭を振ふる。

「そう、あのおじいさん、もしかしたら──」姉も同じことを考えていたようだ。

　そういえば、楽は箕輪さんに定期的に会っていたようだった。それが洗脳のためだったとしたら──。

「そのＭＫウルトラって、具体的に何をするの？」

「さぁね、詳くわしくは知らない」そう言って持っている本をペラペラとめくる。「頭に電気流すとかは、聞いたことあるけど。極ごく秘ひ裏りにおこなわれていた実験だからね。誰だれも確かなことは知らないんじゃないかな。だから、都市伝説みたいになっちゃってる」

　確かに、姉が現在めくっている本も真ま面じ目めに書かれた文ぶん献けんというよりは、面白おかしく、あることないこと書いたもののようだ。本が「真しん剣けんに取らないでくださいよ」と言っているかのようだ。

「ほら、マーク・チャップマンっていたでしょ」

「マーク・チャップマン……確か、あれだよね、ジョン・レノンを殺した」

「そう。あれも、ＭＫウルトラで洗脳されてたんじゃないかって説があるの。ＭＫウルトラには、ある特定のスイッチがあって、それを見たり、聞いたりすると、事前に植えつけられた命令通りに動くってわけ。ほら、マーク・チャップマンって有名な逸いつ話わがあるでしょ」

「ライ麦畑を読んでたってやつ？」

「そう、サリンジャーの『ライ麦畑でつかまえて』。あれが、マーク・チャップマンにとってのスイッチだったんじゃないかって言われているわね」

　思わず息を飲む。ポケットの中に入っている鍵かぎが、意思を持ち中でウネウネと動いているような感覚がある。もしかすると、この鍵自体が、誰だれかのスイッチになっているのではないか？

　突とつ然ぜん、言い知れぬ恐きよう怖ふが襲おそってくる。この空間にいることすら怖こわくなってくる。ここにいることで、洗脳されているのではないか、そんな考えさえ頭をよぎる。

「ねぇ、もう帰ろう。なんか怖いよ」

「どうして？　どうして怖いの？　ただの部屋じゃない。あの人のことでなんか知ってることがあるから怖いんじゃないの？　どうして、あの人はこんな本持ってるの？」

　姉の目は、これまでのものとは違ちがい、どこか弱々しく、懇こん願がんしているようだった。──まだ、楽らくへの思いが消えたわけじゃないんだ。複雑な、二に律りつ背はい反はんのような自分の気持ちに葛かつ藤とうし、苛いら立だっている。僕ぼくには、そんな風に見えた。

「……分からないよ」

　本当に分からなかった。確かに、僕は姉より楽について知っていることがあるが、それも全体像から見れば、おそらくわずかだ。誰も、楽の真の姿を知らないのではないか。しげ子さんですら。

　姉は僕の顔を見て、これ以上何も出てこないと思ったのだろう。そのまま無言で部屋を出た。

　部屋を出るときに、またしても奇き妙みような鳥の鳴き声が聞こえた。「キャッシュ！」と。





12






　さて、ここに来たのは、いつぶりだろうか？

　僕は今、しげ子さんの家の庭を歩いている。いつ来てもこの光景には驚おどろかされる。庭というよりかは、森に近い。太古からある原生林のような大木が複雑に絡からまりあい迷路を形成している。楽の隠かくれ家に行ったあと、直接家に帰らず、途と中ちゆうでしげ子さんの家の前で降ろしてもらった。楽の隠れ家に行ったことを報告するためではない。あることを確認するためだ。

　初めて来たときはパニックになり迷ったが、さすがにもう慣れた。僕は、左手の小指に結びつけられた赤い糸を追う。これを追えば、簡単にしげ子さんの家まで辿たどり着くはずだ。

　ようやく家が見えてくる。例の焼け落ちた豪ごう邸ていだ。しげ子さんに改築する気はないらしい。

　事前に行くことは伝えているので、「お邪じや魔まします！」と一声かけ、地下室へ通じる扉とびらを開き、階段を下りる。

「しげ子さん、来たよー！」と、呼びかける。

　体の内側から「こちらです」と返答がある。しげ子さんの声では、どこにいるのか分からないため、そのまま赤い糸を追う。数ある扉の内の一つが開いていて、明かりが漏もれている。以前来たときに通された部屋とは別の部屋だ。

　恐おそる恐る扉の前まで来て部屋の中を覗のぞく。そして、室内を見て啞あ然ぜんとする。

　扉とびらと反対側の壁かべ一面に様々なサイズのモニターが置かれている。どれも古いブラウン管テレビだ。そして左右の側壁には、ぎっしりとビデオテープが積み上げられている。

　何十年も前に想像された近未来の風景のようだ。

　中央に、緑色の古いソファーが置かれていて、そこにいつもの真っ白なワンピースを着たしげ子さんがちょこんと座っている。

「どうぞこちらへ」

「ここは何？」

「もちろん、視し聴ちよう室しつです」しげ子さんはそう言ってニタリと笑う。

　視聴室というよりかは、見たくないものを見せて苦しめる拷ごう問もん室しつに近い。でも仕方がない。ここに用があったのだ。

　──しげ子ライブラリー。その中の一本に、稲いな本もとさんＶＳ伝でん説せつさんの父、吉よし夫おさんの試合の完全版があると聞き、ここを訪れたのだ。




　僕ぼくには、どうしても確認したいことがあった。

　以前、テレビで当時の映像を見たとき、稲本さんの左手には、糸が一本しかなかった。僕はそれを見て、昔の映像を見ても、現在の糸の状じよう況きようが映うつるのだと思った。もしくは、ボクシングの事故では、糸が結ばれないのではないか、と。だがそれが勘かん違ちがいであることは、吉夫さんの左手を見てすぐに分かった。

　吉夫さんの左手に赤い糸があったのだ。

　それはつまり、過去の映像には、その当時の糸の状況がそのまま記録されるということだ。

　そしてそれは、一つの事実を示していた。

　────吉夫さんを殺したのは、稲本さんではない。

　では、誰だれが？　吉夫さんを殺せるチャンスは多くないだろう。皆みな、稲本さんとの試合で吉夫さんは命を落としたと思っているのだ。おそらく、試合が終わってから、救急車で運ばれる間に、何かが起こったのだ。ということは、吉夫さんを殺せる人物は、吉夫さんに近い人ということになるだろう。その人が映像に写り込むのを僕は、期待しているのだ。

　稲本さんが吉夫さんを殺したのではないと確信を持てれば、試合を止めることは出来なくても、余計な因いん縁ねんは消え去り、どちらかが死ぬことにまで発展しないのではないか？

　淡あわい期待ではあるが、僕はそんな風に考えたのだ。




　僕は、しげ子さんの隣となりに座る。

　ソファーは思ったよりも小さく、しげ子さんとの距きよ離りがやたらと近く、僕は少し緊きん張ちようする。

「それでは」

　と、すぐ近くにあるビデオデッキに、ビデオテープを入れ、再生ボタンを押おす。

　────テープは、一時間ほどで終わった。

　想像通り、僕ぼくは、吉よし夫おさんと結ばれている人物を特定した。

　だが、それは事態をさらに悪化させるものだった。これを伝でん説せつさんに明かしたところで、何も解決しない。でも、どうしてなんだろう？




　──どうして、あの人は吉夫さんを殺したんだ？




「他にも何か見たいものがありますか？」

　しげ子さんが、僕に尋たずねてくる。

　僕は、即そく座ざに断りたかったが、とりあえず側そく壁へきに置かれたビデオテープをなんとなく見み渡わたす。

　どれもラベルが貼はられていて、しげ子さんのおどろおどろしい字でタイトルが書かれてある。

　どれもこれも恐おそろしそうなタイトルだ。『影かげにのまれた男』といったような、恐ろしさを暗あん喩ゆしているものもあれば、『鉤かぎ爪づめで人を引っ掛かける方法』という直接的に恐ろしいものもある。

　あるタイトルに目が留まる。『ラブソルジャー』と書かれていて、下に番号がふられたものが、十本ほどある。

「これ好きなの？　前の階段を上る人の映画にも入っていたけど」

「これは、お兄様の趣しゆ味みです」

　そう言われれば、他のラベルに書かれてある字と少し違ちがう。

「お兄様は、作品に出てくる博士はかせを特に好いていました」

「博士？」

「最終話で、博士も怪かい人じんであったことが分かるんです。『カメロデム』という変身能力のあるカメレオンの姿に似た怪人です。博士は権力争いのために、人間に化け、ラブソルジャーを操り、他の怪人たちを殺させていたのです。そして、ラブソルジャーもまた怪人でした」

「……子ども向けのわりには、ずいぶんと強いメッセージ性があるんだね」

　そんなことを冷静に言いながらも、この話題の行きつく先のことを考えてしまい、言いようのない不安が押おし寄せてくる。

　しげ子さんは、箕みの輪わさんの事件のことをどう捉とらえているんだろう？　楽らくの仕し業わざだと思っているのだろうか？　『ラブソルジャー』の博士のように、箕輪さんを操ったと。

　しげ子さんが突とつ然ぜん、こちらに顔を近づけてくる。じっと僕の目を覗のぞき込むように。

「もし、わたくしがお兄様に操られ、誰だれかを傷つけようとしたら、朝あさ生おさんはわたくしを──殺してくれますか？」




　──殺してくれますか？




　先程見たＭＫウルトラの本が頭に浮うかぶ。箕みの輪わさんの声が頭で鳴る。「しげ子は危険な年ねん齢れいになる」。即そく座ざに答えねばならないと思うが、考えれば考えるほど、その言葉は僕ぼくの思考を鈍にぶらせていく。頭が真っ白になっていく。

　テレビから聞こえる砂すな嵐あらしの音が、やたらうるさく感じる。
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　次の日から、早朝、伝でん説せつさんとジョギングすることが日課になった。

　なぜか、しげ子さんも毎日やってきた。

　伝説さんは、減量のため、日に日に精せい悍かんな顔つきになっていった。

　僕には、それが不吉な予よ兆ちようにしか感じられず、その顔を見るたびに胸むねが締しめつけられた。

　僕は、なんとか伝説さんに試合をやめてもらう方法を考えたが、結局最後まで、何も言いだすことが出来なかった。伝説さんと稲いな本もとさんの真まっ直すぐな思いを否定することが、どうしても出来なかったのだ。

　試合前日になり、テレビで公開計量の模様が放送された。稲本さんと伝説さんは、計量を終え、裸はだかで向かい合い、拳こぶしを構えた。二人の間を赤い糸が繫つないでいた。どこまでも無機質に、あらゆる事象に左右されず、赤い糸はそこにいる二人を、確かに結んでいた。




　そして試合当日。

　伝説さんは、試合当日でも、いつもと変わらずジョギングをするということで、僕としげ子さんは、河原で伝説さんがやってくるのを待っている。

　だが、伝説さんは、いつもなら通りかかっているはずの時間なのに、未いまだ姿が見えない。

「どうしたんだろう伝説さん」

「はて」

　今日は、やっぱり来ないのだろうか。

　すると、突とつ然ぜん、遠くから鳥が何羽も飛び立つのが見えた。皆みなで移動しているというよりは、驚おどろいて飛び立ったという感じだった。

「なんだろう？」と隣となりのしげ子さんを見てみるが、すでにそこに姿はなく、しげ子さんは鳥がいた方向へ走っていた。僕も慌あわててあとを追う。

　そこには、伝説さんがいた。川辺の石が敷しかれた場所だ。膝ひざをつき、うつむいていた。

　伝説さんの足元の石は、血で赤く染まっている。拳から血が流れている。

「チッキショー！」と伝説さんが怒ど声せいを上げる。

　ふと視界の端はしに何か動くものが映うつった。誰だれかが逃にげようとしていた。後ろ姿しか見えないが、男だろう。上下ともにジャージを着ている。

　僕の脳裏に、あの不良集団が浮うかんだ。一かず穂ほさんに絡からんでいたあの不良集団だ。

　──復ふく讐しゆうか。

　僕ぼくが、反射的に、ジャージの男を追おうとするのを、伝でん説せつさんが呼び止める。

「やめろ！　追うな！」

「でも……」

　伝説さんは、立ち上がり、僕と真まっ直すぐに向き合う。心の乱れは消えていて、鋭するどい眼光が戻もどっている。

「いいんだ。すまねぇな、ちょっと取り乱しただけだ。拳こぶしもなんともねぇ」

　試合当日に、稲いな本もとさんに余計な気き遣づかいをさせたくないのだろうか？

　伝説さんの強い覚かく悟ごに僕は言葉を失った。

　しげ子さんが、石についた血を指ですくう。モルモットを見つめる研究者のように、何かを確かめるようにその血をじっと見つめる。




「悪いが、一つ頼たのまれてくれないか？」

「なんですか？」

「お前たちにやったチケットの一枚を、ある奴やつに渡わたしてほしいんだ」
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　僕としげ子さんは、伝説さんに頼まれ、人探しを始めた。

　伝説さんは、僕たちにこう言った。

「稲本の息子に、チケットを渡してほしいんだ。すでに、稲本からチケットを貰もらってるかもしれねぇけど、それとは別に俺おれのチケットを渡してくれ」

　試合を見せて、更こう生せいさせたいのだろうか？　伝説さんの目には強い思いが込められていた。

　僕は学校で、一かず穂ほさんを捜さがした。だが一穂さんは、学校には何日も前から来ていないようだった。虹にじ子こちゃんにも声をかけ、いそうな場所を一通り捜したが、一穂さんの姿はどこにも見当たらなかった。

　稲本さんに連れん絡らくを取ることも考えたが、それは伝説さんの意思に反しているような気がして、思い留とどまった。

　もしかすると、あの不良集団に捕つかまっているのだろうか？

　伝説さんはそれを知っていて、僕たちに捜そう索さくを頼んだのかもしれない。

　結局夜になっても、一穂さんは見つからなかった。

　僕たちは打つ手を失い、諦あきらめ、仕方なく試合会場に行くため駅へと向かった。

　だが、あるものを見つけ、僕たちは目的地を変えた。駅の伝言板にこう書かれていたのだ。




『ＫＵＳＵＭＩ　廃はい病院まで来てくれ　一かず穂ほ』
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「なんで、お前らが来るんだ」

「いえ、呼ばれたもんで」

　廃病院、いつ来ても長居はしたくない場所だ。僕ぼくとしげ子さんは玄げん関かんにいる。まだここが病院であったとき、受付をしたり、薬を受け取ったりしていた場所だ。目の前には不良集団がいる。今度はみんな金属バットを持っていた。それに人数も二人増え五人になっていた。その二人の頭にも、奇き妙みような剃そりこみが入っている。

「俺おれたちは、お前の父親を呼べって言ったんだけどな」

　リーダーが、不良集団に囲まれ、正座させられている一穂さんに言う。最後に見たときよりも、顔が腫はれている。

「それは勘かん弁べんしてください。あいつは関係ないんで」

「どうして、僕を呼んだんですか？」

「あんたしか思いつかなかったんだよ。でもまさか本当に来てくれるとはな。あの噂うわさ本当だったんだな」

　一穂さんは心底安あん堵どした顔で言う。その顔が気に喰くわないらしく、リーダーが一穂さんを睨にらみつける。

「いいから親父呼べよ。俺たちには、試合とか関係ねぇんだよ。俺たちだってな、あれを捌さばいて金作らないといけねぇんだよ」

　この人たちは、言わば下した請うけで、もっと上の人間がいるんだろう。そのために金を作らないといけないのだ。それ以外のことには本当に興味がないんだろう。たとえ試合をぶち壊こわそうと。

「朝あさ生おさん、お呼びではないようなので、わたくしたちは帰りましょう。試合に間に合わなくなりますし」

　しげ子さんは無む慈じ悲ひにそう言い、本当に踵きびすを返し帰ろうとする。

「おい、ちょっと待て！　そういやお前にも用がある」

　しげ子さんが立ち止まり、振ふり返る。「なんでしょうか？」

「なんでしょうかじゃねーよ、この前の借りだよ。お前は別に俺たちに慰い謝しや料りようを払はらえ」

「ちょっと、いい加減にしてください。警察呼びますよ！」

　僕は、携けい帯たい電話を取り出し、ボタンに指をかけ、本気であることをアピールする。

「いいぜ呼んでみろ。警察が来る前にお前たちを殴なぐって、それでもって逃にげてやる。お前たちの制服、飾かざ梨なしのもんだろう。調べて、色々嫌いやがらせしてやっからな」

　なんとも悪人らしい悪人だ。僕は、一穂さんに向かって言う。

「一かず穂ほさん、こんなとこで何してるんですか！　今日はお父さんの試合ですよ」

　お父さんが死ぬかもしれないんですよ、そう言いかけて言葉を飲み込む。

「うるせぇ！　あいつのことは関係ねぇだろ」

「関係なくないですよ。どんなに目を背そむけたって、稲いな本もとさんは一穂さんのお父さんじゃないですか。繫つながってるんですよ。だから今こうして、お父さんにまで、迷めい惑わくがかかろうとしてるんですよ。こんなことしてる場合ですか」

　一穂さんは僕ぼくから視線を逸そらし、うつむく。

「こんなこととは、ずいぶんな言われようだな」リーダーが、金属バットで一穂さんの頭をコンと叩たたく。

「あのー、すいません」と、後ろから突とつ然ぜん声がする。

「今度はなんだ？」

　やってきたのは、意外な人物だった。「お届けものです。トビラ堂です」

　円えん上じよう真ま智ちだった。

「来ましたか」としげ子さんが言う。

　そういえば先程、僕の携けい帯たい電話を使いどこかに電話をかけていた。てっきり一穂さんを捜さがしているのかと思ったが、トビラ堂にかけていたのか。

「おい、これからここでお化け屋や敷しきをやるわけじゃないんだぞ。次から次へと、なんなんだお前ら」

　リーダーは、全身包帯姿の円上真智を見て、驚おどろきながらそう言う。円上真智はそれには何も言わず、ポケットからフリスクを取り出し、大量に出しボリボリと食べ始める。心配性の彼女のことだ。口こう臭しゆうを心配しているのだろう。

　そして、更さらに一枚の紙を取り出し、しげ子さんに渡わたす。

「これが結果です」

「確かに」しげ子さんがそう言って受け取る。

　──結果？

　円上真智は、紙を受け取ったしげ子さんの写真を携帯電話でパシャリと撮とる。

「よし、受け渡しは確実におこなわれました、と」

　僕も一穂さんも不良集団も置いてけぼりをくらい、二人を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　──これは一体何がおこなわれているんだ？

「では、わたしはこれで」

　円上真智は帰ろうとする。

「おい、待て待て！　勝手に帰るんじゃねぇ」

　ポカンと状じよう況きようを見つめていたリーダーが我に返り、円上真智を止める。

　円上真智は、立ち止まり、振ふり返るとリーダーの足元を指さす。

「そこです」

「はっ？」

「わたしが火だるまになった場所です」

　確かに、リーダーの足元は黒く焼けたあとがある。

　うわっ、と声を出し、リーダーは後ずさる。

「では、本当に帰ります。本当に、本当にです」

　そう言って円えん上じよう真ま智ちは再び帰っていく。今度は、リーダーも止めようとはしなかった。狐きつねにつままれたどころか、引きずりまわされた感じなのだろう。

　静せい寂じやくが訪れる。皆みな、目の前で起きた出来事を必死で理解しようとしているのかもしれない。

　しげ子さんが笑い始める、円上真智に渡わたされた紙をじっと見て。ヒョッヒョッヒョッと奇き妙みような笑い声が、建物を包む。そして、ひとしきり笑うと、笑みを消し、一かず穂ほさんを見る。

「ご子息。やはり、あなたは今日の試合を見に行くべきです」

　一穂さんが無言で睨にらみつける。一穂さんが何も答えないので、僕ぼくが代わりに尋たずねる。

「どうして？」

「その前に朝あさ生おさん、まず朝生さんのいつもの勘かん違ちがいを正しましょう。おそらく、朝生さんは伝でん説せつさんの拳こぶしを痛めつけたのが、目の前にいるこの方々だと思っているのでしょう。そこが、まず違います」

「えっ？」

「あの場にいたのは、一かず馬まさんのトレーナーである、万代さんでした」

「万代さん？」

　僕は、ジムで見た万代さんの姿を思い浮うかべる。確かに稲いな本もとさんが勝つためには、どんなことでもしてやるという気き迫はくが感じられた。

「はい、また違います」

「えっ、何が？」

「万代さんが、伝説さんの拳を傷つけたと思っているのでしょう。それも違います。あれは、伝説さんが自みずから傷つけたのです」

「……どうして？」とても信じられない。あんなに大事にしていた拳を試合当日に自ら傷つけるなんて。

「おそらく、あることを聞いたからでしょう」

　──あること？

「そして、一穂さんが拉ら致ちされていたことを、おそらく伝説さんは知りません。公園で助けた男性が一穂さんであることも知らないでしょう。一穂さんが拉致されていたのはただの偶ぐう然ぜん、たまたまです。一穂さんにチケットを渡してほしいと言ったのは全まつたく別の思いからです」

　しげ子さんが、円上真智から貰もらった紙を一穂さんに見えるようにして、こう続ける。

「伝でん説せつさんは────あなたの腹はら違ちがいの兄上です」

　一かず穂ほさんの瞳どう孔こうが開く。僕ぼくも驚おどろく。

「これは、ＤＮＡ検査の紙です。トビラ堂のつてを頼たより、特別に半日ほどで検査をしていただきました」

　記き憶おくが蘇よみがえる。しげ子さんは、稲いな本もとさんの口に手を突つっ込んだ。そして、伝説さんの血をすくった。あれは、二人の検査をするためだったのか。

　しげ子さんの家で見た試合映像を思い出す。

　吉よし夫おさんと結ばれていたのは、吉夫さんの奥おくさん──伝説さんのお母さん──だった。

　吉夫さんは、おそらくこのことを知っていたのだ。稲本さんと吉夫さんの奥さんが不ふ倫りん関係にあったことを。だから、あのとき精せい彩さいを欠いていたのだ。

　そして試合に負け、控ひかえ室しつで、奥さんと二人きりになり、奥さんを責めた。詰つめ寄り、首に手をかける。「お前のせいで負けたんだ」と。奥さんは、咄とつ嗟さに近くにあった何かで殴なぐる。それが致ち命めい傷しようとなり、吉夫さんは死んだ。奥さんは、口論中に突とつ然ぜん倒たおれたと噓うそをつく。

　──僕は、そんな想像をする。

　伝説さんのお母さんは、心労で死んでいる。その出来事でずっと苦しんできたのだろうか？

「……しげ子さん、いつから分かってたの？」

「最初からです。お二人は、とても似ていましたから」

　──僕には特別似ているようには見えなかったが。

「それに、当時の映像で、一かず馬まさんが犬のネックレスをしていたでしょう。犬とは、安産の象しよう徴ちようなのです」

　確かに稲本さんは犬のネックレスをしていた。一穂さんが生まれるずっと前だから、あれは産まれてくる伝説さんのためにつけていたものだったのか。

「……もしかして、稲本さんに歯のことを聞いたのもなんか関係あるの？」

「歯は最も遺伝しやすい部位の一つです。正確には骨格が似るのですが。ですが、一馬さんには八重歯がありませんでした。だから、尋たずねたのです」

　そうか。万ばん代だいさんは、伝説さんが稲本さんと親子関係であることを伝えに来てたんだ。揺ゆさぶるために。

　僕は、そこでようやく伝説さんの思いに気づく。

「一穂さん、行きましょう！　試合を見に行くべきです。お父さんの試合を、お兄さんの試合を見に行くべきです」

　一穂さんはうつむいたまま動かない。

「一穂さん！　僕たちは伝説さんにあなたのチケットを託たくされたんです。伝説さんは言ってました、一穂さんに見に来てほしいって。二人は全部知ってて、戦おうとしてるんですよ。親子だと知ってて。僕は、ついさっきまで、二人に試合をやめてほしかった。二人のことが好きだから。でも、今は──。二人が命をかけてリングの上で、何かを伝えようとしている。見なきゃ、理由を知っている人が、せめても見届けなきゃ……」

　一かず穂ほさんが静かに立ち上がる。

「おい」とリーダーが一穂さんの肩かたに手をかける。「何勝手に立ってんだよ」

　一穂さんの体が反転し、手が素早く動く。まるでコマの抜ぬけた映画を観ているみたいだった。リーダーの顔が微かすかにぶれ、膝ひざから崩くずれ落ちた。白目をむき、意識を失っている。

　他の不良たちはあまりのことに言葉を失っている。しげ子さんが僕ぼくを指して言う。

「あなた方、こちらにいるのが誰だれだかご存じないのですか？　自分の指を自みずから切り落とし、死人の指につけ替かえたりする狂くるった男、かの有名な『死神』楠くす見みさんですよ」

　指の話は事実だが、そこだけクローズアップしないでほしい。

　不良集団は、ざわざわと何やら言葉を交わす。「おい、死神楠見だってよ」と聞こえる。一穂さんに、「本当にあいつ死神楠見か」と確認までしている。一穂さんも「そうだよ」と答えている。

　──なんだなんだ、その異名はどこまで轟とどろいているんだ。

「もしあなた方がこれ以上、わたくしたちに関わるようなら、こちらも容よう赦しやいたしませんよ。わたくしたちは、ゆで卵を切るように人を切る道具を持っています」

　不良集団の顔が一いつ斉せいに青ざめる。そしてもう一度、何やら話しあい、一人の不良が言う。

「……分かった、もうお前たちには手を出さねぇ」

　僕としげ子さんと一穂さんは、廃はい病院を飛び出し、試合会場へと向かう。
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　会場にいる全員が立ち、国歌を斉せい唱しようしている。

　なんとか間に合ったようだ。まだ試合は始まっていない。

　僕としげ子さんは席に腰こしを下ろす。隣となりには、しげ子さんのチケットで入った一穂さんもいる。

　会場は一万人は入りそうな、大きな場所だった。僕たちの席は二階の一番前だった。

　リングは小さいが十分に見える。どこかで虹にじ子こちゃんも見ているのだろうか。

　僕の隣は空いたままなので、姉は来ていないようだ。国歌斉唱が終わり、リングアナウンスが始まる。会場の興こう奮ふんは一気に高まり、二人が紹しよう介かいされるとそれぞれの応おう援えんの声が飛ぶ。同じくらいのファンの数のようだ。紹介が終わり、二人だけ残し、皆みながリングを降りる。

　場内は、大だい歓かん声せいに包まれる。続いて波のようにそれが引くと、静せい寂じやくが訪れ────。

　ゴングが鳴る。

　伝でん説せつさんと稲いな本もとさんは、見つめあったまま、しばらく動かない。

　会場も固かた唾ずを飲んでそれを見守る。

　二人は、大きく息を吐はくと、ゆっくりと歩いて距きよ離りを縮ちぢめる。まるで鏡と向き合っているように同じ動きだ。そして、目の前までやってくると、キュッキュッと煙草たばこを消すように両方のシューズをマットに擦こすりつける。まさに地に足をつけるような動きだった。

　──ここからは一切動かない、そういう意思表示のように。

　二人は何も言わなかったが、二人の心の声が確かに聞こえた。

『３・２・１──』

　パン！　と二つの乾かわいた音がする。二人の拳こぶしが同時に相手の顔面を捉とらえた音だ。飛ひ沫まつが飛ぶ。

　それが、真の開戦の合図であるかのように、二人は猛もう然ぜんと殴なぐり始めた。

　足を完全に止め、上半身だけスウェーし、防ぼう御ぎよはほとんどせず、ひたすら殴り続けた。二人は一切下がらなかった。これ以上下がったほうが負け、と新たなルールを設もうけたかのように。

　伝でん説せつさんの言葉が蘇よみがえる。ボクシングは会話だと言っていた。

　確かにこれは会話だ。親子の会話──。

　なんとか動きについていこうとするが、互たがいに繰くり出される一発一発のパンチが、僕ぼくの頭も同時に打ち抜ぬいているかのように、頭が真っ白になっていく。

　歓かん声せいが上がっているのかもしれないが、僕には何も聞こえなくなる。

　拳がほとんど見えない。見えるのは、ヒットし、一いつ瞬しゆん止まったときだけだ。

　二人の顔がみるみる腫はれあがっていく。瞼まぶたが少し切れる。

　ありとあらゆるパンチが繰り出される。

　時折、マウスピースを噴ふき出しそうになるが、グッとそれを飲み込み、また打ちあう。

　持っている銃じゆう弾だんを全すべて吐はき出すように、二人は全力で殴りあう。




　そして────一人がマットに倒たおれた。




「親父立て!!」

　一かず穂ほさんがそう叫さけんだのを見て、倒れたのが稲いな本もとさんだと分かった。

　稲本さんにもその声が届いたのか、稲本さんはカウント９で、なんとか立ち上がる。

　必死で、ファイティングポーズを取る。髪かみは乱れ、いたるところに血が滲にじんでいる。

　でも、稲本さんは確かに笑っていた。そして、伝説さんも笑っていた。

　二人は、もう一度リングの中央まで歩き、もう一度同じように殴りあいを始める。

　──だが、すでに稲本さんは限界だった。

　伝説さんの拳が稲本さんの顔面を捉とらえる。最後は、稲本さんが伝説さんのお父さんを倒したときと同じ、右フックだった。汗と鼻水と唾だ液えきが混じったものが、弾はじけ飛んだ。

[image: ]

　稲本さんはリングに倒れ、もう二度と立ち上がることはなかった。

　気づけば僕は叫んでいた。

　一穂さんも何かを叫んでいたが、何を叫んでいるのか分からなかった。その剝むき出しにした歯には、伝でん説せつさんに似た八重歯があった。

　ふと気配がして後ろを振ふり向くと、出口付近に姉が立っていた。姉は、僕ぼくが見ていることにも気づかず、リングから目が離はなせずにいた。

　リングに目を戻もどすと、稲いな本もとさんが担たん架かで運ばれていくところだった。

　伝説さんは、勝ち名乗りもあげず、その光景をじっと見つめていた。伝説さんの頭には血が滲にじみ、世界地図も赤く染まっていた。そして、伝説さんは正しよう真しん正しよう銘めい、世界を手に入れた。

　しげ子さんが突とつ然ぜん、僕の手を取った。

　気づくと何かを握にぎらされていた。それは、小さくてとても固い、真っ黒な球体だった。

　まるでしげ子さんの心を口から出して、僕に渡わたしたみたいだった。

「これは？」

「──」

　しげ子さんが何か言った。どこにいたってはっきり聞こえるはずのしげ子さんの声が、なぜかそのときははっきりと聞き取れなかった。
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「なんだ、待ってたのか」

　土手で待ち構えていた僕に、そう声をかけてきた。いつもの優しく包むような懐ふところの深い声だ。

　僕ぼくは一いつ緒しよに走りだす。

　顔の腫はれはひいたようだが、ところどころ痣あざが残っていて痛々しい。

「あのいつも一いつ緒しよにいた子は？」

「今日はいません」

「どうだった俺おれの試合は」

「凄すごかったです」僕は素直に感想を言った。「二人の気持ちは色んな人に届いたと思います」

　そう、あの試合は、色んな人の心を変えた。

　その一人が姉だ。姉は、楽らくの身辺調査をやめた。めぼしい情報が出てこなかったこともあるが、それよりも大事なことを見つけたようだった。姉にどんな心境の変化があったのかは分からない。リングで戦った二人が親子であることは知らないはずだ。それどころか、公には伝でん説せつさんが父の敵かたき討うちをしたということになっている。でも、間ま違ちがいなく、姉には届いたのだ。二人の関係性を超こえた──命と命の対話が。

「このコース、あいつが走ってたんだろう」

「えぇ」

　並へい走そうする稲本さんが、寂さびしそうに前を見つめる。

　────伝説さんは試合には勝ったが、控ひかえ室しつで倒たおれ、そのまま息を引き取った。

　八重歯を見せ豪ごう快かいに笑う伝説さんの姿を思い出すと、今でも泣なきそうになる。

「……稲本さん、引退するんですか」

「しねぇよ。あいつが試合中に言ったんだ。引退すんなって」

「……よくあの試合で話すタイミングがありましたね」

「違うよ。拳こぶしでそう言ったんだ」

　そう言って、稲本さんは笑う。僕もつられて笑う。

　後ろから誰だれかが僕たちを追い抜ぬいていく。稲本さんが追いかける。僕は足を止める。

　追い抜いたのが、金きん髪ぱつの少年だったからだ。彼も試合を見て影えい響きようを受けた一人だ。

「あれ？　もう走るの終わったの？」

　背後から声が聞こえ振ふり返ると、姉がスウェット姿で立っている。

「なんで姉ちゃんも来たの？　っていうか大だい丈じよう夫ぶなの？」

　僕は姉のお腹なかを見る。姉は、妊にん娠しん六カ月を過ぎた。それでも、何もしようとしなかった。

「ウォーキングよ、ウォーキング」

「じゃあ、付き合うよ」

　僕と姉は、腕うでを大きく振りながら歩き始める。

「ねぇ、朝あさ生お」

「うん？」

「産まれてくる子には、野球教えようと思うんだけど、朝生教えたり出来る？」

「っていうか、男の子なの？」

「別に女の子だって、野球やってもいいでしょ」

「もし男の子ならさ、伝でん説せつって名づけたら？」

「いやよ、そんなのださい」

　姉はそう言ってまんざらでもない顔で、軽やかに腕うでを振ふり上げる。僕ぼくも姉に続く。




　確かにあの日の試合は、色んな人の心を変えた。

　あの日、しげ子さんが僕に握にぎらせた黒い球体は──チョコレートだった。

　だが、あの日はバレンタインデーではなかった。そして、しげ子さんは姿を消した。








ラブレッド手記　３













　さっき、はかせが帰っていきました。

　私は、はかせが大好きです。

　ビデオに出てくる「初代」のはかせは、おじいちゃんですが、私のはかせは、とても若いです。

　なぜか分かりませんが、私に、にている気がします。

　はかせにそう言ったら、「それは、しんきんかんだ」と教えてくれました。

「しんきんかん」の意味はよく分かりませんが、好きな言葉です。

　はかせは、ご飯をたくさん持ってきてくれます。

　ゴミも片付けてくれます。

　かみも切ってくれるし、体もふいてくれます。

　はかせは、とても優しいです。

　はかせは、私を強くするおまじないをしてくれます。

　はかせが、私の首の後ろを持つと、私は眠くなります。

　はかせは私に、スイッチを入れると言っていました。

　はかせは、ここにくると、必ずそれをします。

　もっと強くなるためです。

　私は寝られるので、気持ちいいです。




　起きると、はかせが私に教えてくれました。

　はかせは、細長い虫を持っていました。カチカチの虫です。

　ハリガネムシというそうです。

　かい人は、それを使って人間をあやつるそうです。

　私はとてもはらが立ちました。




　かい人は、やっぱりみなごろしにしなくてはいけません。









[image: 第三章　消えた彼女]
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　いつの間にか消えていた。

　まるで、バミューダトライアングルが飛行機や貨物船をどこかに消し去ってしまうみたいに。

　僕ぼくは今昼食をとるためにファミレスにいる。隣となりには、他校の女子高生四人組が座っていて、そのテーブルには、朝の満員電車のようにデザートがいっぱいに並んでいたのだが、目を離はなした隙すきに、全すべて消えていた。あんなに話に夢中になっていたのに。これが今流は行やりの女子力なのだろうか？

　それにしても、隣の女子高生四人組はやりたい放題だ。人目をはばからず、椅い子すの上で胡あ坐ぐらをかき、テーブルを大だい胆たんに汚よごし、コンセントに充電器を差し、大きな声で騒さわいでいる。

　ここにしげ子さんがいなくてよかったな、と以前コンビニの前で出会った女子高生の集団を思い出す。あのときしげ子さんは、彼女たちのカバンの中にこっそり、カラフルな色をした毒どく蛙がえるを入れ、彼女たちを狂きよう乱らんさせていた。『女子高生のカバンの中から絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの毒蛙発見』とニュースにまでなった。

　そんなことを思い出していると、突とつ然ぜん虚むなしさがこみ上げてくる。

　──そうだ、しげ子さんはいないのだ。

　しげ子さんがいなくなって、三週間ばかりが過ぎた。月は替かわり、三月に入ったが、しげ子さんからはなんの音おと沙さ汰たもない。隣のテーブルのデザートのように、あるいはバミューダトライアングルを通過した飛行機や貨物船のように、しげ子さんはどこかに消えてしまったのだ。

　どこにもいない。教室にも、空中庭園にも、生物実験室にも、その準備室にも、彼女の姿はない。あの迷宮のような自宅にもいないし、トビラ堂にもいない。

　クラスメイト達は、しげ子さんが姿を消したことで当初、不安がった。天災を前に、動物が異常行動をとるのと同じで、災わざわいの前ぶれではないかと考えていたようだった。だが、しげ子さんがいないことに次第に慣れていくと、今度は逆に、生まれたときからかけられていた呪のろいが解けたかのように、皆みなの血色がよくなり、クラス全体が、そして教室が、蛍けい光こう灯とうを全てとっかえたみたいに明るくなった。そして更さらにそれにも慣れると、しげ子さんがいなくなった机つくえをじっと見つめる僕を見て、もしかすると俺おれたちに見えていないだけで、しげ子さんは今もずっとそこにいるのではないかと、また不安がった。

　最近では、しげ子さんの怒いかりを鎮しずめるために石せき碑ひを建てるべきだ、という議論が割と真しん剣けんにおこなわれている。このまましげ子さんが戻もどらなかったら、来年の今いま頃ごろは『しげ子祭り』とかいって巨きよ大だいなおしるこの缶をえっさほいさと皆で担かついでいるかもしれない。

　──そして、しげ子さんがいない間に、様々なことが起きた。

　まず期末テストがあった。もちろんしげ子さんは、受けていない。いくら学校に多大な影えい響きよう力りよくを持っているとはいえ、このまま補習も何も受けなければしげ子さんといえど、留年か退学ということになるのだろう。次に、我が校の入学試験があった。天あま城ぎ苗なえが受験し、見事合格した。天城苗は、「死んでいても受かる」と言っていたが、本当に余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった感じで、合格した。更さらに三日前、三年生の卒業式がおこなわれた。在校生は、昼までしか授業がなくなり、食堂も閉まってしまったため、僕ぼくは今こうしてファミレスで一人寂さびしく昼食をとっているのだ。

　──そんなに暇ひまなら、しげ子さんを捜さがしに行けばいいのに。

　もう一人の僕が、そう呼びかけてくる。確かにそうだ。しげ子さんに会おうと思えば、簡単に会える。

　────僕としげ子さんは結ばれているのだから

　糸を辿たどればいいのだ。

　だが糸を追うとすると、一つの疑問が浮うかび、僕は二の足を踏ふんでしまう。

　──その先にいるしげ子さんは、僕が知るしげ子さんなのだろうか？

　浮うかんだのは、箕みの輪わさん、その腹から出てきた鍵かぎ、そして楽らくの家にあった本、ＭＫウルトラ。

　もし、しげ子さんも箕輪さんと同じように、楽に洗脳されていたとしたら……。

　いや、そもそも、僕としげ子さんが一いつ緒しよにいなくてはいけない理由自体がないのだ。いつの間にかしげ子さんと一緒にいることが当たり前のことになっていたが、そちらのほうが異常なんじゃないか。お互たがいの幸せのことを考えれば──糸が暗示する未来を回かい避ひするためには──なるべく離はなれていたほうが……。

　そうだ、しげ子さんは、自みずから消えたのだ。僕に何も言わずに。

「えー、キモイんだけどー！」

　隣となりのテーブルから一つ高いトーンの声が聞こえ、思考が途と切ぎれる。

　女子高生四人組が、うじうじしている僕を見て気持ち悪いと言っているのかと、ドキリとしたが、携けい帯たい電話の画像について言っているようだ。彼女たちの会話を聞いていると、最近この町で撮さつ影えいがおこなわれている例の誰だれも正式なタイトルを言えないゾンビ映画の様子を写したものらしい。

　僕は、居心地が悪くなり、ファミレスをあとにする。
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　駅の周囲をぶらぶらと歩く。まるで博士はかせを失ったロボットのように、当てもなく。

　最近、毎日時間を持て余している。部活動に打ち込もうにも、空中庭園はしげ子さんが植えた【病人の妖よう精せい】が占せん拠きよしていて、水を撒まくぐらいしかすることがない。そして、僕には友達がいない。

　だから僕は駅前を彷徨さまようぐらいしかすることがない。イベントが起きるのを待つために町を彷徨うロールプレイングゲームの主人公のように。いや実際は、クエストは山のようにある。先程駅の伝言板を見てきたら、『ＫＵＳＵＭＩ』と一面にぎっしりと書かれていた。もしかしたら、一かず穂ほさんが、「あそこに書いたら、死神がまじで現れたんだぜ」と言いふらしているのかもしれない。

　向こうから、僕ぼくと同い年ぐらいのカップルがやってくる。女性が男性のコートのポケットに手を入れ、男性もそのポケットに手を突つっ込んでいる。そこで怪あやしげな取引がおこなわれているわけではないだろうから、手を繫つないでいるのだろう。

　これだ、僕が望んでいるのは。これこそが高校生ライフ。これこそが健全な刺し激げきだ。駅の伝言板を見て、誰だれかの事件を解決したいわけじゃない。

　カップルが足を止め、ウィンドウショッピングをしながら、何かを囁ささやきあっている。カップルが見ている店は、若い女性に人気のウサギがトレードマークのブランドショップだ。ファッションには疎うといが、高校生にはちょっと手が届きにくい価格設定のはずだ。

「いつか、買えたらいいね」と囁きあっているのかもしれない。これからも一いつ緒しよにいようね、という意味を込めて。

　──これからも一緒にいようね、か。

　しげ子さんと永遠を誓ちかいあった覚えはないが、何も言わずに突とつ然ぜんいなくなるなんて……。

　って、なんでまたしげ子さんのこと考えているんだよ。

　カップルが去った後、店の前に行き、カップルが先程見ていたペアリングに目を向ける。やはり高校生にはとてもじゃないが手が出ない値段だ。

「朝あさ生お君？」

　あれ、この声は？　と慌あわてて、顔を上げると、思っていたとおりそこには虹にじ子こちゃんがいる。

　しかも今日は私服じゃないか。虹子ちゃんが風か邪ぜで休んだときにパジャマ姿を見たことがあるが、私服は初めて見たかもしれない。虹子ちゃんは、白と黒のストライプのニットワンピースにオレンジ色のショートのダッフルコートを羽織っている。どれもこれも虹子ちゃんに合っていて、可愛かわいらしい。至福な私服だ。

　いつ見ても可愛いな虹子ちゃんは。キックボードを思い切りぶつけられても、許してしまうだろうな。

「どうしたの、こんなところで」

「いや、特に理由もなくフラフラと」

「何それ？　それじゃあゾンビじゃないか。まさか、あのゾンビの映画に出るつもり？　『家族とゾンビのランデブー』だっけ」

　全まつたくタイトルが違ちがうが、虹子ちゃんがそう言うのなら、そう改題するべきかもしれない。

　それにしても私服の虹子ちゃんは、ニットワンピースの丈が短く、かなり大だい胆たんに足が出ているためか、大人っぽく見える。

「ちょっと、まじまじ見ないでよ」

　虹子ちゃんはワンピースの裾すそを引っ張りながら、恥はずかしそうにモジモジとする。

「ご、ごめん。いや、大人っぽいなと思って。この店にいても違い和わ感ないよ」

　と、僕ぼくは目の前の高級ブランドショップを指さす。

「本当？　さっき入ったとき、場ば違ちがいじゃないかと不安だったんだけど」

「えっ、本当に入ったの？」

「そうだよ……ちょっとこの店に用があって」

　そう言って、虹にじ子こちゃんは少し言いにくそうに、うつむく。

　なんだろう？　言い回しから察するに、買い物ではないようだ。もしかすると、ホワイトデーのお返しを下調べしているのだろうか。僕にこの高級なペアリングを要求する気だろうか。

　──それは複雑だ。

　とてもじゃないが、こんな指輪高くて買えない。でも、僕とペアリングをつけたいと思ってくれる気持ちには応こたえたい。どうしよう、どうすればいいんだ？　前にしげ子さんがトビラ堂のノブオさんが新作の手術の被ひ験けん者しやを募集していると言っていた。多額の報ほう酬しゆうを貰もらえるらしい。『新作の手術』という響ひびきがいかにも恐おそろしいが、虹子ちゃんと結ばれるためだ。ここはひとつ──。

「……やっぱり青い鳥と同じなのかな？」虹子ちゃんが突とつ然ぜんそう呟つぶやく。

「えっ？」

「うん。だから、やっぱり青い鳥と同じなのかな、って」

　二度聞いてもなんの話かまるで分からない。「……何が、同じなの？」

「追えば追うほど逃にげていくってことだよ。幸せと同じだよね。なかなか見つからないんだよ」

「……何か探してたの？」

「うん、人探ししているの」

　もしかして──「しげ子さん？」

「ううん違うよ。でも、しげ子さんは大だい丈じよう夫ぶなんでしょ。朝あさ生お君、必死に捜さがし回ってないもんね」

「えっ、何それ……」と言いながらも、なかなか鋭するどいなと僕は感心する。

　確かに、しげ子さんの安否については、今のところ心配する必要はない。糸で結ばれているということは、逆説的だが、今確かにしげ子さんが生きているという証明にもなるのだ。

「……じゃあ、誰だれを捜してたの？」

「中学のときの友達。イチゴイズミちゃんっていうんだけど、ここ二、三日、メールしても全まつたく返ってこないの。家にも帰ってないみたいで。ここは、その子が好きなブランドだったから」

　虹子ちゃんは、携けい帯たい電話を取り出し、「ほい」と印いん籠ろうのように、こちらに画面を向けてくる。保存されていたイズミちゃんの顔の画像が写し出されている。一つ一つのパーツがはっきりしていて、いわゆる派手な顔だ。美人ではあるが、虹子ちゃんのようなナチュラルなものではなく、どちらかといえば作りこまれた印象を受ける。僕が少し苦手なタイプかもしれない。目の前にしたら、わけもなく緊きん張ちようしてしまいそうだ。

　それから、虹にじ子こちゃんは携けい帯たい電話に文字を打ち込み、イチゴイズミが、どんな字なのかも教えてくれた。『市古泉』と書くらしい。

「警察とかには？　もしあれだったら、姉に頼たのんでみようか？」

「ううん、それはまだちょっと早いんだ。実はその子、前にも何度か家出したことがあって。今回もそうかもしれないから」

「そっか」

「そうなんだよ。だからもう少し、自分で捜さがしてみるよ。やっぱり捜そう査さは足を使わないとね」

　そう言って、虹子ちゃんは微ほほ笑えむが、泉ちゃんのことが気にかかるのだろう。その笑顔が少し引きつっている。

　理由は、たくさんあるだろう。単純に暇ひまだったから。虹子ちゃんと一いつ緒しよにいる口実が欲しかったから。しげ子さんのことをひとまず忘れたかったから。もしくは、なんにでも首を突つっ込むのが僕ぼくの性格だから。

「手伝おうか」気づけばそう言っていた。

「本当に？」虹子ちゃんは、ポンッと花が咲いたみたいな笑顔を見せる。

　僕もそれに笑顔で応こたえ、頷うなずく。
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「えっと、ここは──」

「泉ちゃんのお父さんの会社だよ。美お味いしそうな名前でしょ？」

　会社と言えば、会社だが……。

　僕と虹子ちゃんは、雑居ビルの四階のフロアにいる。目の前には扉とびらがあり、その脇わきに分厚い木の看板がかけられており、はっきりと、太い字で【市古組】と書かれてある。

　ふと、ある日の会話が蘇よみがえる。確か虹子ちゃんの中学の友達に、マーロン・ブランドのようなお父さんを持つ女の子がいたはずだ。

「泉ちゃんって、前に話してたお父さんが──」

「そう、これね」と、虹子ちゃんは頰ほおを膨ふくらませて、マーロン・ブランドの真ま似ねをする。

　あぁ、やっぱり。──だったら言ってくれればよかったのに、虹子ちゃん。

　思わず周りを見み渡わたす。僕は、いつの間にかとんでもない場所に足を踏ふみ入れていたのではないか、と。このフロアには他にも、『微笑みローン』という名の会社が入っている。もしかすると、【市古組】の会社かもしれない。多分、その中では一つも笑えないことがおこなわれているのだろう。入口の脇に積み上げられたビールケースが、会社の方針を全すべて物語っている。

　ここで叫さけび声を上げて、はたして誰だれか駆かけつけてくれるだろうか。

　それにしても、このご時世に、堂々と組の看板を立てて営業しているなんて、それだけで恐おそろしい。

「あっ、この看板、少しずれてるね」

　そう言って虹にじ子こちゃんは、看板を手に取り、外してしまう。

「ちょっと、虹子ちゃん、あんまりそれをいじらないほうが──」

「えっ、だってこれ、止めていた釘くぎがほら、外れかけてるよ」

「お前ら何の用だ！」

　僕ぼくたちの声を聞いて、中から男の人が飛び出してくる。ダークスーツを着た二十代前半に見える男だ。ネクタイはつけておらず、シャツの襟えりを大だい胆たんに開き、胸むねをはだけている。そして、左耳が半分欠けている。どっからどう見ても、完全に、『組』の方だ。

　虹子ちゃんは、秋の空のようなからっとした声で言う。

「この看板、一回下ろしたほうがいいですよ」

　男の人は、怒ど鳴なり声と言うよりかは、が鳴り声と言ったほうがしっくりくるような、わけの分からないことを喚わめき、僕と虹子ちゃんの首根っこを摑つかむと、部屋の中へと引きずりこんだ。




　ホコリ一つない真っ黒な革かわ張ばりのソファーに、僕と虹子ちゃんは並んで座らされた。

　僕は自分の存在を少しでも忘れてもらえるようになるべく体を小さく丸めるが、虹子ちゃんが、「うわぁーあの長い棒、大きなバナナみたいだね」と壁かべにかけられた日本刀を指しながら、「ねぇねぇ朝あさ生お君」と僕の体を揺ゆするので全まつたく効果は見込めない。

　よく周りを見み渡わたしてごらん、虹子ちゃん。

　僕たちの周りには、先程首根っこを摑んできた男の人と同じような格好、同じような殺気を纏まとった人たちが取り囲み、僕たちを睨にらんでいる。どう料理してやろうか、と算段している地じ獄ごくの鬼おにのようだ。

　誰だれが見ても恐ろしい光景だが、僕のこの特別な目には、その恐ろしさはさらに際立って見える。この空間にはたくさんの糸があるのだ。僕たちを取り囲んでいるのは、十一人だが、そのうち七人に糸がある。それも一人一本ではない。七本、八本ある人間までいる。まるで、赤い糸であやとりをしているようだ。

『組』の人というのは、こんなに人をたくさん殺すものなのだろうか？

　この『組』の人たちは、武ぶ闘とう派はの集まりなのだろうか。いや、僕が知らないだけで、もしくは、新聞の記事になっていないだけで、この手の人たちの間では、日常的にその行こう為いがなされているのかもしれない。誰にも知られない場所で──密ひそかに処理されて。

　氷が背筋を伝ったかのように、ブルッと体が震ふるえる。

「こんなとき、しげ子さんがいてくれれば……」と無意識に頭の中で呟つぶやいてしまう。そしてそれを意識的に「またしげ子さんかよ、もう忘れろよ！」とかき消す。

　僕ぼくたちを取り囲んでいたうちの一人が、向かいのソファーに思いきり体を預けるように座る。股またを広げ、片かた腕うでを背もたれにかけ、顎あごを少し上げ、見下ろすようにこちらを睨にらむ。

「若頭のオオカミだ。ダイにウエで、大上だ」

『狼』じゃなくて？　と思うがもちろん口にはしない。

　若頭の大上さんは、一人だけラフな格好をしていて、ジーパンに作業現場でよく見かけるような防寒ジャンパー、いわゆるドカジャンを着ている。三十代後半だろうか、壺つぼのように顔が大きく、左の頰ほおに、口の端はしから耳にかけて大きな一本の傷がある。恐おそろしい傷だ。

　もちろん、この人にも、赤い糸がある。しかも──二本だ。

「で、お前らなんの用だ？」

　事情を説明せねばと口を開こうとするが、先に虹にじ子こちゃんが話しだした。

「あそこに般はん若にやの面があるじゃないですか」虹子ちゃんは壁かべにかけられた般若の面を指さす。「今ふと思ったんですけど、般若心経って、この鬼おにさんを供養するためにあるんですかね」

　ニコニコと、先生に尋たずねる子どものように聞く。

「なんの用だって、聞いてんだろ！」

　大上さんの体が怒いかりで膨ぼう張ちようする。いや、したように見えた。それほど怒おこっていた。

　さすがの虹子ちゃんも、ヒィと両腕を顔の前に持ってきて、体をよじる。

「なぁ、僕ちゃん、嬢じようちゃん、養よう鶏けい場じようのニワトリみたいに大事に育てられたお前らには、思いもよらねぇ恐ろしい世界ってのがあるんだぜ。知ってるか？　生きたまま二人の人間を引っつける方法ってのを」

　申し訳ないが、僕は、知っていた。以前、しげ子さんから聞いたことがある。二人の皮を剝はいで、抱き合わせるように二人を縛しばり、そして治ち療りようするのだ。そうすれば皮ひ膚ふと皮膚がくっついて離はなれなくなるんですよ、そう言ってしげ子さんはヒョッヒョッヒョッと腹をねじらせ、笑っていた。──だが、そんなことは言わない。余計なことだ。

　そして、虹子ちゃんはその余計なことを堂々と口にする。

「養鶏場のニワトリって結構大変なんですよ。狭せまいところに押おし込められて、病気にならないように薬もいっぱい飲まされるんです」

　と、ニワトリの立場に立って大上さんをたしなめる。

「あぁ!?」

　大上さんがバイクのエンジン音のような声で怒ど鳴なる。

「……般若は、元々は、智ち慧えという意味でね、般若のお面とはまた違ちがう意味なんだよ」

　そう言いながら、奥おくの部屋から男の人が現れる。落ち着きがあり、優しい声だ。

　その人は、他の組員よりも明らかに歳としをとっていて、貫かん禄ろくがあり五十代くらいに見える。薄うす手でのセーターにスラックスを穿はいていて、髪かみは薄い。顔には優しい笑みを浮うかべている。だが、僕はその笑顔を見ても落ち着けない。その奥には確かな狂きよう気きが秘ひめられている。

「あっ、おじさん、お久しぶりです」

　虹にじ子こちゃんが笑顔でその男の人に手を振ふり、僕ぼくを見て言う。「泉いずみちゃんのお父さんだよ」

　ということはこの人が──。

「組長」と、大おお上かみさんが立ち上がる。他の若い衆の皆みなさんも頭を下げる。

　おじさんと言って許されるのは虹子ちゃんだけだろう。かといって組長と呼ぶのも変だろう。僕は『泉ちゃんのお父さん』と呼ぼうと心の中で決める。

「ごめんね、虹子ちゃん、こいつらが失礼しちゃったみたいで」

　泉ちゃんのお父さんは笑顔でそう言い、先程まで大上さんが座っていたソファーにゆっくりと腰こしを下ろす。

　そして大上さんを怒ど鳴なりつける。「俺おれの大事な客に何無礼な態度とってんだ！」

　大上さんは、両手を膝ひざの上に乗せ、「すいません」と深々と頭を下げる。

　テレビを通して見れば滑こつ稽けいかもしれないが、間近で見ると狂きよう信しん的てきで恐おそろしい。

　泉ちゃんのお父さんの左手に目を向ける。

　──この人にも糸がある。しかも結ばれているのは、大上さんだ。

　僕は、よくあるヤクザ映画の展開を思い浮うかべる。大上さんがミスをして、組長が制裁する。もしくは、組を乗っ取るために大上さんが、組長を殺す。いずれ、どちらかの展開が待っているのだろうか。

　どちらにしても、泉ちゃんの失しつ踪そうとは関係がないだろう。僕は見て見ぬふりをする。

「で、今日はどうしたの？」泉ちゃんのお父さんが笑顔で尋たずねてくる。

「あぁ、そうだった」虹子ちゃんは、パンと手を叩たたき続ける。「泉ちゃんと連れん絡らくが取れないんです。また家出とかしてません？」

　泉ちゃんのお父さんが笑顔のまま固まる。微かすかに目の奥おくが光っている。「こちらは？」

　僕のほうに手を向けてくるが、顔は虹子ちゃんのほうを向いたままだ。「お前はどうしてここにいる」と静かに圧力がかけられている。僕は慌あわてて説明する。

「楠くす見み朝あさ生おといいます。虹子ちゃんの同級生です」

「そう」泉ちゃんのお父さんはそう言って、笑顔のまま、初めてこちらに顔を向ける。

　なんとか僕も笑顔を返すが、内心は恐きよう怖ふで凍こおりついているため、どうしても引きつってしまう。

　──やっぱりこの人は、簡単に人を殺せる人だ。じっくりと見つめあって、それを確信した。自動販はん売ばい機きに百円を入れるみたいに、当たり前のように人を殺せる人だ。

　泉ちゃんのお父さんは、虹子ちゃんに顔を戻もどす。

「確かにそうなんだよ、泉のやつ三日前から家に帰ってないんだ。虹子ちゃん、何か知らない？」

「はい。何も知らないから、わたしたちもここに来たんですよー」

　虹子ちゃんは残念そうに語尾を少し伸のばす。

　泉いずみちゃんのお父さんは、両手を組み、笑顔のまま、虹にじ子こちゃんの言っていることが真実なのかどうか見極めるように、じっと見つめる。僕ぼくならば蛇へびに睨にらまれたカエルになり、ゲコゲコと謝ってしまうところだが、虹子ちゃんはまるで動じない。

「やっぱり、また、彼氏ですかね？」と総理大臣に質問するベテラン新聞記者のように泉ちゃんのお父さんに尋たずねる。泉ちゃんのお父さんはまた笑顔のまま固まってしまう。

「組長、カンジェロのやつらの仕し業わざですよ！」

　そう言ったのは大おお上かみさんだ。

「黙だまってろ!!」

　泉ちゃんのお父さんの怒ど声せいが飛ぶ。前を見たまま怒鳴るので、僕に向けて言っているのかと一いつ瞬しゆん錯さつ覚かくし、体が強こわ張ばる。

　大上さんが、「すいません」とすぐさま謝る。

　────カンジェロ？

　組長は、また笑顔に戻もどり、虹子ちゃんに言う。

「虹子ちゃん、わざわざ来てもらって申し訳ないんだけど、おじさんたちも一いつ生しよう懸けん命めい捜さがしているから、心配しないで。泉が帰ってきたら、すぐに連れん絡らくするように言うから」

　声は穏おだやかだが、銀行のシャッターのような有無を言わせない拒きよ絶ぜつが含ふくまれている。「帰ってくれ」と言っているのだ。虹子ちゃんは、眉み間けんに少ししわを寄せ、露ろ骨こつに納得していないといった顔を作り、「そうですか」と返事をする。

「おい、お前ら二人をお送りしろ」

　泉ちゃんのお父さんは、そう言って並んでいた二人の男を見る。

　二人の男は、「はい」と短く返事をする。どちらも二十代後半だろうか。二人とも皆みなと同じように、ダークスーツを着ているが、シャツははだけず、しっかりと黒いネクタイを締しめている。まるでお葬そう式しきみたいだ。一人は、オールバックに太い眉まゆ毛げでインディアンの首長みたいな顔をしていて、もう一人は、パンクロッカーのように髪かみを立て、眉にピアスをしている。

　──よりによってこの二人か。僕は内心で大きくため息をつく。

　このあやとり状態の部屋の中で、断トツに赤い糸を持つ二人。一人は、七本。もう一人は、九本もある。いや、そんなものが見えなくても、その二人からは、誰だれよりも鋭するどい狂きよう気きが、ドライアイスの煙けむりのように漏もれ出ていた。
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　僕たちは、黒くろ塗ぬりの高級車で、自宅まで送られることになった。

　二人は、役やく所しよと東とう京きようと名乗った。どちらも、市役所で見本として書かれているような名前だ。

　先程僕が、インディアンの首長だと思ったのが役所さんで、パンクロッカーだと思った人が東京さんだ。そして赤い糸が、七本なのが役所さんで、九本なのが東京さん。

　役やく所しよさんが運転し、東とう京きようさんは助手席に座っている。殺し屋と言っていい男たちと狭せまい空間に一いつ緒しよにいるだけでビニールを押おしつけられたみたいに息苦しくなる。

　隣となりにいる虹にじ子こちゃんは、協力を拒きよ否ひした泉いずみちゃんのお父さんに納得していないのか、車内には顔を一切向けず、眉み間けんにしわを寄せたまま、流れる景色を見つめている。

「なぁ、兄ちゃん」

　東京さんが、魚を丸のみにする水鳥のように斜ななめ後ろに頭を上げ、僕ぼくになんとか目線を向けようとしながら言う。東京さんは、名前とは違ちがい、関西弁だ。

「伝でん説せつと稲いな本もとの試合見たか？」

「えっ？　あっ、はい。会場で見ました」僕はおっかなびっくり答える。

「ほんまか！　俺おれらもあの会場におったんや。なぁ役所」

　体をよじり、運転席と助手席の間から顔をのぞかせながら言う。無む邪じや気きな子どものようだ。

「そうだ」役所さんが短く答える。まるで、インディアンの挨あい拶さつのように。

「そうかそうか。──で、どっちを応おう援えんしとったんや」突とつ然ぜん声色が変わり、ナイフを向けられているかのように、緊きん張ちよう感かんが走る。暑くもないのに脇わきに汗が滲にじむ。どうしよう、この二択たくを間違えたら、とんでもないことが起きそうだ。

「どっちや」

　仕方ない、正直に答えよう。

「……どちらということもないんですが、あえて言うなら伝説さんでしょうか。伝説さんにチケットを貰もらったので」

「なんやお前、伝説の知り合いか」顔がパッと明るくなる。「俺も伝説を応援しとったんや」

　……よかった、正解だったようだ。

「死んでもうたんは残念やったけどな。あいつも親父の敵かたきを討うてて本望やろう」

　伝説さんが稲本さんと親子だったことは今でも伏ふせられている。僕もいちいち、それをどこかで言おうとは思わない。「そうですね」と答える。

「お前の親父は、なんの仕事しとんねん」

「……父ですか」

　と言いながら、父のことを秘ひ密みつにしている虹子ちゃんには聞かれたくないため、横目で確認してしまう。幸い、虹子ちゃんの視線は外に向いているし、意識は内に向いているようだ。

　僕は続ける。

「──父は、死にました」

「……そうか、それは悪かったな」東京さんは、本当に申し訳なさそうな声を出し、さらに続ける。「俺らも親父がおらんねん。なぁ、役所」

「そうではない」またしても役所さんは短く答える。

「おらんようなもんやろ。俺ら二人は、施し設せつで育ったんや」

　施し設せつ……僕ぼくと姉もそこに入る可能性があった。実際、見たことはないが、その言葉からどうしても、強制的で一方的な管理をイメージさせる。

「俺おれは、そこでオカンに捨てられたから、親父の顔なんて一度も見たことないし、こいつの親父は酔よっぱらいのろくでもない奴やつで、親父の顔なんて二度と見たくないと思うとるんや。一度も見たことないと二度と見たくないや。なぁ？」

「そうだ」役やく所しよさんが答える。もしかすると役所さんは、「そうだ」か「そうではない」しか言わないのかもしれない。まるで本当の区や市の役所のように事務的に会話をこなしている。

「だから俺らにとって、組長がほんまもんの親父や。だから、お嬢じようは、俺らにとって妹みたいなもんや。なぁ？」

「そうだ」

　二人の会話には、確かな温ぬくもりのようなものがあり、僕は少しだけ緊きん張ちようを解く。この人たちは、いざとなれば人を殺す覚かく悟ごを持っているヒットマンかもしれないが、共感出来る部分もある。今なら聞けるかもしれない。先程大おお上かみさんが言っていた謎なぞの言葉──。

「……あの、すいません、さっき【カンジェロ】がどうとかって言っていましたけど、【カンジェロ】ってなんですか？」

　そう言ったと同時に、頭に衝しよう撃げきが走り、視界が揺ゆれた。

　東とう京きようさんに髪かみを鷲わし摑づかみにされたと分かるまで少し時間がかかった。助手席から強引に立ち上がり、狭せまい天井に体をぶつけながらも、右手で僕の髪を引っ張っている。

　そして、そのまま頭を後ろの背もたれに思いきりぶつけられる。頭に鈍にぶい痛みが走り、視界が一いつ瞬しゆん真っ暗になる。

「なんやわれ、【カンジェロ】がなんやて？」

　疑問形だが、僕に聞く気はない。ただ、言っているだけだ。

「わりゃぁ、【カンジェロ】のもんか？　親父の敵かたきは俺の敵やぞ、こら」

　東京さんは、奥おく歯ばを食いしばり、弓を引くみたいに、左手を後ろに大きく下げる。僕には九本の赤い糸を強引に手た繰ぐり寄せているように見える。

　役所さんが急ブレーキを踏ふみ、僕を殴なぐろうとしている東京さんの喉のどを摑んだ。

「そうではない」

「なんやわれ、こら！」

　僕に向いていた東京さんの殺意が、役所さんに向く。だが役所さんも動じない。二人はじっと睨にらみあう。

　東京さんがふーと大きく息を吐はき、力を抜ぬき、僕の頭から手を離はなした。

「分かった、分かった」と言いながら。

　パンパンと叩たたきながら払はらうその両手から、抜けた僕の髪がこぼれる。

　役所さんは、東京さんがしっかりと座り直したのを確認すると、前に向き直り、何事もなかったかのように車を再び走らせ始める。虹にじ子こちゃんにいたっては、本当に何があったのか気づいていない様子だ。ずっと考え事をしたまま、窓まどの外を見つめている。

　僕ぼくだけが、髪かみと制服を乱し、竜たつ巻まきに遭そう遇ぐうしたみたいにおかしな格好をしている。

　…………どうしよう。め、めちゃめちゃ怖こわい。

　鼻から何かが垂たれてくる。鼻血かと思い、親指でそれをすくうが、鼻水だった。
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　車は、虹子ちゃんの家の前で止まる。お前も家の前まで送ったる、と言われたが、これ以上車に乗る気にはなれず、僕も一いつ緒しよに車を降りる。

　怖すぎたので、走り去っていく車に何度も頭を下げた。「ありがとうございます」と。

　虹子ちゃんは、降りても何かをずっと考えたままだった。目線が斜ななめ下を向いている。

「……どうしたの虹子ちゃん」

「うん……泉いずみちゃんが前にも家出したことあるって話はしたよね。そのときの理由がさ、お父さんに彼氏との交際を反対されたからなの。ほら、さっきの店でね、泉ちゃんの写メ見せたら、彼氏っぽい人と来たって言っていたの。ペアリング買って行ったって。もしかすると泉ちゃんは────」

　そこまで言って、虹子ちゃんは口をつぐんだ。予言を口にするのを恐おそれる祈き禱とう師しのように。

　僕が代わりにその先を続ける。「……駆かけ落ちしたと思ってるの？」

「うん」虹子ちゃんは、虫を口に入れたみたいな苦い顔で頷うなずく。

「……どうしてさっき泉ちゃんのお父さんにそれを言ってあげなかったの？」

「だって、この前泉ちゃんが付き合っていた人、おじさんにボコボコにされたって言ってたからさ。餅もちみたいにされたって。だからあんまり、不用意なこと言えないなと思って」

　餅みたいに殴なぐられるとは、なんとも怖い。散々、不用意な発言をしていた虹子ちゃんが思い留とどまったのも頷ける。

「一回、泉ちゃんの部屋に行ったときに、秘ひ密みつの日記帳のありかを教えてもらったんだよね。それ見たら、なんか書いてあるかも」

「それもお父さんに教えられないの？」

「うん。泉ちゃん、お父さんに見せたくないから、隠かくしてるんだろうし……あれ、ところで朝あさ生お君、なんでそんなに髪が乱れてるの」

　餅みたいに殴られそうだったんだ、と僕は心の中で呟つぶやく。

「あれ？」

　虹子ちゃんが僕の背後を見て、少し驚おどろいた顔で言う。

「しげ子さん──」

「えっ？」

　僕ぼくは驚おどろき、振ふり返る。が、早合点だったようだ。虹にじ子こちゃんが、言葉を続ける。

「──しげ子さんの知り合いの人じゃない？」

　虹子ちゃんの視線の先には、ロードバイクにまたがる円えん上じよう真ま智ちがいた。虹子ちゃんは、あの独特な姿をした円上真智を見て、しげ子さんと結びつけたのだろう。間ま違ちがってはいない。

「あっ、じゃあ、僕はこれで」

　そう言って、虹子ちゃんに別れを告げ、僕は円上真智を追う。




　円上真智は、横断歩道の前で、何度も右左と確認している。確認しすぎて、信号が赤になる。

「これから、配達？」

「あぁ、楠くす見みさん。……えっ、楠見さんですよね？」

「そうだよ。心配しなくても、僕は楠見だよ」

「配達じゃないです。今から帰るところです」

　そう言われれば、一度だけトビラ堂に行ったことがあるが、虹子ちゃんの家からそんなに離はなれてなかったかもしれない。こんな住宅街にあんな不気味な店があっていいのかと疑問に思うが、しげ子さんいわく、トビラ堂は資格があるものしか見つけられないらしい。

「資格がないと死角になるんです」としげ子さんが言っていた。

「で、どこ行ってたの？」

　トビラ堂を利用している人なんてそうは多くないはずだ。

「水みず木きさんの家です」

「えっ？　し、しげ子さん帰っているの？」思わず舌がもつれる。

「いえ。あっ、今の『いえ』は否定の『いえ』ですよ。『水木さんの家』という意味で用いたのでは──」

「分かってる。分かってるから──」

「卵の管理を水木さんから任せられていまして。やたらと大きな卵なんですけど」

　河原で拾ひろった卵だ。なんだそうか……。

　急に力が抜ぬけ、僕は分かりやすく肩かたを落とす。なんだか、しげ子さんに対して過か敏びんになっているようだ。

「水木さんがお帰りになったら、この前ご注文された木の人形が入荷したとお伝えください」

「それどんな人形なの？」トビラ堂の商品だ、どうせろくでもない人形なんだろう。

「丑うしの刻こく参まいりで有名な、五ご寸すん釘くぎがたくさん刺ささった木で作った人形です」

　ほら、ろくでもない。「ねぇ、前から一つ聞こうと思ってたんだけど、トビラ堂で働いていて大だい丈じよう夫ぶ？　ノブオさんとか、かなり……なんていうか、変わってるでしょ」

　円上真智は、質問の意味が分からないといった顔で目をぱちくりさせ、次に満面の笑みを浮うかべる。

「心配いりませんよ。確かにノブオさんは、へんてこりんだし、人かどうかも分からないですけど──ってこんなになっちゃったわたしが言うのも変なんですけど──でも、とってもいいもんですよ、帰るべき場所があるのは」

「帰るべき場所？」

「えぇ。今まではなかったですからね。帰るべき場所がないと、逆にどこにも行けなくなっちゃうんですよ。いや、そうじゃないか。どこに行っていいか分からなくなるんですね。だから、水みず木きさんも心配ないですよ。帰るべき場所があるから、どこかに行っちゃってるんですよ」

「あの大きな家があるから？」

「何言ってるんですか！　水木さんの帰るべき場所は────楠くす見みさんですよ」

　僕ぼくは、どうしてか分からないけど、振ふり返り自みずからの影かげに視線を落とす。もしかすると、そこにしげ子さんがいると思ったからかもしれない。だが、そこにあったのは、僕をはっきりとかたどった影だけだった。
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　家に帰ると、姉が奇き妙みようなポーズを取っていた。

　マットの上で、近代美術館に置かれている前ぜん衛えい的な銅像のように複雑なポーズを取り、うーうーと唸うなっている。姉いわく、マタニティヨガらしい。

　姉は、伝でん説せつさんの試合以降、これまでの反動のように、出産に対して前向きになった。

　現在部屋には、大音量で、ミッシェル・ガン・エレファントが流れている。姉いわく、『胎たい教きよう』らしい。ハードロックが胎教にいいなんて聞いたことはないのだが。

　まぁ、しかしながら、姉がいつもの元気を取り戻もどしてくれたのは素直に嬉うれしい。

　姉が、知恵の輪のようなポーズを試しながら僕に話しかけてくる。

「──ずいぶん、遅おそくなったじゃない。ピザ頼たのんで、テーブルの上に置いてあるから。で、どこ行ってたの？」

『組』事務所に行ってましたなんて言ったら、ビックリして子どもが産まれてくるかもしれない。僕は、テーブルの上に置いてある、砂浜に打ち上げられたエイの死体のようなピザを口に運び、何気なさを装いながら、答える。

「同級生の虹にじ子こちゃんと遊んでたんだよ」

「虹子ちゃん？　いつものお化け娘むすめは？」

　……お化け娘。おそらくしげ子さんのことだろう。

「あぁ」と僕は、曖あい昧まいに返事をする。

「何、ケンカでもしたの？」

　しげ子さんとケンカ？　僕は思わず想像してしまう。中国古来の暗器を拳こぶしにつけ、僕を殴なぐりつけてくるしげ子さんの姿を。その想像に要した時間を姉は勝手に暗あん黙もくの了解と捉とらえたようだ。

「何？　倦けん怠たい期き？」とわけの分からないことを言う。「姉は安定期で、弟は倦怠期」とくだらないことまでつけ加える。

「なんだよそれ」

「別にお姉ちゃんに隠かくさなくてもいいのよ。あんたさ、あの子のこと好きなんでしょ」

「そんなんじゃないよ！」

　思わずピザを噴ふき出しながら、咄とつ嗟さに否定する。だが、なぜか心に棘とげのようなものが刺ささった感覚がある。僕ぼくの心の中にいるしげ子さんを傷つけてしまったような。

　──なんだよこれ、なんで僕がこんな気持ちになるんだ。

　無意識のうちに心の防ぼう衛えい反応が働いたのだろうか。話題を逸そらすために、突とつ拍ぴよう子しもないことを口にしてしまう。

「……全然違ちがう話するけどさ、【カンジェロ】って知ってる？」

　姉の目つきが鋭するどくなる。柔じゆう軟なんさを求めていた体が硬かたくなったのが分かる。

「何？　なんであんたの口から【カンジェロ】のことが出てくるの？」

　余計なことを口にしてしまったと後こう悔かいしながらも、姉の口ぶりを冷静に分ぶん析せきしてしまう。やっぱりやばい組織か、人の名前だろうか。僕は適当な噓うそをつく。

「……いや今日学校で、不良が噂うわさしてたんだよ、【カンジェロ】はやばいのどうのって」

「ふーん」姉は少しだけ目を細めて僕を見る。

　まるで信じていないようだが、情報を教えない理由もなかったのだろう。姉が話し始める。

「【カンジェロ】っていうのは、多た国こく籍せきの外国人で結成された犯罪集団よ。おもに麻ま薬やくの密みつ売ばいをしている。メンバーにはナマズのタトゥーが入っているの」

「ナマズ？」

「【カンジェロ】ってのが元々ナマズの名前なのよ。アマゾン川とかにいるの」

　話が少し見えてきた。【市いち古ご組】と【カンジェロ】はおそらく敵対関係にあるのだろう。それで、【カンジェロ】が、組長の娘むすめである泉いずみちゃんを誘ゆう拐かいしたと、【市古組】は考えているんだろう。

「……結構、やばいの？　その集団？」

「やばいなんてもんじゃないわね。ソタイの人間も手を焼いてたわね」

　ソタイとは確か、組織犯罪対策部の略だったはずだ。警察も困るほどの集団なのか。

「あいつら、国を捨てて、金だけ稼かせぎに来てるからね。命や個人に執しゆう着ちやくがないのよ。それにリーダーはいるらしいけど、特別な上下関係もないから、組織自体にも執着がない。もちろん、この国にも執着がない。だから、ムチャクチャしまくってるのよ」

　確かにそれは怖こわい。守るものもルールもないのだ。

　泉ちゃん……もし、その【カンジェロ】に誘拐されたのだとしたら、とんでもない目にあわされるのではないか。だが、妙みように引っ掛かかる。何かが変だ。ジグソーパズルのピースを強引にはめたような違い和わ感がある。

「ほら、最近だと、朝あさ生お、あんたも聞いたことない？　若者の間で流は行やってる『スカーレット』、あれも【カンジェロ】の仕し業わざらしいわよ」

　──『スカーレット』。一かず穂ほさんが、売りさばこうとしていた脱だつ法ぽうドラッグだ。流していたのは、【カンジェロ】だったのか。

「分かった？　今情報を教えてあげたのは、どれだけ怖こわい組織か教えるためよ。あんたも馬ば鹿かじゃないんだから、どれだけ危ないか理解したでしょ。変なことに首を突つっ込むのはやめなさいよ」

「分かってるよ」

「ねぇ」と、姉の目が思っていたよりも深刻なものに変わっていて、僕ぼくの顔も思わず強こわ張ばる。

「最近、あんたのことちゃんと見てなかったけど、何も思ってなかったわけじゃないから。ずっと、わたしは朝生、あんたのことを心配してるから。それを忘れないで」

「……分かってるって」

「もしなんかあったらすぐに言いなさいよ。車にチェーンつけて引きずりまわすぐらいのことならやってあげるから」

　ミッシェル・ガン・エレファントを大音量で聞きながら、『マッドマックス』ばりの発言をする姉。胎たい教きようって、一体なんなんだろう？
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　この花を、【病人の妖よう精せい】と名づけた人は天才かもしれない。

　空中庭園にこの花を植えたご主人がいなくなったあとも、すくすくと育ち、三月に入ると、花粉を撤まき始めた。どういう原理かは分からないが、花弁が揺ゆれ、ゴボッと妙みような音を出し、真黒な花粉を吐はくのだ。だがここは、別名『風無』と呼ばれる飾かざ梨なし高校だ。花粉は地面に落ち、空中庭園は、焼畑をしたあとのように、真っ黒になっている。樹いつき君がこれを見たらきっと怒おこっただろうが、花粉が火山灰のように町に降り注がなかったことを思うと、これでよかったのかもしれない。

「うわぁ、凄すごいっすね」

　そう言って空中庭園にやってきたのは、天あま城ぎ苗なえだ。黒い粉を踏ふんでいいのか分からず、熱せられた鉄板の上を歩いているかのようにつま先立ちでやってくる。

「なんだ、君か？」

　実は、ここで人を待っていた。

「なんすかそれ！　水みず木きさんじゃないからって、ふてくされないでくださいよ」

「……そんなんじゃないよ」

　みんなして、しげ子さんのことに触ふれてくる。それほど、僕としげ子さんは周りから見れば親しん密みつだったのだろうか？

「楠くす見みさんの考えていること、分かりますよ。捜さがしたくても、怖こわくて捜せないんでしょ。あのお兄さん、何企たくらんでいるか分かりませんからね。眠ねむったままだからって、安心出来ませんよね。水みず木きさんが、お兄さんに操られているんじゃないかって考えているんでしょ」

　さすがに、部外者で僕ぼくとしげ子さんと楽らくの関係について知る唯ゆい一いつの人物だ。鋭するどい。

「……ハリガネムシ」天あま城ぎ苗なえが呟つぶやく。

「えっ？」

「確かあの箕みの輪わさんっておじいちゃんがそんな話してましたよね。水木さん、お兄さんに飲まされたことあるんでしょ」

　そうだ、あれだって一つの洗脳だ。今のしげ子さんならともかく、純じゆん粋すいだった子どもの頃ころなら洗脳だってしやすかったのではないか。しげ子さんにインプットされていたなんかしらのスイッチが入り、僕の目の前から姿を消したのではないか。

　あー、しげ子さんのことを考えると、どんどんモヤモヤしていく。僕は話題を変える。

「……で、君はなんの用で来たの？　あのゾンビ映画のオーディションはどうなったの？」

「何言ってんすか楠見さん。こんな可愛かわいい子にゾンビなんか似合うわけないじゃないですか」

　……落ちたんだな。

「これっすよ、これ。ゾンビより、よっぽど似合っているでしょ」

　天城苗は、そう言って、スカートを上品につまんでみせる。

　よく見れば、天城苗は、飾かざ梨なしの制服を着ている。

「ようやく気づきましたか。そうっすよ。今日は、制服を合わせに来たんです。どうっすか、似合っているでしょ」

「遅おそくなったな。死神の兄貴」

　天城苗の後ろから、一かず穂ほさんが現れる。ようやく来たか。僕が待っていたのは、一穂さんだった。

「で、なんの用だ？　死神の兄貴」

「やめてくださいよ、その呼び名」

　一穂さんは先せん輩ぱいなのに、あの試合以降、僕のことを『死神の兄貴』と呼ぶ。ただでさえ、僕の評判は最悪なのに金きん髪ぱつの不良に『死神の兄貴』なんて呼ばれたらたまったもんじゃない。毎度毎度、やめてくださいと頼たのんでいるのだが、そう呼ばしてくれよ、と一穂さんは聞いてくれない。

「で、なんの用だ？　誰だれかを殺せとか言うなよ。俺おれにはそんな真ま似ね出来ないぞ」

「僕だって出来ませんよ。ちょっと、聞きたいことがあるんです」

　と言って、天城苗を見る。

「あっ、なんすかその目。わたしを邪じや魔ま者もの扱あつかいしましたね。っていうか、まだ制服の感想聞いてないんすけど」

　天あま城ぎ苗なえが首を突つっ込むと、やっかいだ。僕ぼくは一かず穂ほさんを引っ張り、非常階段へと連れて行く。

「あの……『スカーレット』について教えてほしいんですけど」

　一穂さんの顔が少し歪ゆがむ。昨日の夜に見た悪夢を思い出したみたいに。

「そんなもん、もうやってねぇよ」

「えぇ、知ってます。聞きたいのは、【カンジェロ】についてです」

「【カンジェロ】？　死神の兄貴、今度は、【カンジェロ】を向こうに回してるのかよ。とんでもねぇな」

「いえいえ、そんなんじゃないです。ただ、興味があるだけです。何か、知ってるんですか？」

「とんでもねぇ奴やつらってことだけだな。悪事を働くためにはなんだってやるんだ」

　それは、姉も言っていた。

「自分の顔を変える奴だっているって話だぜ。捕つかまらないために、整形するんだってよ」

「……自分のアイデンティティにもこだわりを持たないってことか」

　聞けば聞くほど恐おそろしい。テロ集団みたいだ。

「アイデ──？　俺おれは難しいことは分からねぇけどよ。とにかく、奴らは使えるもんはなんでも使うんだ。俺たちにケンカ売ってきた奴らいただろう」

「あの頭に剃そりこみ入れた？」

「あぁ、噂うわさだと、あいつらの姿が消えたらしい」

「えっ？」

「あくまで噂だぞ。噂だけどな、あいつらはメキシコ人に顔を整形されて、そのあと殺されたらしい」

　殺された、という言葉が、川に投げ捨てられた自転車のように僕の心を汚よごしながら沈しずんでいく。そしてそこから剝はがれた、『整形』という単語だけが、底から浮うかんでくる。

「……整形？　どうして整形なんてされたんですか？」

「不法入国者として、メキシコに送り返すためさ。メキシコには、【カンジェロ】の別組織があって、死体の中に金とか、日本でしか手に入らない物を入れて、向こうでばらすんだ」

　死体すら、利用するのか。メチャクチャだ。だが、どこまで本当の話か分からない。確か、不良集団の人たちに赤い糸はなかったはずだ。ただ、話し半分だとしても、恐ろしいことには変わりないが。本当にメキシコ人に整形されて、向こうで労働させられているのかもしれない。

　一穂さんは、知っていた情報を話しただけなのに、顔を真っ青にしている。自みずから想像してみて、その恐ろしさを再度痛感したのかもしれない。

「リーダーの人はどんな人なんですか？」

「それは、誰だれも知らねぇんだ。左腕うでがないという噂もあるけど、それも都市伝説みたいなもんだ。元々、【カンジェロ】ってのはリーダー自身が呼ばれていた異名らしい。死神の兄貴は、【カンジェロ】ってナマズがどんなのか知ってるか？」

「いえ」

「人間のあらゆる穴に入り込んで、中から喰くい破る恐おそろしい魚なんだってよ。一度、入ると中でヒレが引っ掛かかって取れなくなるんだ。現地では、ワニとかピラニアよりも恐れられてる」

　そんな魚がこの世に存在していたのか。しげ子さんがペットとして飼いそうだ。

「リーダーと呼ばれる男は、メキシコの麻ま薬やく組織に潜もぐり込み、一人で壊かい滅めつさせて、新しい組織を作り上げたんだそうだ。そこから、【カンジェロ】って呼ばれるようになったらしい」

　なんだか別の世界で起きている物語みたいだ。ドラゴンとか巨きよ人じんの話をしているみたいに。

　でも、僕ぼくの心に引っ掛かっていた疑問の正体が分かった。

　────泉いずみちゃんを誘ゆう拐かいしたのは、本当に【カンジェロ】だろうか？

　もし、【カンジェロ】が、泉ちゃんを誘拐したとしたら、何か要求されなければおかしいのではないか。例えば、身代金とか。でも、【市いち古ご組】を見た限りそんな様子もなかった。なんの要求もなければ（こんなこと考えたくもないが）すぐにでも殺して、相手を揺ゆさぶりそうなもんだ。一かず穂ほさんや姉から聞く限り【カンジェロ】のリーダーは、どこまでも残ざん忍にんだし、どこまでも合理的な性格に思える。その人物像と、今回の誘拐騒そう動どうとは、少し結びつかない。

　本当に、泉ちゃんが自みずからの意思で家出しているだけだとしたら、どうだろう？

【市古組】の人たちは、このまま【カンジェロ】の仕し業わざだと思い込み、戦争をするつもりだろうか。

　いや、まてまて。もし、そうだとしても、僕になんの関係もないではないか。そんな恐ろしい戦争に自ら飛び込む理由はどこにもない。

　────と、思えたら、いいのだけれど。

　僕の体から、『僕』が離はなれ、俯ふ瞰かんして僕の体を見る。間ま違ちがいなく僕は、何をどう迷っても、最終的にこの話に首を突つっ込むだろう。それはこれまでに起きた事件で痛いほど分かっている。

　これは、僕が防げるかもしれない──『死』だからだ。

　はぁ、と一つため息をつく。だとしたら、準備が必要だ。
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　ここには、正直来たくなかったが、仕方がない。

　授業が午前中で終わり、その足でしげ子さんの自宅を訪れた。そういえば、明るいうちにここを訪れたのは初めてかもしれない。いつも不安にさせるジャングルのような庭も、今日は思いのほか早く抜ぬけることが出来た。

　焼け落ちた家を前に、「お邪じや魔まします」と一声かける。そこにしげ子さんがいないことは、赤い糸があっちの方向を向いているので分かっているが、儀ぎ礼れい的に言う。地下室の扉とびらを開け、地下へと降りる。電気はついたままだった。しげ子さんがそのままの状態でどこかに出かけたのか、もしかすると定期的に帰っているのかもしれない。

　──しげ子さんが消えたあと、何度もここを訪れようと考えた。

　何か手て掛がかりがあるのではないかと。だが、どうしてもあの玄げん関かんの小門を開くことはできなかった。知ってはいけないことを知ってしまうのではないかという思いが勝ったのだ。それが致ち命めい的な事態を招くのではないか、と。だが、今日ここにやってきたのは別の目的だ。そうだ、しげ子さんのことが知りたくてここにやってきたわけではない。

　地下室には、たくさんの部屋がある。僕ぼくは、その一つ一つを開けたい衝しよう動どうにかられる。実は、ずいぶん前から一つの仮説があった。

　ポケットから、あれを取り出す。箕みの輪わさんから渡わたされた鍵かぎだ。

　この地下室のどこかに、この鍵に合う扉とびらがあるのではないか？

「違ちがう違う」と僕は大おお袈げ裟さに首を振ふる。そんなことをしにここに来たのではないのだ。

　僕は、一番可能性がありそうな、以前訪れたしげ子さんの寝しん室しつの扉へ向かう。

　やはりここでも、誰だれもいないことは分かっているが、ノックをして、「しげ子さん、入るよ」と声をかける。

　そこは、以前のままの恐おそろしい部屋だった。恐ろしい記事や写真が壁かべ一面に貼はられていて、机つくえの上には恐ろしい実験のあとがある。目的の一つはこれだ。稲いな本もとさんの写真を見たときに、写真にも糸が写ることが分かった。それを、改めて検証すること。

　壁に貼られた写真の中には、連続殺さつ人じん鬼きのものもある。しかも幼少期の写真だ。

　検証にはちょうどいい。僕は写真の人物の左手に目を凝こらす。

　確かに、そこからは、三本の糸が見える。

　──やっぱり、赤い糸は写真に写るんだ。

　ふと、その写真の隣となりを見ると、『グールマン』事件のときに手に入れた死体の写真があることに気づく。

　カメラのフラッシュを浴びたかのように頭の中が光り、あのときの出来事が鮮せん明めいに蘇よみがえる。

　それだけじゃない。ここには、しげ子さんの記き憶おくの一部とも言うべきものが溢あふれかえっている。メス、硝しよう酸さんの瓶びん、注射器、手て錠じよう……。

　じっと目を凝らすと、強い光を見たあとに現れる光の粒りゆう子しのようなものが輪りん郭かくをかたどり、しげ子さんの残像が見えてくるようだ。しげ子さんの微かすかに濡ぬれた小さな唇くちびる。一月の雪合戦で見たあの唇…………。

　あー、違うっ！　僕は大きく首を振り、それでもたらず頭をかきむしる。

　僕はしげ子さんを捜さがしに来たわけじゃない。違う、違うんだ。

　大体、死体の写真を見て、昔を懐なつかしむなんて僕はどうかしている。ここだ、この空間が僕をおかしくさせているんだ。しげ子さんが、そういう仕掛けを施ほどこしているんだ！

　──早く目当てのものを探さなければ。

　慌あわててここに来たもう一つの目的を果たすために、周囲を見み渡わたす。

　それはあっけなく見つかった。机つくえの上に、無造作に置かれていた。まるでしげ子さんが、僕ぼくが取りに来るのを見み越こしていたかのように。

　──以前、不良集団を撃げき退たいしたときに使った吹ふき矢だ。

　これがどこまで役立つのか分からないが、ないよりはましだろう。

　僕はそれを手に取り、逃にげるように部屋を出る。と、そのときだ。おかしな音がした。

　ギギギ、ギギギ、と。

　電気を流されたかのように、体がピタリと止まる。耳に全神経を傾かたむける。

　……ギギギ、ギギギ。

　やはり、どこからか音がしている。思わず、左手の小指を確認する。赤い糸は、地下室の階段を上っていく。しげ子さんではない。もう一度、音に集中する。

　……ギギギ、ギギギ。

　近い。隣となりの部屋か。僕は息を止め、ゆっくりと隣の部屋の扉とびらを開く。

　目に飛び込んできたのは────白い壁かべだった。

　いや、卵だ。河原で拾ひろったあの大きな卵だ。そこから音がしているのだ。

　僕はホッと息を吐はき、扉を完全に開ききる。

　その部屋は、それまでに見てきた地下室のどの部屋とも違ちがう異質な空気を纏まとっていた。

　ラブソルジャーのグッズで溢あふれかえっている。ラブソルジャーのフィギュア、武器、スーツ、怪かい人じんを模したサンドバッグまである。どれも精せい巧こうに出来ていて、明らかに子どものために作られた市し販はんのものではない。武器は恐おそろしく研とぎ澄すまされていて、スーツはずっしり重く本当に身を守るために作られている。

　最初は、ラブソルジャーのグッズ保管庫かと思ったが、どちらかと言えば、ラブソルジャー養成所といったほうがしっくりくる。そういえば、しげ子さんは、ラブソルジャーは楽らくの趣しゆ味みだと言っていた。もしかすると、この部屋は楽が作った部屋なのかもしれない。だから、他の部屋とは違う空気を纏っているのかもしれない。

　卵からまたしても、ギギギ、ギギギ、と音がする。

　その音は、僕に機械人形を連想させる。楽が仕し掛かけた何かが、もうすぐ生まれようとしている。そんな想像を搔かき立てられる。

　よく見ると卵の中が微かすかに光っている。

　僕は卵に気づかれないようにゆっくり扉を閉め、しげ子さんの家をあとにした。
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「いいよ、僕一人だけで行くから」

「何言ってるの朝あさ生お君、日記帳のある場所を知ってるのはわたしだけなんだよ」

「だから、それを教えてくれれば僕ぼくが見てくるから」

「女の子の大事な秘ひ密みつを、男の子に見せるわけにはいきません」

　先程からこの会話を何度も繰くり返しているが、虹にじ子こちゃんは一向に折れない。

　僕たちは、泉いずみちゃんの自宅の塀へいの前にいる。泉ちゃんの失しつ踪そうの理由を知るためだ。正面から行っても追い返されるだけだろう。だから、僕は忍しのび込むことにしたのだ。

　泉ちゃんのお父さんの──組長の──自宅に。

　全まつたくどうかしている。しげ子さんと一いつ緒しよにいることで、僕の常識はすでに歪ゆがんでしまっているのかもしれない。だが、泉ちゃんの日記帳を見れば、何か分かるかもしれないし、泉ちゃんの写真を見つけることが出来れば、泉ちゃんに糸があるかどうか分かる（虹子ちゃんの携けい帯たい電話のフォルダーにある泉ちゃんの画像には、残念ながら左手が写っているものがなかった）。それが確かな答えになるとは限らないが、一つの目安にはなるはずだ。糸がなければ、泉ちゃんが誘ゆう拐かいされていたとしても殺されることはないのだから。

　それに、組長は今、あの事務所にいるはずだ。ここに警備がいないわけではないだろうが、幾いく分ぶん手て薄うすなのではないか。微かすかな風でも吹ふき飛びそうな、安心材料ではあるけど。

　しかし、虹子ちゃんまでついてきたのは、予想外だった。いや虹子ちゃんの性格ならば、十分にあり得たことだ。そこまで考こう慮りよしておけばよかった。

　組長の自宅の塀は、ちょうどしげ子さんの家を三回りほど小さくしたような形だった（それでも十分に豪ごう邸ていだ、しげ子さんの家が大きすぎるだけで）。大きな門もん扉ぴがあり、高い塀が四方を囲む。だが、その塀もしげ子さんの家よりも低いので上れないことはない。

　監かん視しカメラも取りつけられているが、死角がないわけではない。僕は、以前燈あかりさんの前でしげ子さんがおこなった監視カメラの目をかいくぐる動き（壁かべを虫が這はうような）で、移動する。

「何してるの？」

　普ふ通つうに後ろを歩く虹子ちゃんが尋たずねてくる。

「えっ、いやこれは──」

　冷静につっこまれ、なんだか恥はずかしくなり、壁から離はなれる。

「──ねぇ、虹子ちゃん、本当についてくるの？」

「しつこいなぁ、朝あさ生お君は。しげ子さんだったら、止めた？」

「えっ？　いやそれは──」

「なんでわたしだったらダメなの？　さすがの虹子ちゃんも怒おこるよ。虹子ちゃんは怒るとマーロン・ブランドぐらい怖こわいんだよ」

　そう言って虹子ちゃんが頰ほおを膨ふくらませる。それが怒っているポーズなのか、マーロン・ブランドの真ま似ねなのか、判別がつかないが、可愛かわいいということだけは分かる。

　──分かるが、本当に、連れて行っていいのだろうか？　まだ、判断がつかない。

「あれ？」

　虹にじ子こちゃんが急に、口を手で押おさえる。

「なんかわたし、吐はきそうかも」

「えっ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　やっぱり、無理していたんだ。それはそうだろう、僕ぼくはしげ子さんに連れ回され何度かこういう経験があるが、それが普ふ通つうのリアクションだ。

「朝あさ生お君、手、手お願い！　間に合わない！」

「えっ？　えっ？」と何がなんだか分からず、虹子ちゃんに向かって両手で水をすくうみたいな形を作り差し出す。

　ポンと軽やかに、その手を踏ふみ台にし、虹子ちゃんが塀へいを上がる。

　そして、僕に手を伸のばす。「はい、朝あさ生お君も早く上がってきて」

「ちょっと、何してるんだよ」

「ほら、早くしないと見つかっちゃうぞ」

　虹子ちゃんがついてくるのは今でも反対だが、早く僕が上らないと見つかる可能性があるし、なにしろしっかりとパンツが見えていた。僕は罪の意識を感じながらも、素早く手を取り、なるべくパンツを見ないようにしながら、塀を上る。
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　忍しのび込んだ家は、豪ごう邸ていと呼ぶべき平屋の日本家屋だった。

　そんなに大きくはないが、枯かれ山さん水すいと池もある。なんとも組長らしい家だ。

　僕の思おも惑わく通り、人ひと気けはなかった。黒いサングラスをかけ、常に胸むねの内ポケットに手を忍ばせた屈くつ強きようなボディガードはそこにはいない。思惑通りではあるが、若じやつ干かん拍ひよう子し抜ぬけでもある。僕は、すいすいと、虹子ちゃんの案内で、泉いずみちゃんの部屋まで辿たどり着く。

　そこは、なんとも女の子らしい部屋だった。ところどころ、ピンクが取り入れられ、ベッドにはそれでは寝ねにくいのではないかと思うほど、ぬいぐるみが置かれている。

「──うん？」

「何どうしたの？」

　本ほん棚だなの中にあるＤＶＤのパッケージ。『ゴッドファーザー』のＤＶＤだ。ついこの間、虹子ちゃんが『ゴッドファーザー』だか、マーロン・ブランドだかにはまっていたことがあったが、あれも泉ちゃんに借りたものだったのか。

　……でも、それはちょっと変だな。

　ここが、組長の娘むすめの部屋と言われれば納得出来るが、泉ちゃん自身は、組長の娘という肩かた書がきを嫌いやがっていたはずだ。

「ねぇ、虹にじ子こちゃん、泉いずみちゃんって、組長の娘むすめであることを嫌いやがってたんでしょ」

　僕ぼくは声を潜ひそめながら虹子ちゃんに尋たずねる。

「そうだよ」虹子ちゃんはいつもの声量で答える。

「なのに、『ゴッドファーザー』は好きなの？」

「だって、名作だもん。あのマーロン・ブランドがアル・パチーノに言った名めい台詞ぜりふ知ってる？　えっと、あれ？　ってわたしがど忘れしちゃったよ。今思い出すからちょっと待ってね」

「いやいや、ちょっと待って。名作でも、泉ちゃん、そういう作品自体嫌きらいそうだけど」

「うーん、なんていうかその辺は複雑なんだけど、泉ちゃんは確かにお父さんのこと嫌ってるんだけど、結構、『ゴッドファーザー』みたいなマフィア映画とか、好きなんだよね。あと、好きになる人も、不良みたいな人が多いの」

「そうなの？」

「うん、餅もちみたいにされちゃった人もちょっと不良っぽかったし。ちょうど一かず穂ほ先せん輩ぱいみたいな感じ」

　そんなものなのだろうか。まぁ、言われてみれば、分からなくもないか。お父さんが『組』の人という状じよう況きようが嫌なのであって、そっち系の世界や人間に対しては変な先入観がないのかもしれない。

　ガタンと大きな音がし、意識が目の前に戻もどる。虹子ちゃんが、机つくえの引き出しを開いている。

「虹子ちゃん、ちょっと静かにやろうよ」

　と言ってみるが、虹子ちゃんは作業に夢中で耳には届いていない。

　虹子ちゃんが開いた引き出しは、二段構造になっていて、偽にせの底板が外れるようになっている。名前を書くと人を殺せるノートが手に入れば、ピッタリの隠かくし場所になりそうだ。

　底板を外すと、日記帳が現れる。

「あった」虹子ちゃんは、日記帳を手に取ると、僕に言う。「朝あさ生お君は目をつぶってて」

「なんで？」

「だって、乙女おとめの秘ひ密みつだよ。本当はわたしだって、見ちゃいけないもんだよ」

　部屋に忍しのび込んでいるのに、そこはダメなのか。僕は複雑な乙女心に困こん惑わくしながら、僕も本来の目的を果たさねば、とコルクボードに貼はられた写真に目を向ける。

　たくさんの写真が森の枯かれ葉のように重なって貼られている。その中には虹子ちゃんとのツーショットのものもある。

　──どうだ、左手の小指が写っているものはあるか？

　僕は、意識を集中させ、ピントを合わせるように目に力を入れじっくりと写真を見る。

　これなんかどうだろう──。

　どこかの海で撮とられた写真だ。泉ちゃんが水着姿で両手の甲こうをこちらに向け、ヒップホップ歌手のポーズを真ま似ねている。隣となりには、同じく水着姿の虹子ちゃんがいるが、上に別の写真が重なっていてよく見えない。

　僕ぼくは、その写真を剝はがし手に取る。それが最も泉いずみちゃんの左手がはっきりと見えたからだ。決して虹にじ子こちゃんの水着姿が見たかったからではない。

　泉ちゃんの左手の小指に注目する。

　────糸はない。

　僕はひとまず、ホッと胸むねをなでおろす。これで、泉ちゃんが、誰だれかに殺されることはない。

「……あれ？　────なんだよこれ、そんなはずないだろ」

　隣となりで、泉ちゃんと同じポーズを取っている虹子ちゃん──。

　どうして、虹子ちゃんのその手に──赤い糸が結びつけられているんだ。

　僕は知っているはずなのに、振ふり返り、そばにいる虹子ちゃんの左手の小指を見る。もちろん、そこには糸がない。どういうことだ。いや、どうもこうもない。事実は一つだ。過去の虹子ちゃんの手に赤い糸があり、今、赤い糸が結びつけられていないということは……。




　────虹子ちゃんが、誰かを殺した？




「ねぇ、分かったよ」

　そう言って、虹子ちゃんが僕の肩かたを二度叩たたく。虹子ちゃんが僕の顔を見て怪け訝げんな表情を浮うかべる。自分がどんな顔をしているのかまるで分からない。

　板の上でくぼみを求め転がる球体のように僕の心は収まりどころを失っている。

「どうしたの？」

「……この写真って、いつ撮とったの？」

　虹子ちゃんが慌あわてて写真を奪うばい取る。

「やめてよ朝あさ生お君、セクハラだよ。太っているって言いたいんでしょ。これ、一昨年おととしの夏のだもん。こっからちゃんと瘦やせたんだよ。これは食べざかりだったからだよ」

　虹子ちゃんの見当違ちがいの言い訳を僕は訂てい正せいすることが出来ない。砂を詰つめ込まれたみたいに口の中が乾かわき、喉のどがチクチクとする。

「それよりも、これ」と、虹子ちゃんが日記帳を僕の目の前に差し出す。

「あっ、あぁ」と僕は写真のことをひとまず忘れることにする。「何か書かれてた？」

「わたしが思っていたよりも、深刻かも」

「どういうこと？」

「書かれているところ、ちょっと読むね。『昨日、病院に行ってきた。彼は、緊きん張ちようしてたけど、わたしは最新の機器に興きよう味み津しん々しんだった』。あとね、その後に、こう書かれてる。『お父さんは、きっとわたしの変化に気づかないと思う』って」

　僕の脳裏に姉の姿が思い浮かぶ。「……もしかして、妊にん娠しん？」

「うん、それが原因で、彼氏と駆かけ落ちしたのかも」

「なんやお前らか」

　その口調で、姿を確認しなくても誰だれか分かった。扉とびらのところに、東とう京きようさんと役やく所しよさんが立っていた。東京さんは、僕ぼくの髪かみを摑つかみ殴なぐろうとしたときと同じ顔をしている。猛もう禽きん類るいの眼だ。血走っていたり、無む駄だに瞳どう孔こうを開かせたりしていない。静かに鋭するどい眼。

　背筋に冷たい汗が流れる。思わず、服の内ポケットに忍しのばせた、吹ふき矢に手を伸のばす。

「おい、何を出す気や」

　そう言った東京さんではなく、役所さんのほうが素早く動く。服の内ポケットから黒い塊かたまりを取り出す。

　銃じゆうだ。

　まるで、魔ま法ほうや未来の技術みたいに、現実味がない。銃のことに詳くわしくないが、警官が持っているような回転式ではなく、自動拳けん銃じゆうであることだけは分かる。そしてこちらに向いている銃口が、全すべての魂たましいを簡単に飲み込むことが出来るおぞましい穴であることも分かる。

　それは天然の虹にじ子こちゃんですら伝わったのだろう。日記を持つ手が小刻みに震ふるえている。

　僕は気を引き締しめる。僕は縁へりに立っているのだ。一歩踏ふみ外すだけで────死ぬ。

「ちょっと待ってください」ほぼ無意識に言葉を発する。とにかく何か話さなければ。

「なんや、近道しようと思って塀へいを越こえたんか。そうか、ほな、関西人の端はしくれとして、気持ちよー、つっこんだるわ。なんでやねん！」

「違ちがうんです。これを見てください」

　そう言って、虹子ちゃんが持っている日記帳に目を送る。

　虹子ちゃんは、この状じよう況きようにおいてもなお、誰かにそれを見せるつもりはないらしく、両手で胸むねに引きつけ、誰にも渡わたさないというポーズを取る。

「これは泉いずみちゃんが、隠かくしていた日記帳です」

「はぁ？　なんでお前らがそんなもん持っとんねん？」

「虹子ちゃんが、泉ちゃんから隠し場所を聞いてたんです。ここに書いていました。泉ちゃんは、彼氏と駆け落ちしたのかもしれません」

　全て言い切り、呼吸をするのを忘れていたことに気づき、慌あわてて息を吸う。妊にん娠しんのことはとりあえず伏ふせておいたほうがいいだろう。

　東京さんは顎あごを微かすかに下げ、こちらを睨にらみつけるようにじっと見つめる。役所さんの表情には変化がない。銃口もこちらに向いたままだ。生きた心地がしない。

「──せやからなんや」

「えっ？」

「せやからなんやと言うとんねん。お前らがここにいてええ理由にはならんやろ。言うたらよかったんちゃうんか。日記帳があるかもしれませんて」

「言えませんよ。言ったら今度はその彼氏を血ち眼まなこになって捜さがすんでしょ」

「そりゃそうやろ。お嬢じようになんかあったらどうすんねん」

「その泉いずみちゃんが捜さないでほしいと思っていたら？」

　東とう京きようさんの目が少しだけ揺ゆれる。

「本当に泉ちゃんのことを考えてますか？　自分が安心したいからじゃないですか？」

　──そうだ、しげ子さんだって。僕ぼくと一いつ緒しよにいることが幸せとは限らない。

「お前は責任持てるんか？　もしお嬢になんかあったら責任もてるんか？」

「もてます」僕ははっきりと言い切る。

　それだけははっきりと言い切れる。泉ちゃんが誰だれかに殺されることはない。

「皆みなさんは、どう責任を取るんですか？　もし、【カンジェロ】が泉ちゃんを誘ゆう拐かいしたんじゃなかったら」

　東京さんの目が鋭するどさを増し、じっと僕を睨にらむ。僕も東京さんから目を逸そらさない。

　ふっ、と東京さんが微ほほ笑えむ。

　そしてうつむき、クックックッと嚙かみ殺すように笑う。

「なんやお前、おもろいやっちゃなぁ。分かった！」

　東京さんはそう言って、役やく所しよさんが構える銃じゆうに手をかけ下ろさせる。

「信じたろ。俺おれらが責任もったるわ。親父にかけあったる。それでええな役所」

　役所さんはじっと僕の目を値ね踏ぶみするように見つめ、「そうだ」とボソリとこぼす。

「お前らはもう帰れ。あと、その日記は渡わたせ」

　虹子ちゃんはまだ渡したくないようだったが、僕が渡したほうがいいという意味を込めて頷うなずくと、渋しぶ々しぶ東京さんにそれを渡す。

　僕はそこで、ふと我に返り、自分がひどく冷静になっていることに気づく。

　先程まで銃を向けられていたのに。
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　僕と虹子ちゃんは、無言で歩く。

　三月に入り、少しだけ我が慢まん強くなった日も、沈しずもうとしている。

　本物の銃を向けられた恐きよう怖ふを拭ぬぐい去るには、あの場所から一歩でも遠くに離はなれることが必要だった。銃じゆう弾だんが届かない場所まで。

「……ねぇ、朝あさ生お君。わたし、今でも手が震ふるえてるよ」

「僕もだよ」と言ってみたが噓うそだった。あの銃に現実味がなかったからかもしれない。

　手に柔やわらかな肌はだと、冷えた感かん触しよくを感じる。

　虹子ちゃんが無言で手を握にぎってきたのだ。突とつ然ぜん尻尾しつぽを触さわられた猫ねこみたいに、僕は総毛立ち、思わず虹子ちゃんの顔を覗のぞき込んでしまう。虹子ちゃんは恥はずかしそうにうつむき、「お願い、落ち着くまで」と小鳥の羽ばたきのような小さな声で言う。

　僕ぼくは、黙だまって頷うなずき、前を見つめる。

　そしてなんとか鼓こ動どうを抑おさえようと、集中する。だが、意識すればするほど、鼓動は高まる。その鼓動が手を通して伝わるんじゃないかと考えると、また鼓動が高まる。

「ありがとう」

「えっ？」

「朝あさ生お君が、しっかりあの二人に言ってくれたから、わたしたち無事に帰れたんだと思う」

　僕は、どう返事していいか分からず、少し目線を下げる。

「朝生君は、しげ子さんといつもあんなことしてるの？」

「いや、そんなことは──」と言ってみて、そのあとが続かない。確かに、いつもあんなことをしているから。これまでにしげ子さんと一いつ緒しよに行動したことで起こった悲劇をランクづけしたら、先程の出来事は、ベスト５には入ってこないだろう。

「わたし、朝生君がしげ子さんのことが好きな理由が分かるよ」

「好きな理由？　別に僕は──」

「いいから聞いて。しげ子さんは、違ちがう世界の人なんだよ」

「違う世界？」

「そう。さっきの人たちと一緒。わたしたちの世界とは違う人、自分たちの世界で生きる人。自分たちのルールで生きる人。だから、自由なんだよ。フリーダムなんだよ。そして、朝生君は、しげ子さんのそういう部分に憧あこがれているし、魅ひかれてるんだよ」

　違う世界の人──確かにそうかもしれない。

「でも、どれだけ、魅み力りよく的てきでも、あまり向こうに──向こうの世界に──行かないほうがいいと思う。……実は、さっきの朝生君、ちょっと怖こわかった」

　虹にじ子こちゃんが握にぎっていた手をより力強く握り、続ける。

「朝生君には、こっちにいてほしい」

　いつの間にか足を止めていて、僕は虹子ちゃんと向き合っている。

　僕は、自分の足元を見る。

　確かにそうかもしれない。僕は、知らない間に踏ふみ込み過ぎていたのかもしれない。虹子ちゃんが手を差し伸のべてくれている。戻もどろうと言ってくれている。

　今しかないのかもしれない。

　先程の写真を思い出す。一昨年おととしの夏、虹子ちゃんには糸があった。だが、今僕の手を握る虹子ちゃんには糸がない。もしかすると虹子ちゃんは────糸が示す運命を変えたのかもしれない。

「虹子ちゃん」

「ん？」

「明日、学校終わってから暇ひま？　どっか遊びに行こうか？　僕、こっちに引っ越こしてきてからあまり遊びに行ったことないんだけど、こっちにも楽しいとこあるよね」

「もちろん」

　虹にじ子こちゃんはそう言って満面の笑みを浮うかべる。そうだ、元の場所に戻もどろう。
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　授業を昼で終え、僕ぼくは慌あわてて家へと帰った。

　私服に着き替がえるためだ。一時間後に虹子ちゃんと駅で待ち合わせている。

　それほど多くない服を露ろ天てん商しようのように床ゆかに並べ、ありとあらゆる組み合わせを試し、これぞという服を着て、家を出る。

　そして、家を出ると──ズダ袋ぶくろを被かぶせられる。




　…………あれ？




　両手を後ろに回され、結束バンドで縛しばられ、車に押おし込められる。まるで引っ越こし屋のようになれた手つきだ。

　──なんだなんだ、何が起きている。

　虹子ちゃんのサプライズというわけじゃないだろう。僕は拉ら致ちされたのだ。

　三十分ほど車は走り、どこかで降ろされ、ズダ袋が外される。

　そこは──【市いち古ご組】だった。

　目に飛び込んできたのは、血まみれの東とう京きようさんと役やく所しよさんだった。正座で座らされている。顔は腫はれ、頭から血を流していた。その血が、雨あま漏もりみたいに床ゆかにぽたぽたと落ちている。

　隣となりに、木刀を持った大おお上かみさんが立っている。

　大上さんの服は、東京さんと役所さんの返り血で赤く染まっている。

　──これは本当に一体なんなんだ！　何が起きてるんだ。

　ソファーには、泉いずみちゃんのお父さんが腰こしを下ろしていて、リストラされたサラリーマンのように、項うな垂だれているように見える。その泉ちゃんのお父さんが言う。

「そこに座りなさい」

　手前のソファーを指す。僕は、結束バンドを外され、わけも分からずそこに座らされる。

　泉ちゃんのお父さんが、ソファーの上に置いてあった泉ちゃんの日記帳を目の前の分厚いガラスのローテーブルの上に置き、僕に向けて指で少し滑すべらせる。

「この日記帳は、君が見つけたもんだね」

「……はい。そうですが」

「わたしは、君の言葉を信じて、待つことにしたんだよ。そしたらね、今日の朝、これが送られてきた」

　そう言って、真っ白なハンカチを取り出し、日記帳の隣となりに置く。そして顎あごを上げ、僕ぼくに「開け」という顔をする。僕は、恐おそる恐る白いハンカチを開く。

　そこにくるまれていたのは──血まみれの指輪だった。

　見覚えのある指輪だ。あの泉いずみちゃんが好きだったブランドショップにあったウサギのロゴが入ったペアリングだ。

「あと、これと一いつ緒しよにな、ＤＶＤが送られてきた」

　そう言って、「大おお上かみ」と、大上さんに指示を出す。大上さんは、「はい」と言って、置かれていたデッキにそのＤＶＤを入れる。

　ＤＶＤが再生される。──映うつし出されたのは、泉ちゃんだった。

　場所はどこかの工場か倉庫のようだ。波打ったトタンの壁かべが見える。泉ちゃんは、口にガムテープを貼はられ、両手をロープで吊つられていた。

　体に力が入り、石のように固くなっていく。

　──どうして────そんな…………

　映像の中の泉ちゃんの左手の小指には──しっかりと赤い糸が結ばれている。

　その糸は、画面右側へと伸のびている。おかしい。泉ちゃんに糸はなかったはずだ。

　画面の右側から人が現れる。真っ黒な覆ふく面めんをつけた男だ。目も口もない黒い覆面。その男がカンジェロであることは、すぐに分かった。右手に、ナマズのタトゥーが彫ほられていたからだ。その右手には、銃じゆうが持たれている。

　そして、左手の小指には赤い糸が結ばれていて──それは泉ちゃんと繫つながっている。

「そんな馬ば鹿かな……」僕はそう言わずにはいられなかった。

　どんな理由があればこんなことが起こりうるのか、全まつたく想像がつかなかった。

　男は、何も言わず、銃を持つ手を伸ばし、泉ちゃんの頭に向けた。

　何が起こるのか、すでに察していたが、僕は目を離はなすことが出来なかった。

　銃声が鳴る。

　泉ちゃんの頭が弾はじけ、足の力が抜ぬけ、ブランブランと体が揺ゆれる。

　二人を結んでいた赤い糸は、解け、宙に舞まい──消えていく。

　画面の中で泉ちゃんは死んだ。

　背中で銃声を聞いた泉ちゃんのお父さんがゆっくりと顔を上げる。先程まで強く拳こぶしを握にぎりしめていたからだろうか、手の甲こうに爪つめの形の傷がつき、血が滲にじんでいる。

「もちろん、これから【カンジェロ】の奴やつらは、全員殺す。一人一人捕つかまえて、折れるものは折るし、くり抜けるものはくり抜くし、剝はがせるものは剝がすし、毟むしり取れるものは毟り取る。生きているうちにやれることは全すべてやってから殺す。だが、その前にだ。誰だれかがまず責任を取らなきゃいけないんだ」

　そう言って、泉ちゃんのお父さんは、ローテーブルの上に乗ったハンカチと指輪を手で払はらい、床ゆかに落とすと、ドンと銃じゆうを置いた。

　前に役やく所しよさんが構えていたものと違ちがい、回転式の銃だ。

「君が決めろ。それで、自分の頭を撃うち抜ぬくか、東とう京きようと役所を撃つか」

「そんな──」

「それ以外はない。心配するな、死体は誰だれにも発見されることはない。君が死んだ場合も、君があいつらを殺した場合も」

「ちょっと待ってください！」

「待ったじゃないか。君が言うから。待ったら、死んだんだ。泉いずみは、頭を撃ち抜かれて死んだんだ」

　泉ちゃんのお父さんはじっとこちらを見つめる。その顔は、今にも泣なきそうだった。辛つらくて辛くて、仕方がないといった顔だった。だが、同時に誰の言葉も必要とはしていなかった。

　僕と泉ちゃんのお父さん以外誰も話さない。完全なる沈ちん黙もくを守っている。

「でも」と何か言おうとするが言葉が続かない。話さなければ、悪い方向に進むことは分かっているのに、声が出ない。東京さんと役所さんに目を向ける。じっとこちらを見つめている。

　こうなったことを恨うらんでいるわけではない。目が、「撃て」と言っている。「俺おれたちを撃て」と。僕は、何も考えられなくなり、目を閉じる。

　頭を抱えたいが、手は僕のものじゃなくなったみたいに先程から言うことを聞いてくれない。

　目を閉じると、ごく自然にしげ子さんの顔が思い浮うかぶ。

　もう、何度もしげ子さんを頭から追い払はらおうとしたのに、とんでもない目にあうと決まってしげ子さんの顔が浮かんでしまう。でも、しげ子さんを思い浮かべるだけで心が落ち着くのも事実だ。

　僕は、心の中にいるしげ子さんに語りかける。

　しげ子さん、僕はどうしたらいいんだ……。

　心の中のしげ子さんが言う。

「深く考えてください。これまで見てきたものを全すべて思い出し、目の前のものと照らし合わせるのです」

　──これまで見てきたもの？

　息を止め、僕は自みずからの思考に潜もぐる。──まず浮かんだのは、意外にも姉だった。

　そうだ。姉はお腹なかの子と結ばれている。もし泉ちゃんが、本当に妊にん娠しんしていたのだとしたら、あの泉ちゃんを殺した男は、どんな糸の結ばれ方をしているのだろう。泉ちゃんと泉ちゃんのお腹の中にいる子、二人と結ばれているのだろうか？

　先程は混乱して、あの覆ふく面めんの男の指をしっかりと見なかった。意味があるかどうか分からないが、一つ一つ検証してみよう。

「すいません、もう一度映像を見せてもらえませんか？」

「どうして？」とても乾かわいた声で、泉いずみちゃんのお父さんが言う。

「何か分かるかもしれないんです。お願いです、もう一度だけ」

　泉ちゃんのお父さんは、小さくため息をつき、「おい」と大おお上かみさんに指示を出す。大上さんは、僕ぼくを睨にらみ、気に喰くわない様子だったが、組長の指示に従い、再生ボタンを押おす。

　映像が再び流れる。

　僕は、目を凝こらし、覆ふく面めんの男の左手の小指に集中する。

　覆面の男の手には、糸は、確かに二本あった。──だが、それは、僕の予想と違ちがっていた。

　糸は、別の方向に伸のびていた。それは、覆面の男が別のもう一人と結ばれているということにほかならなかった。

　──泉ちゃんは、妊にん娠しんしていなかったのだろうか？　それとも、すでに中絶したんだろうか？

　あの、日記に書かれていた文章を思い出す。

『昨日、病院に行ってきた。彼は、緊きん張ちようしてたけど、わたしは最新の機器に興きよう味み津しん々しんだった』

　それにこうも書かれていたはずだ。『お父さんは、きっとわたしの変化に気づかないと思う』

　──待てよ。

　一かず穂ほさんとの会話が蘇よみがえる。

　──もしかすると。

　そうか、だとすると相手は？　次に浮うかんだのは、『ゴッドファーザー』のＤＶＤ、そして指輪だ。僕は、そこにいる『組』の人たちを、一人一人、じっくりと見つめる。




　────あの人だ。




　理由はなんだろう？　あの人との会話を思い出す。そうだあの人は、【カンジェロ】と戦争をしたがっていた。以前しげ子さんとかわした会話を思い出す。ラブソルジャーの博士はかせの話だ。そうだ、あれと同じだ。博士は、カメロデムという怪かい人じんで、ラブソルジャーを操っていた。僕は、唾つばを一つ飲み込み、もう一度頭を整理する。散らばったピースを集め、一つの仮説を立てる。

　──おそらくこれだ。だから、映像の中の泉ちゃんに、糸があったのだ。

　よし、やるしかない。僕は、床ゆかに落ちている指輪を手に取る。

「……この指輪は、誰だれが買ったものでしょうか？」

「何を言っている？」泉ちゃんのお父さんが言う。

「これはペアリングです。だとしたら、誰に贈おくられたものでしょうか？」

「……彼氏だろう」

「僕もそう思います。でも、これはたいへん高価なものです。僕たち高校生には手が出せないものです。でも彼氏にはこれが買えた。もちろん、泉ちゃんが買った可能性だってあります。でも、ペアリングですからね。彼氏が買った確率のほうが高いでしょう。つまり、彼氏はこのペアリングを買えるだけの財力があったということになる」

「……さっきから何が言いたいんだ」

「最後まで聞いてください。次に、泉いずみちゃんが好きになる人の傾けい向こうは、不良が多かった。お父さんが、『組』にいることには抵てい抗こうがあったのに、好きになる人は、その心とは裏腹に、お父さんに近い人を好きになっていた」

　──泉ちゃんは、『ゴッドファーザー』が好きだった。

　泉ちゃんのお父さんは、じっと僕ぼくを見つめたまま、僕が話を続けるのを待っている。

「ここからはただの憶おく測そくです。おそらく、泉ちゃんの彼氏は──この中にいます」

　泉ちゃんのお父さんが、初めて動どう揺ようを見せる。目を微かすかに見開く。

「そして、その彼氏が──今もなお泉ちゃんを匿かくまっています」

「何を言ってるんだ？　泉は──」

「死んでいません」

「何!?」

「泉ちゃんの日記を読まれましたか？」

「あぁ」

「泉ちゃんが妊にん娠しんしていると思いませんでしたか？　僕もそう思いました。でも違ちがいます。あれは、産婦人科に行ったのではなく、美容外科へ行ったことを書いていたんです」

『昨日、病院に行ってきた。彼は、緊きん張ちようしてたけど、わたしは最新の機器に興きよう味み津しん々しんだった』、『お父さんは、きっとわたしの変化に気づかないと思う』。あれは、そういう意味だったのだ。

「泉が整形したって言いたいのか。整形してどこかに逃にげたと」

「いえ、僕の予想では、泉ちゃんは整形していないと思います。おそらく、顔のデータを取るために、美容外科を訪れたんでしょう。別の人間を、泉ちゃんの顔にするために」

　泉ちゃんのお父さんも、僕が何を言おうとしているのか理解したようだった。

「──さっきの映像で殺されていたのは、泉ちゃんの顔に整形された誰かです」

　一かず穂ほさんの言葉がヒントとなった。「顔を整形して、殺す」

　そうであれば理り屈くつが通る。写真の泉ちゃんには糸がなかったのに、映像の泉ちゃんには糸があった理屈が。だとしたら、殺したのは誰か？　泉ちゃんの彼氏がここにいる誰かだと想定して、僕は一人一人の糸を追った。そして、その犯人を突つき止めた。

「そうですよね────大上さん」

　大上さんの左手の小指を見る。──そこには以前二本結ばれていたはずの糸が一本しか結ばれていない。あの映像の中で覆ふく面めんをしていたのは、大上さんだったのだ。

　泉ちゃんのお父さんが、大上さんを睨にらむ。

　大上さんが、慌あわてて僕を睨む。「何言ってんだ、てめぇ！」

「本当か？」泉ちゃんのお父さんが尋たずねる。

「組長、噓うそに決まってるじゃないですか！」

「おそらく、泉いずみちゃんの顔に整形されたのは、【カンジェロ】にいた密みつ入にゆう国こく者の女性なんじゃないですか。【カンジェロ】の人は、お金さえ貰もらえれば、顔を平気で変える人がいるって聞きます。【カンジェロ】の人間を殺したことが、【カンジェロ】に知られれば、より二つの組織が戦争をする口実になる。──そう、戦争するために、こんなことをしたんじゃないんですか。あの映像で、右手に分かりやすく、タトゥーのシールを貼はっていたのも、【カンジェロ】の仕し業わざだと思わせるためですよね」

「そうなのか」

　泉ちゃんのお父さんは立ち上がり、大おお上かみさんの鼻の先まで行く。俺おれの目を見て言ってみろ、と。大上さんは額ひたいに汗を滲にじませ、諦あきらめたように息を吐はく。

「……【カンジェロ】が持っている麻ま薬やくの利権は大きなもんだ。あれを手に入れれば、うちは大きくなれるじゃねーか」

「俺が、そういうのを嫌きらいなのは知ってるだろ」

「あー、知ってるよ。だから、うちはいつまでたってもこんなしょっぱい場所で組を構えていなくちゃいけないんだ。なぁ、親父、俺に全部任せてくれよ。俺が、ここを大きくしてやるよ。大だい丈じよう夫ぶ、泉は生きている。あいつは何も知らねぇ。ただ、俺の言うことを聞いてただけだ。親父も俺の言うことを聞いてくれよ。そうすれば全すべてうまくいくんだ」

　泉ちゃんのお父さんの拳こぶしが飛ぶ。大上さんは、床ゆかに倒たおれ壁かべに頭を打ちつける。

　泉ちゃんのお父さんは、地面をならすみたいに、黙もく々もくと倒れた大上さんを蹴けり続けた。大上さんの顔がみるみる血に染まっていく。「ちょっと！」と、僕ぼくは、止めようとするが、周りの人たちに無言で押おさえられる。泉ちゃんのお父さんは、息を切らすと、僕に言う。

「すまなかったな。ここからは君は見ないほうがいい。悪いけど帰ってくれるか」

　僕は判断が出来ず、すがるように東とう京きようさんと役やく所しよさんを見る。

　東京さんと役所さんが小さく頷うなずく。

　部屋の中で複雑に張り巡めぐらされる赤い糸の中で、泉ちゃんのお父さんと大上さんを結ぶ赤い糸だけが、怪あやしく輝かがやいて見える。

「泉ちゃんが悲しむことだけは、どうかしないでください」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。立ち上がり部屋を出る。頭の中でしげ子さんの声がする。

「呪のろうなら自分を呪いなさいな」
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　翌日。校門の前で、下校する僕と虹にじ子こちゃんを、黒くろ塗ぬりの高級車が待ち構えていた。

　泉ちゃんのお父さんが降りてきて、「泉が見つかった」と言い、僕に深々と頭を下げた。その泉ちゃんのお父さんの左手には、赤い糸はもう結ばれていなかった。「誰だれかが責任を取らなくてはいけない」、泉いずみちゃんのお父さんが言った言葉が蘇よみがえる。

　虹にじ子こちゃんは、「よかったよかった」と、素直に喜んだ。

　虹子ちゃんには、昨日あったことを話していない（結果的に、デートをすっぽかしてしまったので、機き嫌げんを直してもらうために大変な目にあった）。

　そして、泉ちゃんのお父さんは、せめてものお礼にと、僕ぼくと虹子ちゃんを家まで送り届けたいと申し出た。僕は断ったが、虹子ちゃんが「ラッキー」と車に乗り込んだので、僕も仕方なくそれに従った。きっと明日には、「楠くす見みは、組長に頭を下げさせ、車で送り迎むかえをさせていた」と噂うわさが広がっていることだろう。

　車には、顔中に絆ばん創そう膏こうを貼はった役やく所しよさんと東とう京きようさんが乗っていた。




　前回、この車に乗ったときよりも、ずっと息苦しい。

　僕と虹子ちゃんの間に、泉ちゃんのお父さんが座っているからだ。「もう少し詰つめてくれるかな」と言われ、僕は慌あわててスペースを作る。だがすでに、ドアにへばりつくように体を寄せていたため、少ししかスペースが生まれない。助手席にいる東京さんも、運転席にいる役所さんも、おかしな光景のはずなのに何も言わない。

「泉は、本当に何も知らなかったよ」

　虹子ちゃんは、ポカンとした顔で、泉ちゃんのお父さんを見る。

「わたしの目をごまかすためだ、と、大おお上かみにそそのかされて、手伝っていたらしい」

「……そうですか」

「──組は、解散することにした」

　泉ちゃんのお父さんは、淡たん々たんと言うが、僕は驚おどろき、思わず東京さんと役所さんに目を向けてしまう。どちらも、特別表情は変わらない。役所さんは運転に集中し、東京さんは親指の腹を嚙かんで、じっと前を見つめていた。

「大上は、あれでも息子だと思って大事に育ててきたんだ。泉にしたってそうさ。でもな、今回の一件で分かったよ。わたしが守れるものは限られている。本当に大事なものしか守ることは出来ないんだ。──今は、泉との時間を大切にしたい」

　虹子ちゃんが笑顔で、泉ちゃんのお父さんに言う。

「それは正解ですよ、おじさん。泉ちゃんを大事にしてあげてください！」

　虹子ちゃんは全すべてを理解したわけではないだろうが、泉ちゃんのお父さんが泉ちゃんを選んだことが単純に嬉うれしかったらしい。

「ところで、確か楠見君って言ったね」

「はい」

「老ろう婆ば心しんながら血なまぐさい世界にいた人間からの忠告だと思って聞いてくれ。──君は、生に執しゆう着ちやくしすぎているよ」

「生に？」

「あぁ、君みたいな人間を何人も見てきたが、皆みな死んでしまったよ。余計なことに首を突つっ込んでね。最後は誰だれも守れず、惨みじめに死んでいった。わたしと同じだよ、君だって、本当に大事な人間しか守ることは出来ないんだ。誰もかれも助けようとしていたら、本当に大事な人を失ってしまうぞ。あの映像を思い出してみなさい。もしあれが君の本当に大事な人だったら、と」

　その言葉は、僕ぼくの胸むねに深く突き刺ささった。

　車がゆっくりと、止まる。

　僕は慌あわてて周りを見み渡わたす。だが、そこは、虹にじ子こちゃんの家の前ではなかった。

「どうしたんだ？」

「渋じゆう滞たいですわ。なんや、この辺で映画の撮さつ影えいしとるらしいです。ごっつい長い名前のゾンビ映画です」

「あっ、じゃあ、わたしたちここで降ります」

　急に虹子ちゃんが手を上げる。どうしたんだろう、なんだかソワソワしている。

　僕もこの車に長く乗っている理由はないので、賛同する。

　車が路ろ肩かたに止まり、僕と虹子ちゃんは、車を降りる。わざわざ、役やく所しよさんと東とう京きようさんがドアを開けてくれた。

「楠くす見み君、虹子ちゃん、しっかりな」

　泉いずみちゃんのお父さんが優しく微ほほ笑えむ。憑つきものが落ちたような、本当に優しい笑顔だった。

　扉とびらが閉められ、僕は東京さんと役所さんに向き合う。

「これから、どうするんですか？」

「どないにでもなるよ、ガキの頃ころから、俺おれらはなんとか二人でやってきたからな。なぁ、役所」

　東京さんが、無む邪じや気きな笑みを役所さんに向け、役所さんも「そうだ」と答える。

「……ケガ、本当にすいませんでした。僕のせいで」

「お前のせいちゃうよ。気にしいなや。俺らは、お前のこと気にいっとるんや。まぁ、何かあったら、俺に連れん絡らくしいや。一回だけなら助けたるわ」

　そう言って東京さんは、僕のポケットに強引に名めい刺しを入れる。

　そして、「じゃあな」と軽く手を振ふり、車に乗り込むと、車は走り去っていく。
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「ねぇ、朝あさ生お君……しげ子さんを捜さがす気でしょ」

　車が去ったと同時に、虹子ちゃんが僕にそう言った。

「……うん」

　否定しようがなかった。泉ちゃんのお父さんに、一番大事な人を想像してみろと言われ、浮うかんだのがしげ子さんだったからだ。もし、あの映像みたいに、しげ子さんに何かあったら。

　そう考えたら、いてもたってもいられなくなっていた。

「また、朝あさ生お君、危ない目にあうかもしれないよ」

「……うん。でも──」

「でも？」

「僕ぼくにとって、一番大事な人は────しげ子さんだから。どんなに考えないようにしても、しげ子さんのこと考えちゃうんだ。しげ子さんと一いつ緒しよにいると、とんでもない目にあうって、分かっていてもしげ子さんと一緒に──」

「いい！」

　虹にじ子こちゃんはそう言ってうつむいた。

「……もういいよ」

「……虹子ちゃん」

　虹子ちゃんが慌あわてて顔を上げる。心配ないよという風に、強引に笑顔を作っている。

「──あれ？」

　突とつ然ぜん虹子ちゃんが固いテーブルの上でサイコロを転がしたみたいな声を発する。

「あれ？　えっ？」

「何？　どうし──」

　バハッと、虹子ちゃんが血を噴ふき出す。その血が僕の顔に噴きかかる。

[image: ]

　虹にじ子こちゃんが壊こわれたからくり人形のように、ゆっくりと頭を下げ、自みずからのお腹なかのあたりを見る。僕ぼくもその視線を追う。

　虹子ちゃんの胸むねのあたりが、真っ赤に染まっていく。

　──なんだこれ？

　虹子ちゃんは、ブレーカーを落としたみたいに、意識を失い足元から崩くずれ落ちる。

　慌あわてて手を伸のばし、支え、叫さけぶ。「虹子ちゃん！」だが、反応はない。

　虹子ちゃんが崩れ落ちたことで、その後方にいた人ひと影かげが目に入る。人影は深くフードを被かぶっていて顔が見えない。右手には銃じゆうが握にぎられている。だがそれよりも、僕が目を奪うばわれたのは左腕うでだった。

　そこにあるはずの左腕がなく、袖そでが干された洗せん濯たく物もののように、プラプラと揺ゆれている。

　一かず穂ほさんが言っていた言葉が蘇よみがえる。【カンジェロ】のリーダーは左腕がない、と。

　もしかして──。




　────赤い糸で結ばれた人に、左腕がなかったらどうなるのだろう？




　以前、楽らくとの戦いの中で、僕は自分の左手の小指を切り離はなした。あのとき、赤い糸は、切り離した小指についたままだった。そのあと、再び指をつけたので赤い糸も元に戻もどったが、例えばあの指を粉々に砕くだいて、指そのものをこの世界からなくしてしまったらどうなるのだろう？

　──糸は、消えてしまうのではないか。

　でも、運命が変わるわけではない。それは、赤い糸が見えなくなったというだけで、赤い糸が暗示していた運命はそのままなのだ。

　もし、虹子ちゃんと結ばれていたのが、【カンジェロ】のリーダーだとしたら？

　そのリーダーが、一昨年おととしの夏から去年の春までの間に、左腕を失っていたのだとしたら？

　左腕のない男が話しだす。

「どう思う？」

　その声は、ある意味なんの特とく徴ちようもない声だった。現にすでに忘れかかっている。男性の声だと分かるだけだ。思い出そうとすると、自らの声で再生される。

「どうして撃うたれたと思う？」

　やっぱり、不思議な声だ。存在感のない声。

「俺おれは、あの組との戦争を望んでいた。だからあの馬ば鹿かな若頭をそう誘ゆう導どうしたんだ。お前が邪じや魔まをしなければ、全すべてうまくいったのに。あーあ。なぁ、どう思う？」

　言葉が言ったそばから消えていく。僕は必死で、頭を働かせる。

　カンジェロ──穴から入り、内側から喰くい破る魚。やっぱり、この男が、【カンジェロ】のリーダーだ。

　僕ぼくは何も返せない。ただただ、恐おそろしかった。

　左腕うでのない男はいつの間にか消えていた。まるで最初からそこにいなかったみたいに。

　追おうとは思わない。それよりも、今は虹にじ子こちゃんだ。

　携けい帯たい電話を取り出し、１１９をコールする。

　その間も虹子ちゃんの胸むねからは、湧わき出る泉のように血がコポコポと溢あふれ続ける。僕は、ハンカチを取り出し、その胸に当てるが、ハンカチが赤く染まるだけで、全まつたく効果はない。

　電話の向こうから、オペレーターの声がする。

　僕はつっかえながら、叫さけびながら、事情を説明する。

「──どれくらいで来れますか？　一刻を争うんです！」

「分かりません。もちろん急ぎますが」

　まるでロボットのような声だった。落ち着かせるために冷静な声を出しているのだろうが、逆に僕は苛いら立だってしまう。

「なるべく早くお願いします！」

　そう言って、電話を切る。虹子ちゃんの血は一向に止まる気配がない。血の温度で、微かすかに湯気が上がっているように見える。

　先程の車での会話が蘇よみがえる。東とう京きようさんが、映画の撮さつ影えいで渋じゆう滞たいしていると言っていた。

　──もし、虹子ちゃんが、【カンジェロ】のリーダーと今も結ばれているのだとしたら？

「虹子ちゃん！」

　叫ぶが、返答はない。

　血が抜ぬけているからか、ただの僕の思いこみか、──虹子ちゃんから重さがなくなっていく。

　電柱に貼はられている住所を示す金属のプレートに目を向ける。

　ここは虹子ちゃんの家の近くだ。──ということは、あそこに近い。

　僕は悩なやむよりも前に、虹子ちゃんを抱え走り出していた。
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「いかがなされましたか、ご客人」

　あまりにも間が抜けていておかしな話し方だった。

　トビラ堂。一階が骨こつ董とう品ひん店で二階が病院のトビラ堂。ここならば、虹子ちゃんを助けることが出来るかもしれない。僕はそう考えたのだ。

　目の前には、トビラ堂の店主、ノブオさんがいる。ガラスの破片が顔中に刺ささり、キラキラと顔を輝かがやかせている。左目には、電球入りの義眼が入れられていて、こちらを明るく照らしてくる。何もかもが現実感を失わせている。本当にこの人に任せていいのかと、不安がよぎる。

　──いや、おかしな人だが、腕は確かなはずだ。

　店から、包帯姿の円えん上じよう真ま智ちも顔を出している。

「ノブオさん、友達が撃うたれたんです。治ち療りようしてくれませんか？」

「それは出来ませぬ」顔色一つ変えず腹話術の人形のようにノブオさんは言う。

「えっ？　どうして！　ノブオさんは医者でしょ。僕ぼくの指だって、つけ替かえてくれたじゃないですか！」

「ご客人、確かにわたくしめにはそのような力がありますが、あいにく今は血がないのです」

「血？」

「はい。輸血用の血でございます。血がなければ、この方を助けることは出来ませぬ」

「じゃあ、僕の血を輸血してください！　確か虹にじ子こちゃんとは同じ血液型だったはずです」

「それもまた出来ませぬ。通常、血液は、加工されてから、輸血用に作りかえられておりまする。ご客人の血をこの方に入れましたら、おそらくこの方は死ぬでしょう」

　ノブオさんの目が怪あやしげに光る。いや、ノブオさんの目は元から光っている。そんなことはどうでもいい──。

「死ぬ？　そんな……」

　ふと、楽らくに拉ら致ちされたときのことが蘇よみがえる。あのとき、楽は自分の血を抜ぬき、そのまま僕に入れた。でも、僕の体に異常は起こらなかった。

　──もしかすると、赤い糸が見える人間の血は特別なのではないか？

　僕の左手を見る。当たり前だが、そこには赤い糸は一本しかない。僕と結ばれているのはしげ子さんだけだ。──つまり、僕は虹子ちゃんを殺すことは出来ない。

「ノブオさん、大だい丈じよう夫ぶです！　僕の血を輸血してください。虹子ちゃんは絶対に死にません！」

　ノブオさんは、無言でじっとこちらを見つめる。まるで骨こつ董とう品ひんの品定めをするみたいに。

　そして、静かに口を開いた。

「いいのですか？」

「はい！」

「──あい分かりました」

　ノブオさんはそう言って、ヒュルルルと音を出す。ノブオさんの舌には穴が開いていて、息を吐はくと音が鳴るのだ。そして、それは僕を手術したときと同じ、了りよう承しようの合図だった。




　トビラ堂の二階で手術が行われた。

　ノブオさんは、円えん上じよう真ま智ちを助手に従え、虹子ちゃんの胸むねに埋うまっていた銃じゆう弾だんを取り出した。

　僕は隣となりでベッドに寝ねかされ、カーテンの仕切りの向こうにいる虹子ちゃんに血を送り続けた。

　手術は一時間ほどで終わった。




　────結果は、僕が望むものではなかった。




　全すべて、僕ぼくのせいだ。僕が虹にじ子こちゃんをこんな目にあわせてしまったんだ。

　涙なみだが零こぼれ落ちた。

　僕は貧血を起こし、ふらつく体をなんとか動かし、カーテンを開く。

　その向こうでは、虹子ちゃんが静かに眠ねむっている。

　──変わり果てた虹子ちゃんが。

　めまいを起こし、視界が歪ゆがむが、足をふらつかせながら、虹子ちゃんの元へ行く。

　間近で見る虹子ちゃんの顔は、透すき通るほど白い。唇くちびるも色を失っている。

「虹子ちゃん……ごめん、僕」

　その顔を見ていられなくなり、うつむき、歯を食いしばる。




「……思い出したよ」




　ハッと顔を上げると、虹子ちゃんが目を覚まし、こちらに微ほほ笑えみを向けていた。

「マーロン・ブランドが、アル・パチーノに言った台詞せりふ」

　僕は、泣なきだしそうになるのをぐっと堪こらえ、笑顔を作り、「何？」と尋たずねる。

「『お前にだけは継つがせたくなかった』」

　虹子ちゃんは、頰ほおを膨ふくらませ、精せい一いつ杯ぱい真ま似ねて見せる。その言葉は、まるで僕に向けられているかのようだった。

「そっか」と言うのが精一杯だった。

「……ねぇ、ところでさ──」

　虹子ちゃんが、キョトンとした顔で尋ねてくる。




「────どうして、朝あさ生お君、赤い糸なんかつけてるの？」




　──全ては、僕のせいだ。僕の血を入れたから。

　手術は無事成功した。ノブオさんが言っていた。ここに来なければ、おそらく彼女は死んでいたでしょう、と。だが、命と引き換かえに、その背中には──死神の鎌かまが浮うき上がっていた。

　目の前の光景が歪み始める。それが貧血のせいなのか、本当に世界が歪み始めているのか、僕には、判断がつかない。楽らくが車に飛び込む前に、言った言葉が蘇よみがえる。

「これは、人を狂くるわせ、新たな死を呼び寄せるための力だ」

　──そうかもしれない。僕が全て間ま違ちがっていたのかもしれない。

　僕は、それを数日後、更さらに実感することになる。僕はしげ子さんと再会する。




　────そして、大だい殺さつ戮りくが始まった。








ラブレッド手記　４













　今日は、悲しいことがありました。

　はかせがやってきて、「お別れだ」と言いました。

　かい人が、たくさん人間をころしてしまい、ついに、生きのこったのが、二人だけになってしまったそうです。

　だから、はかせは、地上で、たたかわなくてはいけないそうです。

　はかせは、言いました。

「必ず、カギを持った者があらわれる。カギを持った者があらわれたら、君は地上に出て、かい人をたくさんころしなさい」

　ついに、私もたたかう日がきたようです。

「くんれん」で強くなった力でかい人をやっつけるのです。




　でも、私はこれから、深く眠らないといけないみたいです。

　私を一度、ふつうの女の子にもどすそうです。

　全部、わすれてしまうそうです。そのほうが強くなれるそうです。

　わすれると、これを書けなくなるので、眠る前に書かせてもらいました。

　はかせが、とても大切なことを言ったので、それも書いておきます。

　カギを持った人が来たら、言わないといけないことです。




　スイッチを切るには、スイッチをこわせ




　私には、意味が分かりませんが、大事な言葉だそうです。

　これから私は、本当に、眠ります。




　早く、かい人をたくさんころしたいな。









[image: 第四章　目覚める少女]
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　卵が割れたんだ。

　わけが分からないはずなのに、虹にじ子こちゃんは表情一つ変えず、僕ぼくの言葉が続くのを待った。




　虹子ちゃんが撃うたれてから三日が経たった。

　虹子ちゃんは、トビラ堂で応急処置を終えると、一いつ般ぱん的な病院に移された。トビラ堂のことが世に知られると面めん倒どうなことになるため、夜中に虹子ちゃんに病院の前で待機してもらい、連れん絡らくするという形が取られた。病院側は、虹子ちゃんの傷口を見て、その完かん璧ぺきな処置に舌を巻いていた。

　そして虹子ちゃんのことは、病院から警察、警察からマスコミへと知れ渡わたった。だが、そこまでだった。マスコミから世間に伝わることはなかった。事件にならなかったからだ。

　銃じゆう創そうのような傷があるが、どこかで治ち療りようを受けているし、弾たまも体に残っていない。それに、虹子ちゃん自身、何も覚えていないと言う（僕とトビラ堂のことは、口止めした）。

　警察は、不可解だが事故として扱あつかうほかなく、マスコミは記事にしようにも謎なぞが多すぎてうまくまとめられないようだった。Ｂ級スポーツ新聞が、三面記事に『女子高生が宇宙人に連れ去られ、手術か？』という見当違ちがいの記事を書いただけだった。

　そして今日、ようやく面会が許された。




　虹子ちゃんと会うまで、頭の中で何を言うか色々と考えていたのに、いざ虹子ちゃんを目の前にすると、頭が真っ白になり、無意識のうちに、「卵が割れたんだ」、そう口にしていた。

　僕は仕方なく、用意していた言葉を全すべて捨て、代わりに一枚の新聞記事の切り抜ぬきを手て渡わたした。綺き麗れいにビニールに包まれ真空パックされたものだ。

　そして、この三日間に僕の身に何が起きたのか説明した。

　その新聞記事の切り抜きを持ってきたのは円えん上じよう真ま智ちだった。

　その記事の見出しには、『無職の十六歳さいの少年三人が、不ふ法ほう侵しん入にゆうの疑いで逮たい捕ほ』と書かれていた。更さらに、『幼よう稚ち園えんの庭に開いた巨きよ大だいな穴に何らかの関与があった可能性』と続く。

　記事を読むと、三人の少年は、未成年にもかかわらず、酒を飲み、酔よった勢いで、幼稚園を訪れ、園児だった当時埋うめたタイムカプセルを掘ほり起こそうとしたらしい。

　そういえば、伝でん説せつさんのことを知るためにテレビをつけたときに、そんなニュースをやっていた。幼稚園の庭に大きな穴が突とつ如じよとして現れた、と。

　三人の少年は、タイムカプセルを取り出すと、それを河原まで運び隠かくしたそうだ。だが次の日に見に行くと、そのタイムカプセルは消えていたらしい。

　僕を驚おどろかせたのは、そのタイムカプセルの形だ。

　タイムカプセルは──大きな卵の形をしていたそうだ。

　卵の管理を任されていた円えん上じよう真ま智ちは、この記事を見つけ、僕ぼくにそれを伝えに来てくれたのだ。

　僕は、すぐさましげ子さんの家を訪れた。地下室に行き、ラブソルジャー養成所の部屋を開き、そこに置かれている卵を確かめた。卵は、よく見ると真ん中に切り込みが入っており、上半分を摑つかみ、回すと、ちょうどおもちゃが入ったカプセルのように開いた。

　そこには、子どもたちが詰つめたおもちゃや作文が入っていた。

　以前、ギギギと音がしていたのは、子どもたちが詰め込んだものの中の一つに超ちよう合ごう金きんのおもちゃがあり、それが動いていたからだ。目が光るようになっていたので、中から発せられた光もこれが原因だろうと思われた。

　僕は、その子どもたちが詰めた夢や思い出の中から、一つの作文を取り出した。

　そこには、しげ子さんが捨てた昔の名が書かれていた。まぎれもなく、幼いしげ子さんが書いた作文だ。しげ子さんは、この卵が、昔埋うめたタイムカプセルであることを知っていたのだろうか？　いや、知らなかったような気がする。だが記き憶おくの片かた隅すみに残っていて、無意識のうちに卵をここに運ぼうと思ったのではないか。

　その作文の内容は、とても恐おそろしいものだった。それは、作文というよりは手記に近く、現実離ばなれした内容だった。

「その内容を、伝えないといけないんだ。取り返しのつかないことになる前に。だから──」

　僕は意識的に虹にじ子こちゃんの目を見つめ、続けた。




「これから、しげ子さんを捜さがしに行ってくるよ」




　虹子ちゃんは、僕の左手をじっと見つめた。

「帰ってきたら、そのことについて、説明してくれるんだよね」

「……うん」

　僕は虹子ちゃんにまだ──赤い糸のことが言えずにいた。

　それは、虹子ちゃんのためではなく、僕にまだその覚かく悟ごがないからだ。赤い糸のことを知れば、虹子ちゃんが変わってしまうかもしれない。

「……必ず帰ってきて、説明してね。必ずだよ」

　虹子ちゃんは、気づき始めている。これが恋こい人びと同士を結ぶ糸でないことを。

　僕があいまいに頷うなずいたのは、虹子ちゃんに説明することを躊躇ためらっているからではなく、必ず帰ってくる自信がなかったからだ。

　僕は虹子ちゃんに別れを告げ、糸を追い始めた。
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　こうして、赤い糸を辿たどるのはいつぶりだろうか？

　赤い糸を辿り、初めてしげ子さんと出会った日のことを思い出す。

　猫ねこの死体を持ったしげ子さん。

　しげ子さんは、あの日から何も変わっていない。でも、僕ぼくの中でしげ子さんに対する思いは刻々と変化している。きっと僕自身が、変化しているからだろう。

　それがしげ子さんなのだ。しげ子さんと出会った人は、皆みな、変化し、価値観を変えられてしまう。

　でも、この先にいるしげ子さんは──今でも僕が知るしげ子さんのままだろうか。

　もし、箕みの輪わさんのように楽らくに操られていたとしたら──。

　したくもない不吉な想像が、僕の頭の中でどんどん膨ふくらんでいく。

　しげ子さんが以前、こんなことを言っていた。

「人は、どんなに意識しても、無意識には逆らえないんです」

　そして、こんな話を始めた。

　ある高級マンションの貯ちよ水すいタンクで死体が発見された。その界かい隈わいで以前起きていた連続殺人犯のものだった。連続殺人犯は、自みずから手首を切り、貯水タンクに身を投げ死んだそうだ。

　その死体の胃から、遺書が発見された。

　遺書には、『俺おれの血を飲んだ人間も俺のようにおかしくなる』と書かれていた。そして、実際に、そのマンションの水を飲んだ住人の一人が、別の住人を殺害する事件が起きた。

　だが、男がその貯水タンクの中で自殺したのは、死体が発見される一年も前だった。

　つまり、住人は、水を飲んだからではなく、遺書の内容を聞いて、自分は殺人犯になると思い込んでしまったのだ。

　今では、そんな話をいきなり話し始めるしげ子さんですら懐なつかしく思えてしまう。「今、朝あさ生おさんが飲んだ水が、そのマンションの水です。トビラ堂から先程買ってきたんですよ」、確かしげ子さんはそう言って、ヒョッヒョッヒョッって笑ってたっけ。

　楽に歪ゆがめられるくらいなら、あのままのしげ子さんのほうがずっといい。




　そんなことを考えながら、ひたすら糸を追い、三時間ほど経過したところで、後ろから突とつ然ぜん声をかけられた。

「あれ、楠くす見みさんじゃないっすか」

　天あま城ぎ苗なえだ。

　糸を追うことに集中し、そこがどこかもよく分かっていなかったが、見上げると見覚えのある場所だった。電柱に、二枚貼はり紙がされている。どちらも行方不明の情報を求めるもので、一枚は少女、もう一枚は犬の写真が印刷されている。

　ここは、楽らくの隠かくれ家がある近くだ。もしかすると、しげ子さんがいるのは──。

「どうしてこんなとこにいるんすか？」

「えっ？　ちょっと用事があって。というか、そっちこそなんでこんなとこにいるの？」

「わたしは、映画の撮さつ影えいを見に行くんすよ。あの例のゾンビ映画」

　タイトルが異常に長くて誰だれも言えないゾンビ映画だ。

「今日はクライマックスの撮影で、爆ばく破はシーンがあるそうですよ。わたしも、隙すきあらば、出てやろうかと思ってるんすよ」

　そう言って、カバンの中からボロボロの服を取り出して僕ぼくに見せてくる。

「もうあと何週間か経たてば、高校生になるんだから、いいかげんそんなことやめなよ」

「何言ってんすか楠くす見みさん、ゾンビになれるチャンスなんてそうそうないんですよ。今ならなくていつなるっていうんですか」

　──こんな可愛かわいい子にゾンビなんて似合うわけがない、と言っていたくせに。

「じゃあ、わたしは急ぐんで」

　そう言って、天あま城ぎ苗なえは糸が示す道とは真逆の方角へ歩き始める。

　僕は再び糸を辿たどろうと歩き始めるが、後ろから「あっ、言い忘れてましたが」と天城苗に呼び止められた。

「これからよろしくお願いします先せん輩ぱい」

　天城苗はそう言って微ほほ笑えんだ。そして、こう続ける。

「水みず木きさんにも会ったらそうお伝えください」

　天城苗は、僕の顔を見て、しげ子さんの元へ向かおうとしているのを察したのだろうか、それとも希望を込めて言ったのだろうか。

　どちらにしてもその言葉は、僕の背中を優しく押おしてくれた。思わずフッと笑ってしまい、「分かった」と短く返事する。

　そして、向き直り、糸を追う。

　予感がする。────しげ子さんは近くにいる。
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　糸に導かれて辿り着いた場所は、やはり楽の隠れ家だった。

　僕の左手の小指に結びつけられた糸は、１０１号室の扉とびらの奥おくへと伸のびている。僕は足を止め、唾つばを一つ飲む。またしても先程抱いた疑問が頭をもたげる。

　──この先で待つしげ子さんは、本当に僕の知るしげ子さんだろうか？

　ふと周りを見み渡わたす。

　以前来たときは夜だったので、人ひと気けはなかったが、今日は住人の姿がある。

　皆みな一つの場所に固まり、手に何かしら持ち、視線を上空に向けている。僕ぼくも視線を追うと、そこには南国にいそうなカラフルで大きな鳥がいる。あの「キャッシュ！」と鳴いていた鳥のようだ。電線の上にとまり、剝はく製せいのように優ゆう雅がに前を向いている。

　住民たちは、「可愛かわいいな」とか「珍めずらしいな」などと思いながら、鳥を見ているわけではない。それぞれが手に持っているのは、おそらく武器だろう。主婦は布団叩たたき、おじいさんは高枝切りバサミ、中学生はエアガンを持っている。

　害鳥なのだろうか？　糞ふんや鳴き声に迷めい惑わくしているのかもしれない。

　皆、純じゆん粋すいな悪意を鳥に向け、それぞれが持つ武器を使って、鳥を追い払はらおうとするが、鳥は住民たちに視線すら合わせず、電線の上をトコトコと器用に歩きその攻こう撃げきをかわす。その動きに、住民たちはより一層腹を立て、攻撃を繰くり返す。

　なんだか鳥が可哀かわい想そうになり、「別の方法を探しませんか、話し合いとか」と提案したくなるが、「ここに住んでいないお前に何が分かる」と言われそうで、遠くから見守ることしか出来ない。

　──いや、僕は鳥を救いに来たわけじゃない。本来の目的を忘れるな。

　僕は巻き込まれないように、視線を下に落としながら自みずからの糸を追う。だが、そうすることで聴ちよう覚かくが研とぎ澄すまされ、住民の言動を示す様々な音が、次々と僕の耳に飛び込んでくる。

　中学生のエアガンから「パスッ」と音がして、皆が「当たった！」と歓かん喜きし、鳥が「キャッシュ！」と鳴く。

　僕はいてもたってもいられなくなり、顔を上げ住民を見る。そして、その光景に思わず声が出る。

「どうして──」

「はっ？」

　僕が言い終わるより前に、手前にいた高枝切りバサミを持つおじいさんが凄すごんできた。何か言ってきたらすぐに言い返してやろうと待ち構えていたのかもしれない。

　だが、僕が放った「どうして」は、どうしてそんなことをするのですか？　という意味ではなかった。




　────どうして、みんなに赤い糸があるのだ？




　その場にいた住人、八人全員に赤い糸がある。

　高枝切りバサミを持つ老人の男性、その妻らしき木の棒を持った老人の女性、エアガンを持った中学生、布団叩きを持った四十代の主婦、ホースを持って水をかけようとしている五十代の男性、梯はし子ごを持った三十代のがたいのいい男性、そしてそれを笑いながら見学していた高校生のカップル。その全員に赤い糸がある。

　そしてその赤い糸は────僕の脇わきを通り抜ぬけ、楽らくの隠かくれ家へと伸のびている。

　どうしてだ？　しげ子さんは僕ぼくとしか結ばれていなかったはずだ。

「なんだ、なんか文句あるのか？」

　高枝切りバサミを持った老人がもう一度、僕に凄すごんでくる。

「いや、何も……」

　と僕は振ふり返り、１０１号室に目を向ける。赤い糸が、僕のと合わせて九本、１０１号室の扉とびらに向けてゆらりと伸のび、扉の隙すき間まを通り、部屋へと続いている。

　恐おそる恐る、一歩ずつ扉へと歩を進める。火の見櫓やぐらの半はん鐘しようのように、鼓こ動どうが鳴っている。

　しげ子さん──君はもしかして本当に僕の知るしげ子さんじゃなくなったのか？

　もしかして、別人になったから？　別の人格が目覚めたから、糸が現れたのか？

　扉の前に立つ。

　大きく息を吐はくが、震ふるえていて、うまく息を吐き出せない。

　ゆっくりと右手を伸ばし、ノブを摑つかむ。レバータイプのノブだ。右手だけでは心細く、左手で右手の手首を持ち、固定する。一つ唾つばを飲み込み、ゆっくりと、ノブを下ろす。ガチャリと音がする。僕には、森の動物たちが一いつ斉せいに騒さわぎだしそうなぐらいの大きな音に聞こえる。扉には鍵かぎがかかっていなかった。

　いるのだ、そこに──。

　僕は、覚かく悟ごを決め、扉を開く。




　────そこには、水みず木きしげ子さんがいた。




　僕が知る、水木しげ子さんがいた。いる……そこに……確かに……しげ子さんがいる。

　僕の知っている飾かざ梨なしの制服を着ていて、僕の知っている髪かみの長さで、僕の知っている人形のように美しい顔のしげ子さんがそこにいる。

　しげ子さんは、右手におしるこの缶を持ち、左手に本を持っていた。本は、あの『ＭＫウルトラについて』だ。体を横に向けていて、僕に気づくと、顔がこちらに向く。

「──おや、朝あさ生おさん」

　僕は、思わず泣なきそうになった。

　それがあまりにも自然な、いつものしげ子さんの声だったから。

　そして────住民の糸が、しげ子さんと繫つながっていなかったからだ。

「どこに行ってたんだよ、しげ子さん」

「わたくしは、ここにいますが」

「そういうことじゃなくて──」

「落ち着いてください朝生さん。朝生さんこそ、どうしてここに？」

「僕は……僕は……しげ子さんに会いに来たんだよ」

　しげ子さんは、本をボトリと落とし、目を見開いた。髪かみが一いつ瞬しゆん逆立ったように僕ぼくには見えた。

「──そうですか。ご心配をおかけしたようですね」

　そう言ってしげ子さんは微かすかに微ほほ笑えんだ。それはいつものような歪ゆがみではなく、とても自然な笑みだった。僕はその顔に思わず見み惚とれてしまう。気を抜ぬくと、何も考えられなくなりそうだった。──だが、聞かなければいけないことがたくさんある。

「学校を休んで何してたの？」

　しげ子さんの顔が元に戻もどる。あまりに瞬間的に変わるので、先程の笑顔は僕が作り出した妄もう想そうではないのかと、自分の記き憶おくに自信が持てなくなる。目の前を妖よう精せいが通り過ぎたみたいに。

「──お兄様の企たくらみを突つきとめようとしていたのです」

「企み？」

「えぇ、箕みの輪わさんの死は始まりでしかありません。全すべて事前に準備していたのでしょう。わたくしはお兄様の痕こん跡せきを追っていたのです。お兄様はとても注意深い人なので、それを辿たどるのは簡単なことではありませんでした。しかし、追えないわけではありません。わたくしもまた注意深くそれを追えばいいのです。そして、今しがた、ここに辿り着いたのです」

　やっぱり、ここに楽らくが仕組んだ何かがあるのか。僕は先程から、ずっと八本の糸のことが気になっていた。

　八本の糸は──ベッドの下へと続いている。おそらく、あそこに何かがあるのだ。

「……多分、答えは、ベッドの下だ」

　しげ子さんは、ゆっくりとベッドの下に目線を落とした。そしてこう言った。

「なるほど」

　僕はずっと玄げん関かんの前で立ちつくしていたことに気づき、部屋へと上がり込み、ベッドの前に行く。しげ子さんが目の前にいる。

　なぜだかこれまでにないくらい、僕はしげ子さんを意識してしまっている。思いきり抱きしめたい衝しよう動どうにかられる。体で感かん触しよくを確かめ、目の前にいるのが正しよう真しん正しよう銘めいしげ子さんであることを確認したかった。

「では動かしましょう」

　しげ子さんがベッドの片側を持つ。僕も逆側を持ち、ベッドを平行に移動する。

　ベッドの下に隠かくれていた床ゆかには──隠し扉とびらがあった。八本の糸は、その扉の隙すき間まに入りこんでいく。

　扉には、鍵かぎ穴あながついている。間ま違ちがいなく、この鍵穴が求めているのはあの鍵だ。僕は、反射的に箕輪さんから渡わたされた鍵を取り出す。だが、即そく座ざにもう一人の僕が、「待て」と頭の中で叫さけぶ。

　──この扉を開けていいのか？

「何をしているのですか朝あさ生おさん、早く開けましょう」

　しげ子さんが鍵かぎを睨にらんだまま動きを止める僕ぼくを見て、言う。

「……いいの？」

「仕方がありません。もし扉とびらを開けなければ、朝あさ生おさんはずっとこの扉のことが気にかかるでしょう。ここにもし誰だれかが閉じ込められていたとしたら？　と悩なやむでしょう。そして、結果的には、必ず鍵を開けることになります。でしたら、開けてしまいましょう。今ここで」

　ぐうの音も出ない。全まつたくその通りだ。今まさに楽らくの思い通りに動かされるとしても、僕は、この扉を開けずにはいられないだろう。

「分かった」

　僕は意を決し、鍵を鍵穴に差し込む。先程と違ちがい、手は震ふるえていない。隣となりにしげ子さんがいるからかもしれない。

　鍵を開く。カチャリと音がする。鍵の横に小さな取っ手が隠かくれていて、指で回すと現れる。

　それを摑つかみ、開こうとするが、その手をしげ子さんが突とつ然ぜん摑む。しげ子さんのきめ細かな掌てのひらが僕の甲こうに吸いつくように重なる。

「朝生さん、何が出てきたとしても、覚かく悟ごしてください。お兄様はきっと選せん択たくを迫せまってきます」

「選択？」

「はい、それがお兄様の手なのです。決して選択の出来ないことを選択させ、相手の心を破は壊かいするのです」

　しげ子さんが、楽にやられたことを思い出す。テーブルに出された二つのビーフシチューを。

　──選択──そして、覚悟。

　僕は、頷うなずく。そして、しげ子さんと一いつ緒しよに、取っ手を引っ張る。

　そして──扉は開く。
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　階段が続いている。

　それは、どこか、しげ子さんの家の地下室を思い起こさせる。コンクリートで固められたずいぶんと立派な階段だ。ハリウッド映画などでよく見るアメリカの家には、こうした階段、さらにその先に広がる地下室を見ることがあるが、日本の家にはこういった地下室はほとんどないのではないだろうか。楽が作ったのだろうか？

「では、行きましょう」

　しげ子さんの顔には特に変化は見られない。気負っているようにも、気き後おくれしているようにも見えない。いつものしげ子さんだ。だが、僕にはそれが覚悟の表情に見える。腹を決め、達観し、凪なぎのような心になっているように見える。

「行こう」

　僕は短く頷き、階段を下りる。八本の糸を追いながら。しげ子さんがあとに続く。

　地下室から冷気が吹ふき込んでくる。一段ずつ下りるたびに、気温が一度下がっていくような感覚がある。地下室が少しずつ見えてくる。

「この部屋……」

　全ぜん貌ぼうを見なくても、この部屋の性質が、ここで何がおこなわれていたのか、僕ぼくには分かった。

　前に見たことがある。

　それは、あの卵があった部屋と全まつたく同じものだった。──ラブソルジャー養成所。

　壁かべは剝むき出しのコンクリートで、サイズの違ちがう刀のようなものがかけられている。

　刀は、日本刀やソードというよりかは、包丁や鉈なたに近く、太くて雑な作りのものだ。だがそれがまた恐おそろしい。おそらくその刀を何度も突つき刺さしたと思われる怪かい人じんの人形のサンドバッグが天井から鎖くさりで繫つながれぶら下がっている。部屋の端はしには、ボロボロになり使えなくなった怪人の人形が何体も置かれている。

　そして、『ラブソルジャー』のスーツがかけられている。赤色なので『ラブレッド』のものだろう。遠くから見てもとても精せい巧こうに作られていることが分かる。テレビで見たまんまだ。

　鏡のようなものがないので、体を鍛きたえるためのジムというよりか、本当にラブソルジャーの世界の中に出てくる地下シェルターに近い。

　匂においがしてくる。腐くさった匂いだ。嫌いやな予感がするが、生き物が死んだ匂いではない。大量の食べ物のゴミのようだ。

　階段を全すべて下り切り、部屋を見み渡わたす。十畳じようほどの広さだろうか。

　階段の死角になっていて見えなかったが、テレビが一台置かれている。その下にはビデオデッキもある。おそらく、『ラブソルジャー』を見るためのものだろう。

　八本の糸は、そのテレビの近く、膨ふくらみがある毛布の中へと続いている。

　────あそこに誰だれかいる。

　体が痺しびれて、足が一いつ瞬しゆんすくむ。僕は息を飲み、声をかける。

「──誰かそこにいるんですか？」

　返答はない。毛布の膨らみも動かない。

「すいません！」

　少し大きな声を出してみるが、やはり返答はない。

　しげ子さんを見る。しげ子さんは前まえ髪がみをかき上げ、毛布の膨らみをじっと見つめていた。

　僕は、毛布に顔を戻もどし、意を決し、そこに近づく。

　近くで見ると、毛布が呼吸に合わせて微かすかに動いていることが分かる。おそらく眠ねむっている。

　毛布を摑つかみ、僕は思いきりそれを剝はがす。そこにいたのは──。




　────幼い少女だった。




　蛹さなぎのように、体を丸めて眠ねむっている。天あま城ぎ苗なえよりも二回りほど小さい。おそらく十歳さい前後だろう。髪かみは肩かたにかかるぐらいの長さで、寝ね顔がおなので顔ははっきりと分からないが、美少女と言っていいかもしれない。ピンクのパジャマを着ている。小さな口で親指をくわえ、スヤスヤと寝ている。

　──この子は誰だれだ？

　楽らくの子ども？　それとも誘ゆう拐かいしたのか？

　──誘拐？　その言葉に刺し激げきを受け、記き憶おくの扉とびらが一つ開く。

「……あれだ」

　僕ぼくは、その顔に見覚えがあることに気づく。電柱に貼はられていた行方不明の女の子。間ま違ちがいない、あの子だ。

　よく見ると、少女の顔のすぐ近くにノートが置かれている。

　僕はそれを手に取り、ぺらぺらとめくる。

　そこには、幼い子どもの字で、ここで何がおこなわれていたのか、克こく明めいに記録されていた。

　楽は、この少女を誘拐し、世界が滅ほろんだと思い込ませ、この地下室に監かん禁きんしていたのだ。

　そして、ラブソルジャーになるべく、訓練をした。

　……なんて恐おそろしいことを。

「ん。……うぅぅん」

　少女が寝苦しそうに寝がえりをうつ。隠かくれていた左手が見える。

　少女の小さな左手──その小指──を見る。

　僕が辿たどった八本、その全すべてが結びつけられている。────だけではなかった。

　何本あるのか分からない。少女の小さく頼たよりない小指にこれでもかというくらい赤い糸が結びつけられている。その無数の糸が、光の束となり僕の顔に向かって伸のびてくる。僕は無意識に、体を返し、糸を避さけてしまう。無数の糸は階段を上っていく。

「……なんだ、なんなんだこれは？」

　背後から、風、そして殺意を感じた。

　止めることが出来たのはきっと偶ぐう然ぜんだ。しげ子さんは、いつの間にか出していたメスを躊ちゆう躇ちよすることなく、少女の首に突つき刺さそうとした。だが僕が咄とつ嗟さにその腕うでを摑つかみ、制止したのだ。

「何するんだよ、しげ子さん！」

「今殺さなければ、多くの人が死にますよ。今しかありません。言ったでしょう、これは選せん択たくです」

　いつもなら、監禁されていた少女を躊躇なく殺そうとするしげ子さんを責め立てるところだが、しげ子さんのその言葉は、恐おそろしいほどに説得力を持っていた。

　少女には、無数の糸が結ばれている。そして、あのノート。

　でも……でも……まだこんなに小さいのに。
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「ん？」

　少女が目を覚ます。手をグーにして、目をグリグリと擦こすりながら、目を開く。

　少女と目が合う。開いた目はとても大きく、無む垢くで輝かがやいていた。

　少女は、僕ぼくを見るなり、目に涙なみだをジワジワと溢あふれさせ、僕に抱きついた。小さな腕うでが僕をギュッと摑つかむ。服を強く握にぎりしめている。

「助けに来てくれたの？　わ、わだし……きづいだら……ごごにいで……ごわくで……」

　僕の胸むねに顔をうずめたまま、泣なきじゃくりながら少女は言う。

　僕は、半ば無意識に少女の頭を撫なでていた。

　しげ子さんが、じっとこちらを見つめている。殺しても殺しても湧わいてくる虫を見るような眼で、冷れい酷こくにこちらを見下ろしている。その視線に耐たえ切れなくなり、僕は少女に目を戻もどす。

　少女は、苦しくなったのか、ぶはっと息を吐はきながら離はなれ、僕の顔を見上げてくる。目が潤うるみ、鼻を赤くして、僕に助けを求めている。

「……君は、どうしてここにいるの？」

「……分かんない。気がついたら、ここにいたの」

「他に誰だれかここに来た？」

　少女は、しげ子さんの視線を感じたのか、その質問には答えず、振ふり返り、しげ子さんを見つめる。

　少女としげ子さんが目を合わせる。不思議な静せい寂じやくが、地下室の空気の流れを止めた。しげ子さんはゆっくりと目を見開き、少女を見ると、少女の何かに驚おどろいた。

　そして間かん髪はつをいれず、手に持っていたメスを振り抜ぬく。

　僕の手から、少女が消えた。

　突とつ然ぜん、霧きりになってしまったみたいに。胸のあたりにあった重みも消える。

　だが、本当に消えたわけではない。空中にいたのだ。軽やかにジャンプしていた。少女は空中で、くるりと回転し、しげ子さんの胸のあたりを大きく蹴けりあげた。

　しげ子さんが後ろに吹ふっ飛ぶ。置いてあった長なが椅い子すに体を打ちつけ、それでも勢いが止まらず、壁かべに叩たたきつけられる。

「しげ子さん！」

　慌あわててしげ子さんに駆かけ寄る。しげ子さんが単純に力負けするところを初めて目もく撃げきした。

　しげ子さんは、咳せき込みながらも、少女から目を離さない。僕も少女に目を戻す。

　少女の気配が変わっていた。先程までの弱々しさがなく、小さな体ながら強いエネルギーが発せられているのが分かる。

「きっと、怪かい人じんに操られているんですね。かわいそうに」

　少女の声はとても落ち着いていた。先程とはまるで違ちがう。

「……何を言っているんだ」

　僕ぼくのその声を無視し、少女がパジャマを脱ぬぎ始める。

　幼い少女の裸はだかを目にし、罪悪感を抱いてしまうが、それ以上に恐おそろしさが勝り、目を離はなすことが出来ない。少女はパンツ姿になる。少し発達が遅おくれているように見えなくもないが、どこにでもいる普ふ通つうの少女の体型だ。そこだけ切り取れば、これからお父さんが待つお風呂に入ろうとしているかのようだ。少女は、壁かべにかけられていたラブソルジャーのスーツを着始めた。

　スーツは少女にピッタリと合っていた。

　少女は、スーツのフィット感を確かめると、手て袋ぶくろをつけ、シューズを履はき、ヘルメットを被かぶる。手袋とシューズは黒く、ヘルメットはフルフェイスで、顔の部分に大きな『愛』のマークがある。

　スーツを着終えると、少女はかけていた刀の中から一番大きなものを二本取り、スーツの背中にクロスの形で取りつけられていた鞘さやにそれを納める。そして次に、小さなナイフがたくさん差されたベルトを取り、腰こしに巻く。

　少女の口調がさらに変わる。

「それでは、怪かい人じんを倒たおしに行くのであーる」

　口調と声は、とても子どもっぽいが、抑よく揚ようがなく温かみも欠けていて、それがなんの冗じよう談だんでもないことが分かる。

　少女は、ラブレッドへと変化を遂とげていた。

「扉とびらを開いてくれたものよ、礼を言う。君たちが生き残った人間だな。案ずるな、わたしが世界を救おう。そして君に博士はかせから伝言だ」

「……博士？」

「『スイッチを切るには、スイッチを壊こわせ』」

　少女はそう言うと、颯さつ爽そうと忍にん者じやのような走り方で階段を駆かけ上がる。

「ちょっと──」

　呼びとめようとするが、声は届かない。早く追わなければ、体が警けい鐘しようを鳴らしているが──まずはしげ子さんだ。

「しげ子さん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「──えぇ、大丈夫です。それよりもあの子を早く追ってください」

「でも──」

「早く」

　しげ子さんの声には余よ裕ゆうがなかった。僕は、「分かった」と頷うなずき、階段を上る。
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　地下室の階段を上がると、すでに少女の姿は部屋にはなかった。

　──外に出たのだ。

　地下室の扉とびらに思わず目がいく。箕みの輪わさんの腹から出てきた鍵かぎが刺ささったままの。僕ぼくはもしかすると、とんでもないものを外に出してしまったのかもしれない。

　慌あわてて、部屋を飛び出す。

　少女はアパートの前にいた。梯はし子ごを持っていた、がたいのいい三十代の男性に声をかけられていた。少女に警けい戒かい心しんを与えないように笑顔を作り、男性が言う。

「何これ、コスプレ？　もしかして、鳥退治を手伝いに来てくれたの？」

　少女は、何も答えない。男性の姿のほうがおかしいと言わんばかりに、男性を見上げている。

　何かを言わなければ、そう思うが、言葉が見つからない。今何が起こっているのか、これから何が起こるのか、現実感が喪そう失しつしていて、思考がついていかない。

「あっ、もしかしてあれ？　あの今撮さつ影えいしてるゾンビ映画のやつ？　出演者とかかな。それにしても、よく出来てるね」

　男性が、スーツに触ふれようと少女の肩かたに手を伸のばす。

　シャカン！　と聞きなれない音、そして、流れる光が見えた。

　男性の腕うでが、ボトリと落ちる。

　周りにいた住人も、男性さえも何が起きたのか理解していないようだった。

　男性は、包丁のような刀を右手に構える少女と、肘ひじから先を失った腕を交こう互ごに何度も見て、自分の身に起きたことをようやく理解し──叫さけんだ！

　そしてそれと同時に、右腕の切り口から血が噴ふき出した。

　今度は、スパンと音が鳴った。叫び声が消える。男性がドサリと倒たおれる。地面にじんわりと血が広がる。男性の左手に結ばれていた赤い糸が解け、宙を舞まう。そして、消える。

　五感が、頭から切り離はなされて、思考が止まる。

　住人が四方八方に叫びながら散らばる。僕の前を少女が、コマのように回りながら横切る。

　住人の悲鳴が聞こえる。さらに僕の前を何かが横切る。少女が投げた投げナイフだ。住人の悲鳴が聞こえる。

　住人の悲鳴が聞こえる……住人の悲鳴が聞こえる……住人の悲鳴が聞こえる……。

「……やめてくれ」

　なんとか口を開くが、自分の声じゃないみたいに、聞こえる。

　──そして、静せい寂じやく。

「キャッシュ！」鳥が鳴いた。

　その声で我に返り、ゆっくりと周りを見み渡わたす。

　八人の死体が血の海を作り、そこにラブレッドのスーツを着た少女が立っていた。

　何本もの赤い糸が、焚たき火びの火のように上空に漂ただよい消えていく。

　少女が言う。

「カイタイトウであーる」

　カイタイトウ？　刀の名前か？　頭の中で字を組み立てる。──『解体刀』？

　……なんだ、この子は何を言っているんだ。

　足元に、血が流れ込んできて靴くつを汚よごす。

「ヒッ」と思わず声を漏もらし、後ずさる。背中が壁かべにつく。

　ぬめりとした感覚が背中に広がる。壁が脈打っている。

「うわぁぁぁ！」

　慌あわてて体をよじらせながら壁から離はなれるが、体が動きについていけず尻しりもちをついてしまう。

　壁は、臓器のようにグロテスクな姿で、ドクンドクンと脈打っている。

　────ここは、楽らくの胃の中だ。

　楽の世界だ。楽が歪ゆがませた世界。

　そうだ、楽はすべて分かっていたんだ。──だって、楽にも糸が見えるんだから。

　あの少女が無数の糸で結ばれていたことも知っていた。だから、監かん禁きんしたんだ。自分の目的のために。──洗脳したんだ。そして、僕ぼくが、あの少女を見つけることも、計算していた。

　僕にも糸が見えるから。

　僕が住民の糸を辿たどって、あの地下室の扉とびらを開けることを、計算していたんだ。

　──全部、僕に選せん択たくさせるためだ。

　僕は、ずっとあいつに操られていたんだ。

　────少女。

　そうだ、少女。慌あわてて振ふり返り、周囲を見み渡わたす。だが、そこにはすでに、少女の姿はない。

　息が荒あらくなる。──八人が死んだ。僕のせいで。

　僕の心が壊こわれる音がする。ダメだ！　しっかりしろ！

　気づくと壁が元のコンクリートに戻もどっている。僕は立ち上がり、少女を追う。
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　少女を追って、路地に入る。狭せまく、道が入り組んでいて、いくつにも分かれ、少女がどこに行ったのかも分からない。僕は、少女の名前を呼ぼうとするが、少女の名前はもちろん分からない。確か貼はり紙に、少女の名前があったはずだ。思い出そうとするが、全まつたく思い出せない。

　遠くから悲鳴が聞こえる。

「あっちか」

　僕は、慌てて方向転てん換かんし、悲鳴がした方へ駆かけ寄る。

　女性の背中から、解体刀が突つき出ていた。シャクンッと、また聞きなれない音がして、女性の背中から刀が抜ぬける。それと同時に女性が崩くずれ落ちる。そして女性の背中に隠かくれていた少女が姿を現す。女性は、ジーパンにダウンジャケットを着ていて、三十代後半くらいに見えた。女性の左手の小指に結ばれた糸は、少女に向かって伸のび、手て袋ぶくろの中へと消えていく。

　女性の上半身を抱え呼びかける。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　女性は、今にも閉じそうな目を必死で開きながら、こちらに向かって優しく微ほほ笑えむ。

「……分かる。分かるわ。こんな格好してたって」

　女性は、刺さされたというのに、本当に安あん堵どの表情を浮うかべていた。よく見ると、手には、クシャクシャになったチラシが握にぎられている。

　もしかして、この人は──。

「あなたは、この子の……」

　僕ぼくが全すべてを言う前に、女性は動かなくなった。微笑んだまま。

　糸がするりと解け宙を舞まう。

「こやつ、わたしを探しておった。危なかったのであーる」

　抑よく揚ようのない声で少女が言う。『愛』と書かれた無機質な仮面がこちらを向いている。

「どうして……この人は──この人は──どうして殺したんだ！」

「だって、怪かい人じんではないか」

　──怪人？

　地下室にあったノートが脳裏に浮うかぶ。そうだ、この子は操られているんだ。自分が、ラブソルジャーのラブレッドだと思い、周りが怪人に見えているんだ。

　──でも、どうして僕やしげ子さんは、怪人に見えないんだ。

　ノートに書かれていた一文が蘇よみがえる。

『かい人が、たくさん人間をころしてしまい、ついに、生きのこったのが、二人だけになってしまったそうです』

　あれは、少女と博士はかせのことかと思ったが、僕としげ子さんのことを指していたのか。

　──そういう洗脳？　僕としげ子さん以外、怪人に見えるという洗脳。

　でもどうして？　逆なら分かるが……。楽らくの狙ねらいは一体なんなんだ？

「武器を捨てなさい！」

　声のした方を見ると、警官が銃じゆうを構えている。たった一人だ。騒さわぎを聞きつけ、交番からやってきたのだろう。目の前の惨さん劇げきに、体が震ふるえているのが離はなれていても伝わる。

「次から次へと」

　少女はそう言って、解体刀を振ふり、ついた血を払はらう。ダメだ、このままでは──。

「逃にげてください！」

　警官に向かって叫さけぶ。

「何を言っている。お前も仲間か？　向こうでたくさん死んでるのも、全部お前たちがやったのか？」

　警官の声は震えていた。目を血走らせて、無理やり士気を鼓こ舞ぶしようとしているように見える。明らかに正気を失っている。

「仲間とか……敵とか……そんなんじゃないんですよ！　早く、ここから──」

「ふざけるな！」

　銃じゆう声せいが鳴る。

　僕ぼくは、思わず目を閉じる。

　だが体に痛みはない。僕はゆっくり目を開く。目の前には、両手を広げた少女が立っている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　少女の声は、ヒーローそのものだった。少女は、素早く体を反転させ、その勢いで、右手に持っていた解体刀を投げる。

　解体刀は、回転しながら警官に向かっていき、喉のどを貫つらぬく。

　警官は、解体刀を両手で押おさえ、「かっ、かっ」とおかしな声を出し、そのまま後ろに倒たおれる。

「……あっ、あぁ」声にならない声が僕の口から漏もれる。

「心配するな。このスーツは、何も通さない」

　少女はまるで見当違ちがいのことを口にし、僕に背中を向ける。缶を縦たてにつぶしたような銃じゆう弾だんが、ポロリと落ちる。スーツには穴一つ空いていない。少女は、僕に親指を立てて見せる。

　この子は一いつ緒しよだ。さっき鳥を殺そうとしていた住民と。自分の世界を守るために、それが正義だと信じて、戦っているんだ。

　その世界が、楽らくが作り上げた虚きよ構こうの世界だとも知らずに。




　──どうやって、この子を止めるんだ？

　──どうすれば、分かってもらえるんだ？




　ドンッ！　と遠くで大きな音が鳴る。はるか向こうで、気球の風船ぐらいの大きさの火球が上がる。

　なんだ？　同時に何かが起こっているのか？

　いや違う。──あれはきっと映画の撮さつ影えいだ。

　先程、天あま城ぎ苗なえが、映画のクライマックスの撮影をしていると言っていた。

「怪かい人じんめ、町を壊こわす気だな」

　少女が火球の上がった方を見ながら呟つぶやく。ダメだ、絶対にあそこに行かせてはいけない。少女にとって映画の撮影現場は、格好のステージになるはずだ。少女の左手を見る。糸を確かめようとするが、手て袋ぶくろがはめられているため、糸を確認することが出来ない。

　──少女には、糸が何本あった？

　慌あわてて携けい帯たい電話を取り出し、天城苗にかける。

『どうしたんすか、楠くす見みさん。今、ちょうどいいとこなんすけど』

「さっきの爆ばく発はつって、映画の撮さつ影えい？」

『そうっすよ。楠くす見みさんも来たいんすか？』あっけらかんとした声が返ってくる。

「そこを離はなれるんだ！　みんなにも言ってくれ！」

『何言ってんすか？　これは本物のゾンビじゃないっすよ。あくまで映画の世界っす』

「そうじゃないんだ！　頼たのむから言うこと聞いてくれ」

『楠見さん、落ち着いてください。疲つかれてるんすよ。もう切りますよ』

　そう言って電話が切れる。

　僕ぼくは舌打ちをし、もう一度電話をかけようとするが、ボタンを押おす手が止まる。

　ダメだ。うまく説明が出来ない。こんな現実離れした少女、誰だれも信じてくれない。

　少女が、火の上がった方角へ歩き始める。

　──僕がどうにかしなきゃ。

「待って！」

「どうしたのだ？」

　少女が振ふり返り、尋たずねてくる。頭をフル回転させ、五感をフルに働かせ、足止めする方法を考える。ボタンを間ま違ちがって押してしまったクイズの回答者のように、焦あせりが募る。

　そのとき、視界の端はしに建設途と中ちゆうの建物を捉とらえる。

「あそこ」

　プランも何もないが、気づけば建物に向かって指を指していた。

「──怪かい人じんが見えた」

「何!?」

　少女は、まるでヒーローごっこをする子どものように、無む邪じや気きに建物へ走っていく。





７






　建設途中の建物には、幸いにも人がいなかった。

　今日は工事の休みの日なのか、もしくは、建設途中でストップしてしまったのだろう。高い防音壁へきで敷しき地ちを取り囲んでいることも、都合がいい。──ここでなんとかしなくては。

　少女が周囲を見み渡わたす。「怪人はどこだ？」

「えっと、あっち！」僕は、鉄筋しか組まれていない建物の遥はるか上方を指さす。

　少女が、「うん、どこだ？」と見上げ探す。僕はその隙すきに、周囲を見渡す。どうにかしなくては、と。そしてなんとか役に立ちそうなものを発見する。積み上げられた白いペンキの缶だ。

　──あの仮面にあれを浴びせたら、目くらましになるんじゃ……。

　迷っている暇ひまはなく、僕は、少女に気づかれないよう、缶に手を伸のばす。

　少女は、建物を隅すみ々ずみまで見渡していて、僕には気づいていない。

　缶を手に取る。音がしないようにゆっくりと持ち上げる。左手で取っ手を持ち、右手で底を支え、体勢を整えて、意を決し呼びかける。

「ねぇ」

　少女が振ふり返る。と、同時に、白いペンキをぶちまける。

　──が、そこにはすでに少女の姿はない。

　一いつ瞬しゆんにして横に移動していた。少女は仮面越ごしにじっとこちらを見つめている。

「何をしている？」

　ペンキの缶はまだあるが、足がすくみ動けない。ゆっくりと少女の手が、解体刀に伸のびる。一本は警官の喉のどに突つき刺ささったままなので、背中にはあと一本しかない。それを左手でゆっくりと摑つかむ。

　────ダメだ、斬きられる。

　そのとき、目の前が夜になった。

　しげ子さんが立っていたのだ。気配も何もなく、突とつ然ぜんしげ子さんはそこに現れた。髪かみが本体の動きに遅おくれ、ゆっくりと落ちる。

「しげ子さん！」

　しげ子さんはすでにメスを取り出している。

　少女も背中の刀を抜ぬく。

「何をしている？　お前はまだ操られているのか？」

「操られているのは、あなたでしょう、お嬢じようさん。ラブソルジャーは、すでに最終回を迎むかえています。もう終わっているんですよ」

「ふざけてはいけない。ここにいるではないか。わたしがラブソルジャーだ！」

「お仕置きが必要なようですね」

　しげ子さんが揺ゆらめく。と、同時にメスが弧こを描えがいて少女に向かっていく。

　だが、少女はいとも簡単に刀でそれを受ける。受けながら、腰こしの投げナイフを抜き取ると、素早く投げる。しげ子さんは最小限の動きで、首を横に振りそれをかわす。髪の何本かが持っていかれる。少女が後ろに跳とび、再び二人が間合いを取る。

　しげ子さんが前ぜん傾けい姿勢を取り、肩かたをだらりと下げる。その背中から、しげ子さんの声が聞こえる。いや、実際には何も言っていない。だが、僕には確かにしげ子さんの声が聞こえる。




　落ちなければ、堕おちなければ……と。




　しげ子さんから発せられている雰ふん囲い気きが変わる。今まで繫つながっていた通信が途と切ぎれたような感覚がある。これは、あのときのしげ子さんだ。────楽らくを殺そうとしたときの。

　しげ子さんが深く、より深く堕ちていく。闇やみを纏まとっていく。

　そして喉を喰くい破ろうとする獣けもののようにしげ子さんが動く。メスを振り抜く。

　少女は、刀で受けようとしたが、直前で何かを察知したのか、体をねじらせ、避さける。

　紙一重だった。しげ子さんの動きは、明らかに先程と違ちがっていた。迷いが全まつたくなく、深く踏ふみ込み、確実に殺そうとしている。仮面を被かぶっていても少女が狼ろう狽ばいしているのが分かった。

　少女が横に跳とぶと、しげ子さんもそれについていく。そして、しげ子さんが再び、メスを振ふり抜ぬく。今度は、避けることが出来ず、少女は刀でそれを受ける。

　だが、刀とメスが交わった瞬しゆん間かんには、すでにしげ子さんは持っていたメスを手放していた。左手に別のメスを取り出し、もう一度振り抜く。

　少女は避けられない。右の二の腕うであたりのスーツが裂さける。体までは切っていないようだ。

　だが、右手に再び、別のメスを持ったしげ子さんが追つい撃げきする。

　少女は後ろに跳びながら刀を構え、なんとかしげ子さんのメスを受けるが、その体ごとしげ子さんに吹ふき飛ばされる。刀を弾はじき飛ばされ、錐きりもみの状態で地面に体を打ちつける。

　少女は飛ばされながらも、すぐに体勢を立て直し、体を起こす。だが、ダメージは残っている。少女はわき腹のあたりを押おさえ、仮面の中で息を荒あららげている。

「なんだなんだなんだ、お前は！　怪かい人じんの王か？　一番強い奴やつか？　なんなんだ、お前は!?」

　少女の声には、今までのような余よ裕ゆうがない。

「呪のろうなら自分を呪いなさいな」

　しげ子さんの存在がどんどん虚うつろになっていく。黒い霧きりのように見える。

　少女が悪あがきするように、投げナイフを投げるが、しげ子さんの髪かみを切るのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　黒い霧が、揺ゆらめきながら少女に迫せまっていく。少女は恐きよう怖ふで体をすくめている。

　しげ子さんのメスが、振りかざされる。




「しげ子さん!!」




　無意識に叫さけんでいた。




　──どうして────どうして僕は、叫んだんだ？




　選せん択たくしなければいけない。分かっていたはずなのに。

　泉いずみちゃんのお父さんの言葉が蘇よみがえる。

「誰だれもかれも助けようとしていたら、本当に大事な人を失ってしまうぞ」

　分かっていたはずなのに。

　どうして、僕は叫んでしまったんだ…………。

　僕の声で、しげ子さんの輪りん郭かくが確かなものになる。まるで眠ねむりから覚めたみたいに、いつものしげ子さんに戻もどっている。

　その瞬しゆん間かんを少女は逃のがさなかった。素早い動きで、しげ子さんに向かって投げナイフを投げた。

　それは、どこにも飛んでいかず、しげ子さんの前で消えた。

　しげ子さんが、ゆっくりとこちらを振ふり向いた。




　────少女の投げたナイフが、しげ子さんの左目に突き刺さっていた。




　そのまましげ子さんがばたりと倒たおれた。

「うわぁぁぁぁぁ!!!!!!」

　──しげ子さんの完かん璧ぺきな人形のような顔に、ナイフが突き刺さっている。

「しげ子さん！　しげ子さんっ!!」

　無我夢中でしげ子さんに駆かけ寄り、抱き起こす。

「しげ子さん!!」

　しげ子さんの右目だけがゆっくりと開く。

「……聞こえていますよ、朝あさ生おさん。大だい丈じよう夫ぶです。ナイフは、脳にまでは達していません。目を失っただけです」

「……でも……でも、僕ぼく」

「朝生さん、わたくしはもう戦えません。わたくしでは、あのお嬢じようさんを止めることが出来ません。ですから……ですから……わたくしを────殺してください」

　しげ子さんの左目から血が伝う。

「なっ、何を言ってるんだよ」

「……箕みの輪わさんが言っていた言葉を覚えていますか？」

　────『しげ子は危険な年ねん齢れいになる』

「なんだよ、なんでそんなこと言いだすんだよ」

「『ライ麦畑でつかまえて』、あの本が日本で初めて発売されたときにつけられた邦ほう題だいが、『危険な年齢』なのです」

「何を──」そう言いかけたところで、姉との会話が蘇よみがえった。マーク・チャップマンのスイッチ───それが、『ライ麦畑でつかまえて』。

「そうです。つまり、スイッチはわたくしだったのです。箕輪さんもあのお嬢さんも、わたくしを見て、豹ひよう変へんしてしまいました。間ま違ちがいありません。そして、あのお嬢さんは言いました。『スイッチを切るには、スイッチを壊こわせ』と。あのお嬢さんの暗示を解くには、わたくしを殺すしかないのです」

「何を……何を、言ってるんだよ。そんな──」

「それしか、もう方法がありません。ここで止めなければ、あのお嬢さんは、また多くの人を殺しますよ。朝生さんはそれでもいいのですか？　選せん択たくしてください」

「やめて……やめてくれよ。そんなこと言わないでよ」

　目から涙なみだが溢あふれそうになる。思わず赤い糸を見つめてしまう。

　僕ぼくとしげ子さんを結ぶ──赤い糸。……嫌いやだ、そんなこと嫌だ。

　しげ子さんが僕の手を握にぎる。気づくと、そこにはメスを握らされている。

　頭の中で、楽らくの声が聞こえる。

「すいませんが、そうするほかありませんよ」

　ここは、楽の胃の中だ。どす黒いヘドロを飲み込んだ楽の胃の中だ。洞どう窟くつの中でどこからか声がするみたいに楽の声が響ひびく。

「さぁ、殺しましょう。殺して世界の人々を助けましょう。さぁ、さぁ。殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ…………」

　自分の意思とは無関係に、メスを持つ手に力が入る。しげ子さんも僕の手をしっかりと握る。

　メスがしげ子さんの喉のど元もとへ運ばれていく。




「…………ダメだ」




　メスを持つ手の力が抜ぬける。

「僕には出来ないよ。それが間ま違ちがいだとしても……誰だれかが狂くるっていたとしても、世界が狂っていたとしても、僕は誰にも死んでほしくないんだ。それを諦あきらめたくないんだ。ごめん」

「……朝あさ生おさん、殺してください。お願いします。わたくしも、あのお嬢じようさんと同じなのです。お兄様によって生み出された歪ゆがんだものなのです。わたくしもいつか、あの子のようになるかもしれないのです。ですから、気にすることはありません。朝生さんは何も悪くないのです」

　しげ子さんのその言葉が、僕の記き憶おくを呼び起こさせた。

「それは、違う！」

　そうだ、卵だ。僕は卵の中にあったしげ子さんの作文を見つけて、しげ子さんに会おうと思ったんだ。

「違うよ、しげ子さん。しげ子さんは……しげ子さんは、元から狂っていたんだ！」

　──しげ子さんの作文。それはしげ子さんが五歳さいのときに書かれたものだった。そこには、五歳とは思えない達筆の字で『拷ごう問もんについて』という題がつけられていた。

「覚えているしげ子さん？　あの卵の中には、しげ子さんが書いた五歳のときの作文が入っていたんだ。しげ子さんは、とても綺き麗れいな字で、事細かに、拷問について書いていたよ。爪つめの剝はぎ方とか、ほら、目を茹ゆでる方法とか」

「……目を茹でる方法。あぁ、熱せられた鉄板を目に近づける拷問ですね」

「そうだよ。普ふ通つうの五歳の子どもは、目を茹でる方法なんか知らないよ。あの卵のように人を切る道具についても書かれていたよ。楽がおかしくなったのは、十歳だろう。しげ子さんが六歳さいのときだろ。しげ子さんはそれよりも前に──ずっと前から、狂くるってたんだよ！」

「何回、言うんですか朝あさ生おさん」

「……ごめん。でも、このまま楽らくの思い通りになっていいの？　何か方法があるはずだよ。しげ子さんは楽より狂ってるんだから。楽の思おも惑わくの先をいけるはずだよ」

　しげ子さんが思わず、フッと微ほほ笑えむ。かと思うと、その笑みはすぐに消え、右の目が微かすかに見開く。「……お兄様の思惑」

「どうかしたの？」

「お兄様なら、どんな結末を思い描えがくでしょう。もし、わたくしが死んだとして、そのあと、あのお嬢じようさんはどうなるのでしょう？」

「どういうこと？」

「お兄様なら──」

　そう言いかけて、しげ子さんが咳せき込む。

「しげ子さん！」

「……朝生さん……最終回です」

「最終回？」

「もうよいか」背後から少女の声がする。

　少女は、すでに息を整え終えている。解体刀を拾ひろい、右手に持っている。

「ここにはもう怪かい人じんはいないようだな。先程火が上がったところに行ってみるか。怪人を皆みな殺ごろしにするのであーる」

「待て！」

　何も考えずに、僕ぼくは呼びとめる。

　……最終回？　そういえば、前にしげ子さんからラブソルジャーの最終回の話を聞いたことがある。少女がいた地下室の光景が蘇よみがえる。

　──そうだ、あそこには、あれがなかった。

　そして少女はおそらく──僕としげ子さん以外は、怪人に見えているはずだ。

　あれをやるしかない。

　僕は歩きだす。少女が警けい戒かいして僕を見る。

「何をするつもりだ？　まさかお前も操られているのか？」

　僕はそれを無視し、先程の白いペンキの缶が置かれているところまで歩く。

　少女が言う。「そんなものがわたしに当たると思っているのか？」

「思ってないよ」

　僕はそう言って、ペンキを一つ残らずひっくり返し、地面にぶちまける。

　一いつ瞬しゆんにして、地面に白いペンキの水たまりが出来る。

「何をしている？」

　僕ぼくは息を大きく吸い込み、芝しば居いがかった声で、少女に向かって叫さけぶ。

「僕は、カメロデムだ！」

　──カメロデム。博士はかせが最終回で正体を現す怪かい人じんの名前。

「カメロデム？　なんだそれは？」

　──やっぱり。少女は、最終回を見ていない。

「怪人だよ。俺おれには、変身能力があるんだ！　さぁ、かかってこいラブレッド!!」

「そうか、そうであったか」

　そうこぼし、少女が解体刀を構え、突つっ込んでくる。

　────ここは楽らくの胃の中だ。

　だとするならば、全すべてが終わったあと、どういうエンディングを描えがいているのだろう。

　僕の考えが間ま違ちがっていれば、終わりだ。

　少女が銃じゆう弾だんのように真まっ直すぐ突っ込んでくる。──ギリギリまで引きつけなくては。

　今だ。

　僕はしげ子さんから受け取ったメスを取り出し────自みずからの手首を切る。

　少女は虚きよをつかれ、勢いを止め切れず、仮面に僕の血ち飛沫しぶきを浴びる。

　一いつ瞬しゆんの目くらまし、僕にはそれで十分だった。

　すかさず、少女の仮面を剝はぐ。少女の顔が露あらわになる。幼い少女の顔が。

　──ごめん、君にはとても辛つらいことだけど。もう、これしかないんだ。

　僕はそのまま少女の両りよう頰ほおを摑つかみ、目線を下げさせた。そこには、白いペンキで出来た溜たまりがある。白いペンキの水鏡に少女の顔が映うつる。少女は、自らの顔を見つめたまま動きを止めた。

　──やっぱり、そうだった。

　しげ子さんが以前言っていた。ラブソルジャーは最終回で、自らも怪人であることを知る。

　楽ならば、それをなぞるのではないか。僕は──そしてしげ子さんは──そう考えた。

　おそらく、僕としげ子さんだけが人間に見えるように洗脳したのではないか。つまり少女自身も怪人に見えるように洗脳したのではないか。

　全てが終わったとき、仮面を脱ぬぎ、自らも怪人であったことを知る。そして、絶望する。

　楽ならば、そんなストーリーを考えるのではないか。

　それは、ただの憶おく測そくだけではなかった。あの地下室には、鏡が一切なかった。スイッチが入ってから仮面を被かぶるまでの間に、少女に自分の姿を見せないためだ。

　少女には辛いけど、これしかなかった。うろたえる少女に僕は言う。

「君も怪人だったんだ。だから、誰だれも殺さなくてもいいんだよ」

　少女は、足元から崩くずれ、泣なきじゃくった。
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　──桜が舞まっている。

　久々に花らしい花を見たような気がする。

「お待たせしたっす」

　飾かざ梨なしの新しい制服に身を包んだ天あま城ぎ苗なえがやってくる。今日は、始業式であり、入学式だ。

「水みず木きさんは？」

　天城苗が、なんの疑問も持たず、当たり前のように聞いてくる。僕ぼくは、それに答えることが出来ない。

「どうっすか、制服は？」

　それにも答えることが出来ない。まだ天城苗の体になじんでいない新しい制服は、一年前の僕としげ子さんとの出会いを思い起こさせ、胸むねを締しめつける。

「ところで、例の事件のこと、そろそろ教えてくださいよ」

　天城苗は、めげずに矢や継つぎ早ばやに質問をしてくる。僕の手首に巻かれた包帯を見つめながら。

「あの忽こつ然ぜんと姿を消したコスプレ殺さつ人じん鬼き。あの事件に、楠くす見みさんたち関わっているんでしょ」

「……あのさ──」

　ようやく言葉が出てきたが、胃から言葉と一いつ緒しよに何かが出てきそうで、すぐに口をつぐむ。気持ちを落ち着かせようと、大きく息を吸い込み、吐はく。

「いやなんでもない」

「どうしたんすか、言ってくださいよ」

　もう一度、大きく息を吐き、僕は決心し、天城苗に全すべて伝えた。

　天城苗は、僕の話を全て聞き終えると、顔を大きく歪ゆがませ、制服のスカーフを僕に手て渡わたした。

　学校なんか行っている場合ではないと言わんばかりに。

　そして、僕を責めた。責めて、去っていった。

　──天城苗が去ったあと、彼女がようやくやってきた。




「朝あさ生おさん、このお嬢じようさん、なんとかしてくださいな」




　顔を上げると、制服を着たしげ子さんが立っていた。足に、少女が絡からみついている。少女は、まるでこれからピアノの発表会に行くかのような、上品な赤いワンピースに、白いタイツを穿はいている。

「おねぇたま。どこに行くんですか。わたしも連れて行ってください」

　目に涙なみだを浮うかべながら、しげ子さんの足を摑つかんで離はなそうとしない。




　僕ぼくたちはあのあと、少女を抱えあの場を離はなれた。地下室に戻もどり、スーツを脱ぬがせ、しげ子さんの家に連れ帰った。どうして、そんなことをしたのか分からない。でもどうしても、警察や医い療りよう施し設せつに少女を渡わたしたくなかった。

　少女は、今でも、僕としげ子さん以外は、怪かい人じんに見えている。──自分さえも。しげ子さんの家で、少女の洗脳を解こうとしたが、どうしても解くことが出来なかったのだ。こんな状態で、色々な現実を少女に突つきつけたくなかった。少女が殺した十人の中には、少女の母親も含ふくまれている。少女は、その現実をいつか知らなければいけないし、その責任も取らなきゃいけないかもしれない。でも、それは今じゃない気がした。

　それに少女には、まだ────十三本もの糸が残っていた。

　結局、少女は、そのまましげ子さんの家に匿かくまうことになった。

　意外にも、しげ子さんは、嫌いやがらなかった。それどころか、少女に、名前をつけた。

『マナコ』と。

　おそらくラブソルジャーのラブを取って、『愛子』なんだろうが、しげ子さんの発音は、完かん璧ぺきに『眼』だった。

　そして、マナコもまた、しげ子さんによくなついた。互たがいに戦って、尊敬する部分があったのかもしれない。




「マナコちゃん。しげ子さんは学校に行かないといけないんだ」

　マナコは、目を鋭するどくさせ、僕を睨にらむ。

「なんだカメロデム。お前は悪い怪人か？」

　マナコは今でも、あのとき言った僕の言葉を信じ、僕のことを人間に変身した怪人カメロデムだと思っている。そして、マナコは、しげ子さんに、怪人には『良い怪人』と『悪い怪人』がいると教えられている。「悪い怪人は容よう赦しやなく斬きりなさい」と。

「マナコ、おやめなさい」しげ子さんがたしなめる。

「はい、おねぇたま」マナコは、快活に返事をする。褒ほめてくださいと、頭を向ける。

　急に不安がこみ上げてくる。本当にしげ子さんにこの子を預けてよかったのだろうか？

　もしかすると、しげ子さんは、自分のための殺人兵器を作ろうとしているのかもしれない。

「ところで朝あさ生おさん、まだ学校まで時間があるでしょう」

　僕は時計を見て確認する。「いや、そうでもないけど」

「桜の木と言えば、やはり死体でしょう。噂うわさどおり、埋うまっているか掘ほり起こしてみましょう」

　そう言ってどこからか持ってきた、スコップを僕に手渡す。

「いや、だから、そんなに時間ないよ」

　しげ子さんがすかさず、髪かみをかき上げ、僕に素顔をさらす。

「とって、見せましょうか？」

　しげ子さんの左目には、義眼が取りつけられている。あの事件以降、僕ぼくにわざとそれを見せては、僕の心を無む闇やみに揺ゆさぶってくるのだ。

「あぁ、気を抜ぬくと落としてしまいそうです」

　そう言って、ヒョッヒョッヒョッと高らかに笑う。

「──分かったよ。掘ほればいいんだろう」

　僕は、スコップを手に取り、桜の木の下を掘り始める。隣となりで、マナコが、小さなスコップを両手に持ち、手伝ってくれる。

　──穴を掘るなんて、しげ子さんと初めて出会って以来だな。

　でも、あのときとは、何もかもが違ちがう。全すべてが悪い方向に向かっている。

　解決しなければいけない問題がたくさんある。姉のことも、虹にじ子こちゃんのことも、マナコのことも。──そして、僕としげ子さんのことも。

　でも、今だけは、あの日のことを思い出して。

　────僕は今、死体を探して穴を掘っている。
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　聞かなければいけない。そう思うが、どうしても言葉が出てこない。

　真新しい制服に身を包んだ天あま城ぎ苗なえが不思議そうにずっとこちらを見ている。

　──ずっと、僕ぼくのそばにいてくれたのに。僕を助けてくれたのに。

「どうしたんすか？　何かあるなら早く言ってくださいよ」

　キョトンとした顔で天城苗が尋たずねてくる。

　僕はようやく声を震ふるわせながら、彼女に聞く。

「……ずっとおかしいと思ってたんだ。あの地下室にあったゴミが明らかに少なすぎたんだ。楽らくが博士はかせだったとしたら、辻つじ褄つまが合わないんだよ。それにあの子が言ってたんだ。『博士はわたしと近い』って。……背格好がね」

　天城苗の顔から表情が消えた。でも、僕は構わず続ける。

「君、言ったよね。しげ子さんが楽にハリガネムシを飲まされたって。それを箕みの輪わさんから聞いたって。でも箕輪さんはそこまでは知らなかったんだ。君はどうして知ってるの？　もしかして、ずっと前に楽から聞いてたの？」

「──えぇ、そうっすよ」

　天城苗は顔色一つ変えず、僕の目を真まっ直すぐ見つめてそう言った。

「君が、博士だったの？」

「そうっす。誘ゆう拐かいしてきたのはあの人っすけどね。あの子を育てたのはわたしっす」

「……どうして？」

「どうして？　楠くす見みさんは、本気でわたしが、あいつを、帆ほ代しろ樹いつきを許して、何もかも変わったと思ってたんすか？　本気で？」

　天城苗は、初めて会ったときと同じ顔をしている。眉み間けんに深いしわを寄せ、強い憎にくしみを抱いた顔。

「帆代樹に突つき落とされて、病院に入院しているときに、あの人がやってきたんですよ。『すいませんが、もしよろしければ、代わりにわたしがやってあげますよ』って。復ふく讐しゆうを。知ってましたか？　あいつの、帆代樹の父親が死んだの？」

「──樹君の？」

　樹君の両親は、樹君の名字をお母さんの旧きゆう姓せいに変えるために離り婚こんし、樹君と別々に暮らしていると言っていた。だから僕は、樹君のお父さんを直接見たことがない。

「あの人が殺してくれたんすよ。わたしの望み通りに。ちょっとずつ体を減らしてあの馬ば鹿か親父は、死んでいったんすよ」

「体を減らす？」何を言っているんだ？

「えぇ、かんぴょうを作るみたいに少しずつ皮とか肉とか剝はいで、殺してくれたんすよ」

「……なんでだよ……君は──」

「ずっとこうですよ。わたしはずっとこうです。ずっと、誰だれかを憎んで生きてきたんすよ。お兄ちゃんが死んだあと、わたしたち家族はムチャクチャにされたんすよ。だから誰だれかが、ムチャクチャになってるのを見たら──」

　天あま城ぎ苗なえは、大きく息を吐はき、顔を綻ほころばせ、続けた。

「ほんっっっとに、気持ちいいんすよ！」

　その笑顔は、楽らくとどことなく似ていた。

「ということで、もう偽いつわる必要もなさそうっすね。大変だったんすよ。頭の悪いことを言う楠くす見みさんに合わせるのも」

　そう言って、天城苗は制服のスカーフを解く。

「わたし、忙いそがしいんすよ。あの人に頼たのまれたことがいくつかあるんで。じゃあ、行きますね」

「待って！　ねぇ……本気で……本気で言ってるの？」

「だって楠見さん、あなたはわたしに、何もしてくれなかったじゃないですか」

　天城苗の顔は、憎ぞう悪おに満ちていた。
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　──このまま行かせてはいけない。そう思うが、体が言うことを聞いてくれない。

　気づけば、僕ぼくの手の上に、手て渡わたされたスカーフだけが残っていた。










　　　あとがき




　どうも、真ま坂さかマサルです。

　突とつ然ぜんですが、皆みなさん、小説を読んでいて、「この作家、どんな顔をしているんだろう？」と、想像したりしますか？

　なぜ、そんなことを聞いたかというと、この前、ある人にこう言われたんですよ。

「なんか、前から人相悪かったけど、デビューしてからますます悪くなったな。いかにも人を殺していそうな顔しているよ」

　人を『殺しそうな』顔ではなく、人を『殺していそうな』顔と言われて、僕ぼくはひどくショックを受けました。あまりにショックだったので、別の人に、こんなこと言われたんだよ、べつに俺おれ、そんな顔してないよな、と尋たずねたところ、「いやそんな顔しているよ」とさらっと返され、さらにショックを受けたりもしました。

　しげ子さんを書いているうちにそうなってしまったのでしょうか、それとも執しつ筆ぴつによる疲つかれでそうなってしまったのでしょうか。

　もし、人相だけで誤ご認にん逮たい捕ほされてしまったらどうしましょう。

　ただでさえ、僕の家には、この話を書くために集めた、人を呪のろう方法が丹たん念ねんに書かれている本だとか、様々の拷ごう問もんを集めた本だとか、世界の連続殺人犯を紹しよう介かいしている本だとかで溢あふれかえっています。

　刑事さんがそれを見たら、さらなる誤解を生んでしまうのではないでしょうか。ティーカップを回しながら、相棒に、「ほら、これをご覧なさい」と言っている姿を想像してしまいます。

　刑事さん、もしこれを読んでいたら、信じてください。




　僕は、何もやっていません！




　あれ、なんの話をしていたのでしょうか？　僕は疲れているのでしょうか？

　ということで、ここからは謝辞を。

「愛する子どもには絶対に会わせたくない」と断言しながらも、優しくアドバイスしてくださった担当の清きよ瀬せさん。またしても、素晴らしいイラストを描いてくださった生なま煮にえ先生。生煮え先生は、宣伝もしてくださって、本当に感謝しています。ありがとうございます。そして、校こう閲えつ様。

　あと、色々と相談に乗ってくれた、清さんと西さん、ありがとう。清さんは、赤ちゃん、おめでとう。大きくなったらテッド・バンディについて詳くわしく語ってあげるね。

　最後に買ってくれた読者の皆さま、本当にありがとうございました。
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真ま坂さかマサル

兵庫県出身。もしこの本がたくさん売れたら、写真の場所に住みたいと夢見る今日この頃。
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イラスト／生なま煮にえ

北海道出身ゴーヤチャンプルー食べすぎイラストレーター。最近都民になり、これで新宿行き放題や！と喜ぶも現実は引きこもり。本編はとっても好みな幼女が出てきてご機嫌。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「真坂マサル先生」係

「生煮え先生」係











本書は書き下ろしです。
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